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写真：池上直哉

目次 ●  Contents

No.24

JOF-24-0404-4c.indd   1 2022/04/04   19:57

information

    ＊声楽個人レッスンとアンサンブルのグループ授業が受けられます。

 1．修業年限 １年（次年度再受講可能）
　　半期コースは4月～9月と10月～3月の半年　
 2．募集コース
 　● 声楽アミーチコース
　 　 18才以上
　 　 水曜日・土曜日／各曜日昼コース・夜コース
 　● 声楽ストゥーディオコース
　 　 18才以上　音楽の学校等で声楽を１年勉強したもの
 　と同等の実力を有する者
　 　 水曜日／昼コース

1. 修業年限 1～3年 ＊実力にあったコースから編入可能
2. 募集コース
　● オペラ専門コース Ⅰ

オペラ歌手として必要な基礎を学びます。
　● オペラ専門コース Ⅱ

歌唱表現の土台作りとオペラ・アンサンブルをさらに次のステッ
プに向けてレベルアップします。

　● オペラマスターコース
個々の成長に合わせ、本舞台に向けたオペラ・アンサンブルと
オペラ全曲の研修を行います。

※入所試験時に特に優秀と認められた方には奨学金が授与されます。

2023年度　オペラ歌手育成部　募集告知
～次世代を担うオペラ歌手育成機関～

2022年度 アミーチ藤沢クラス　春期生募集

育成部募集

サテライト教室

お問い合わせ先 ：公益財団法人日本オペラ振興会　オペラ歌手育成部
〒 215－0004　神奈川県川崎市麻生区万福寺1－16－6　昭和音楽大学北校舎内
TEL （044）969－7197 （平日午前10時～午後6時）  FAX（044）953－8693　　https://www.jof.or.jp/training/

～専科生声楽アミーチコースのプレクラスとして、オペラアンサンブルを楽しく本格的に学べます～
◆ 開講日　日曜日  10：30 ～ 13：30　　◆ 期間　半年／授業回数15回（2022年5月～2022年10月） ＋ 発表会（費用別途負担）
◆ 会場　JR線・小田急線「藤沢」駅南口より徒歩4分　＊詳しくはホームページまたはオペラ歌手育成部までお問い合わせください。

＊ 詳細は、日本オペラ振興会
   ホームページをご覧ください。

 【研究生】 ～実践的なオペラ歌手を育成します～  【選科生】 ～楽しみながらライフワークで歌を！ ～

● 見学希望はお電話でお問い合わせ下さい。

新事務所＆稽古場が完成しました！
ご支援いただきました皆様には心より感謝申し上げます。

施設完成に伴い、2022年3月1日より新百合ヶ丘

事務所内事業部・制作部は黒川稽古場へ移転い

たしました。主催公演やマネジメント関係のお問い

合わせは下記に変更となりますので、今後とも宜し

くお願い申し上げます。

※表参道本部（総務）、新百合ヶ丘（育成部）につきましては
　これまで通り変更はございません。

気持ちも新たに、皆様により良い舞台をご提供できるよう
リハーサルを重ねて参ります。
今後とも藤原歌劇団・日本オペラ協会へご声援のほど
宜しくお願い致します。

外観

３階稽古場

外観

３階稽古場

黒川事務所・稽古場《事業部・制作部》
住所 〒215-0035 神奈川県川崎市麻生区黒川76-1
TEL： 044-819-5505　FAX： 044-819-5205
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●「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
魔
女
な
ど
、
女
性
の
役
を
コ

ミ
カ
ル
に
演
じ
る
機
会
の
多
い
角
田
さ
ん
。「
イ
ル
・
カ
ン
ピ

エ
ッ
ロ
」
の
中
で
も
と
り
わ
け
個
性
的
な
ド
ナ
・
カ
ー
テ
を
演

じ
る
う
え
で
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
魔
女
は
幾
度
と
な
く
演
じ
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
男
性
が

女
性
を
演
じ
る
と
い
う
こ
と
は
男
性
か
ら
見
た
女
性
ら
し
さ
を

強
調
し
て
演
じ
る
と
い
う
こ
と
で
、
面
白
お
か
し
く
演
じ
る
こ

と
が
出
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
意
外
と
人
を
笑
わ
せ
る
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
コ
ミ
カ
ル
に
そ
れ
ら
し
く
や
る
の

で
な
く
、
い
か
に
自
然
で
あ
る
か
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
も

「
い
か
に
自
然
に
で
き
る
か
」を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。

●
上
演
機
会
の
少
な
い
「
イ
ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」。
今
回
初
め

て
こ
の
作
品
に
触
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
角
田
さ
ん

の
思
う
作
品
の
魅
力
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

本
作
は
私
も
初
め
て
触
れ
る
オ
ペ
ラ
で
す
。
言
葉
は
ヴ
ェ
ネ
ト

語
と
い
う
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
地
方
の
方
言
で
、
日
本
語
で
言
え
ば

青
森
弁
と
か
沖
縄
弁
と
同
じ
で
す
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
な

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
オ
ペ
ラ
で
、
展
開
が
早
く
、
拍
子
も
調
性
も
変

わ
り
ま
す
が
、
不
思
議
と
お
客
様
に
は
そ
ん
な
に
難
し
く
聴
こ

え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
明
る
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
面
々
が
コ
ミ
カ
ル
に
物
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
一
度
き
り

で
は
見
落
と
し
て
し
ま
う
箇
所
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、

最
低
２
回
は
観
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
を
お
勧
め
し

ま
す
！
藤
原
歌
劇
団
の
チ
ー
ム
力
を
是
非
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

る
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ（
＝
小
広
場
）を
舞
台
に
し
た
ド
タ
バ
タ
喜
劇

で
、
今
作
で
は
癖
の
強
い
二
人
の
お
ば
様
（
共
に
テ
ノ
ー
ル
）の

一
人
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
ド
ナ
・
カ
ー
テ
を
演
じ
る
中
で
特

に
ご
注
目
頂
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
き
っ
と
１
０
０
歳
に
な
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
さ
で
す
。

場
面
に
出
て
く
る
度
に
小
広
場
は
盛
り
上
が
り
、
ど
ん
ど
ん
喧

嘩
を
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
（
だ
ん
だ
ん
強
く
）さ
せ
た
り
し
ま
す
。

楽
譜
を
眺
め
て
い
て
も
、
個
人
的
に
は
彼
女
に
お
会
い
す
る
の

は
週
に
１
回
あ
れ
ば
お
釣
り
が
く
る
よ
う
な
感
覚
に
さ
え
陥
り

ま
す
（
笑
）。
し
か
し
、
か
と
思
え
ば
母
親
と
し
て
娘
を
案
じ
る

シ
ー
ン
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
美
し
く
、
涙
を
誘
う
メ
ロ
デ
ィ
に

心
打
た
れ
ま
す
。
そ
ん
な
小
広
場
の
原
動
力
的
存
在
な
彼
女
に
、

是
非
ご
注
目
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

●
今
回
の
公
演
へ
の
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
！

観
客
席
か
ら
た
く
さ
ん
の
笑
い
と
涙
が
あ
る
舞
台
に
な
る
よ
う

研
鑽
し
ま
す
！

●
シ
リ
ア
ス
な
役
ど
こ
ろ
か
ら
コ
ミ
カ
ル
な
役
ど
こ
ろ
ま
で
幅

広
く
演
じ
て
い
る
山
内
さ
ん
で
す
が
、
今
回
の
ド
ナ
・
カ
ー
テ

を
演
じ
る
中
で
、
お
客
様
に
特
に
注
目
し
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト

は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？

２
０
１
９
年
「
貞
節
の
勝
利
」
コ
ル
ネ
ー
リ
ア
以
来
の
ス
カ
ー

ト
役
（
ド
ナ
・
カ
ー
テ
）を
仰
せ
つ
か
っ
た
テ
ノ
ー
ル
の
山
内
政

幸
で
す
。「
イ
ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
と
あ

ベルカントオペラフェスティバル 
イン ジャパン2019
「貞節の勝利」の
コルネーリア・ブッファッチ

２
０
２
１
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」の
バ
ジ
リ
オ
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ヴォルフ＝フェッラーリ作曲／オペラ全３幕

4/22（金）・23（土）・ 24（日）
14:00
テアトロ・ジーリオ・ショウワ

●指揮　時任康文　●演出　マルコ・ガンディーニ

ガスパリーナ…中井奈穂／中畑有美子
ドナ・カーテ…角田和弘／山内政幸
ルシエータ…迫田美帆／中村芽吹
ドナ・パスクワ…持木 弘／所谷直生
ニェーゼ…楠野麻衣／米田七海

オルソラ…但馬由香／北薗彩佳
ゾルゼート…海道弘昭／及川尚志
アンゾレート…大塚雄太／和下田大典
アストルフィ…森口賢二／市川宥一郎
ファブリーツィオ…東原貞彦／杉尾真吾

合唱…藤原歌劇団合唱部　管弦楽…テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ

●藤原歌劇団公演　ニュープロダクション

「イル・カンピエッロ」

角
田
和
弘  

﹇
テ
ノ
ー
ル
﹈

ドナ・カーテ
4/22 ＆ 4/24

ドナ・カーテ
4/23

山
内
政
幸  

﹇
テ
ノ
ー
ル
﹈

Kazuhiro TSUNODA

Masayuki YAMAUCHI
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7/1&3

まだ演じたことの無い役
（ドラベッラ・デスピーナ以
外）全て
フィオルディリージは「Come 
scoglio」を歌ってみたいですし
（歌えないけど）、フェランドとし

てドラベッラを想う一途さを演じてみたい。グリエルモは
本作の登場人物の中で一番色気があって、こんな色気を出
してみたい! ドン・アルフォンソは本作の主役ともいうべき
人物。2組のカップルとデスピーナを、どんな思いで眺めて
いるのか、興味津々です。

ドン・アルフォンソ
頭から最後まで皆が、彼の手の平で踊ら
される…演じるにあたっては年齢を重ね
て経験豊かであろう哲学者という役は演
技力がとても必要で、絶えず舞台を支配
しています。アルフォンソ次第で、このオ

ペラは面白くもつまらなくも出来てしまう。基本テノール
は情熱的、直情的な役が多く、知的な役はほぼ無いので低
声の専売特許ですね。是非演じてみたいです。

ドン・アルフォンソ
ドン・アルフォンソといえばこの物
語の仕掛け人であり全体を掌握
する人物ですが、翻弄される登場
人物たちを彼の目線から眺めてみ
たいです。また、音楽的にも美しい
アンサンブルが多いオペラですか
ら、低音で全体を支える役割は大
変魅力的です。

フェランド
実は大学２年生までテノールだっ
たのですが、第１幕のフェランドの
アリアを必死で練習していた記憶
があります。もちろん玉砕(特に最
後のラの音)し、うまく歌えた記憶

はありません! 今の自分でオペラ全編を通してどのくらい
やれるのか試してみたい気持ちがあります。フェランドのイ
メージにはない厳つい感じにはなると思いますが…（笑）

ドン・アルフォンソ
彼はどうして若者達との賭けに
出て、この大芝居を仕掛けよう
と思ったのか、それは誰の為？
何の為に？民衆までお金で雇っ
て（多分）、デスピーナもしっか
り抱え込んで、そこまでして言
いたかった「女はみんなこうし
たもの（Così fan tutte）」の

真意って何？やっぱり一番謎の多い人物。もし演じてみる事が
出来たら、この作品の何か新しい一面が見えて来そうだなと思
います。

フィオルディリージか
フェランド
高音への憧れもありますが、あそこま
で純粋で恋に情熱を向けられる役を
やってみたいです。低音に与えられる
キャラクターの多くは、今回演じるド
ン・アルフォンソのように冷静だったり
歳を重ねていたり、あまり恋に盲目で
真っ直ぐな役が少ないので、真っ直ぐ
恋にぶつかっていく歌を歌ってみたい
です。

コジ・ファン・トゥッテ

6

藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

コジ・ファン・トゥッテ

● フィオルディリージ

迫田美帆  Miho SAKODA

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● グリエルモ

岡 昭宏  Akihiro OKA

● デスピーナ

向野由美子  Yumiko KONO

● フェランド

山本康寛  Yasuhiro YAMAMOTO

● ドン・アルフォンソ

田中大揮  Taiki TANAKA

● ドラベッラ

山口佳子  Yoshiko YAMAGUCHI

あなたが演じてみたい役は？
もし性別や声種の垣根を越えて演じられるとした
ら、「コジ・ファン・トゥッテ」という作品の中でどの
役を演じてみたいか、出演者に聞いてみました ！

ⒸYoshinobu Fukuya
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くお願い申し上げます。

※表参道本部（総務）、新百合ヶ丘（育成部）につきましては
　これまで通り変更はございません。

気持ちも新たに、皆様により良い舞台をご提供できるよう
リハーサルを重ねて参ります。
今後とも藤原歌劇団・日本オペラ協会へご声援のほど
宜しくお願い致します。

外観

３階稽古場

外観

３階稽古場

黒川事務所・稽古場《事業部・制作部》
住所 〒215-0035 神奈川県川崎市麻生区黒川76-1
TEL： 044-819-5505　FAX： 044-819-5205
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藤
原
歌
劇
団
総
監
督

折
江 

忠
道

日
本
オ
ペ
ラ
協
会
総
監
督

郡

　愛
子

　
コ
ロ
ナ
禍
が
こ
れ
程
の
長
き
に
渡
り
、世
界
を

混
乱
の
渦
に
巻
き
込
む
と
は
誰
が
想
像
し
た
で

し
ょ
う
か
？ 

と
り
わ
け
舞
台
に
従
事
す
る
者
に

と
っ
て
は
受
難
の
時
代
で
あ
り
、
様
々
な
制
約
、

禁
止
事
項
に
苦
し
み
な
が
ら
の
２
年
間
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
間
、
公
演
を
１
本
も
中
止
に
す
る

こ
と
な
く
開
催
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
、こ
れ
は
い

つ
如
何
な
る
時
も
劇
場
ま
で
足
を
お
運
び
く
だ

さ
り
、声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
の
熱

い
想
い
の
賜
物
と
、感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
一
方
団
員
の
皆
さ
ん
や
事
務
局
の
皆
さ
ん
の

忍
耐
と
努
力
は
並
々
な
ら
ず
、こ
れ
は
も
は
や
戦

場
と
称
し
て
も
大
袈
裟
で
は
な
い
舞
台
制
作
現

場
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
終
息
ど
こ
ろ
か

コ
ロ
ナ
と
の
共
存
が
囁
か
れ
る
情
況
下
、更
に
は

昨
今
の
不
安
な
国
際
情
勢
も
鑑
み
、益
々
の
強
靭

さ
と
持
久
力
が
求
め
ら
れ
る
オ
ペ
ラ
界
で
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
黒
川
の
稽
古
場
が
完
成

し
、
明
る
い
展
望
も
見
え
始
め
て
来
ま
し
た
。
真

新
し
い
ス
タ
ジ
オ
で
の
稽
古
が
新
た
な
活
力
の

源
と
な
る
事
を
祈
り
つ
つ
、い
よ
い
よ
２
０
２
２

年
度
の
オ
ペ
ラ
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
を
迎
え
ま
す
。

今
年
度
の
演
目
は
オ
ペ
ラ
と
演
劇
の
融
合
、
す

な
わ
ち
総
合
舞
台
芸
術
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
を
追

求
す
べ
く
、
ヴ
ォ
ル
フ
＝
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
の
「
イ

ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
コ

ジ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
」、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
「
ト

ス
カ
」の
３
作
品
を
採
り
上
げ
ま
す
。
ど
の
作
品

　
近
年
、私
た
ち
の
未
来
に
影
を
差
す
よ
う
な
出

来
事
が
相
次
い
で
起
こ
り
ま
す
が
、そ
の
よ
う
な

時
こ
そ
共
感
で
き
る
日
本
語
の
歌
、そ
し
て
オ
ペ

ラ
で
心
を
潤
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
私
ど
も
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
の
２
０
２
２
年
度

の
公
演
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
先
ず
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
が
、昨
年
第
70
回
を
迎

え
た
『
日
本
歌
曲
連
続
演
奏
会
』
は
、
日
本
歌
曲

と
と
も
に
日
本
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
や
重
唱
の
名

曲
を
次
代
に
継
い
で
行
く
た
め
に
、２
０
２
２
年

度
の
第
71
回
よ
り
『
日
本
オ
ペ
ラ
・
日
本
歌
曲
連

続
演
奏
会
』
へ
と
名
称
を
改
め
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
日
本
の
多
様
な
文
化
を
発
信
す
る

国
際
文
化
都
市
・
池
袋
の
中
核
エ
リ
ア
に
位
置

す
る
豊
島
区
の
、と
し
ま
区
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
し
、
７
月
７
日
に
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
出
演

者
全
員
を
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
出
し
、格
段
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

　
文
化
庁
か
ら
昭
和
音
楽
大
学
が
受
託
し
た《
日

本
の
オ
ペ
ラ
作
品
を
つ
く
る
〜
オ
ペ
ラ
創
作
人

材
育
成
事
業
》に
お
い
て
、
こ
の
事
業
の
一
つ
の

集
大
成
と
し
て
選
ば
れ
た
、
竹
内
一
樹
作
曲
、
宇

吹 

萌
台
本
に
よ
る
「
咲
く
〜
も
う
一
度
生
ま
れ

変
わ
る
た
め
に
」
を
、
２
０
２
２
年
11
月
25
日
・

26
日
に
、と
し
ま
区
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

も
台
詞
の
嵐
で
、言
葉
の
説
得
力
無
し
に
は
舞
台

が
成
り
立
た
ち
ま
せ
ん
。
４
０
０
年
余
り
の
歴

史
を
費
や
し
て
培
っ
て
来
た
、言
葉
と
音
楽
の
融

合
と
い
う
原
点
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、藤
原
歌
劇

団
員
の
底
力
が
倍
加
さ
れ
る
事
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
演
劇
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
を
考
え
る
時
、ヴ
ェ
リ

ズ
モ
・
オ
ペ
ラ
を
語
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
何
か
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、そ
の

根
底
に
あ
る
の
は
台
詞
を
叫
ぶ
、怒
鳴
る
と
い
っ

た
旋
律
か
ら
離
脱
す
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
、ス
タ
ミ
ナ
重
視
の
オ
ペ
ラ
と
解
さ

れ
る
所
以
で
す
。
実
際
我
々
日
本
人
に
と
っ
て
、

力
任
せ
に
ヴ
ェ
リ
ズ
モ
・
オ
ペ
ラ
一
本
を
歌
い

切
る
事
は
大
変
危
険
な
こ
と
な
の
で
す
。
求
め

ら
れ
る
の
は
ベ
ル
カ
ン
ト
様
式
に
則
っ
た
唱
法

で
、
こ
の
難
物
オ
ペ
ラ
に
臨
み
、
如
何
に
技
術
と

感
性
を
発
揮
す
る
か
と
い
う
事
が
解
決
策
と
な

り
ま
す
。

　
今
回
こ
の
難
題
に
視
点
を
置
い
て
、古
典
か
ら

近
現
代
に
至
る
共
通
テ
ー
マ
を
内
包
し
た
３
作

品
に
挑
戦
す
る
の
は
大
変
に
意
義
深
く
、歌
手
と

し
て
の
大
い
な
る
成
長
に
繋
が
る
と
強
く
信
じ

て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、こ
の
終
焉
の
見
え
な
い
混
乱

の
な
か
団
員
一
人
一
人
力
を
合
わ
せ
一
致
団
結

し
て
、こ
の
難
関
を
勝
ち
進
み
た
い
と
切
望
し
て

い
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

で
開
催
し
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
２
月
18
日
・
19
日
に
は
、
当
会
が

満
を
持
し
て
三
木
稔
作
曲《
日
本
語
版
グ
ラ
ン
ド

オ
ペ
ラ「
源
氏
物
語
」》の
世
界
初
演
を
、
Ｂ
ｕ
ｎ

ｋ
ａ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
す
。

　
紫
式
部
が
西
暦
１
０
０
０
年
頃
に
書
き
始
め

た
世
界
最
古
の
長
編
小
説
と
い
わ
れ
る
文
学
作

品
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
１
０
０
０
年
後
に
あ
た

る
ミ
レ
ニ
ア
ム
２
０
０
０
年
に
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・

オ
ペ
ラ
劇
場
創
立
25
周
年
記
念
事
業
の
中
心
的

な
企
画
と
し
て
、三
木
稔
氏
が
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。
当
初
か
ら
世
界
、
そ
し
て
日
本
で
の
公
演
を

意
識
し
、英
語
と
日
本
語
の
同
時
進
行
で
書
か
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ

で
の
日
本
語
版
が
上
演
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
54
帖
に
も
及
ぶ
こ
の
長
大
な
作
品
と
多
数
の

登
場
人
物
が
織
り
成
す
複
雑
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
、

い
か
に
し
て
３
時
間
ほ
ど
の
長
さ
の
感
動
的
な

ド
ラ
マ
に
ま
と
め
上
げ
た
の
か
…
も
う
ご
覧
い

た
だ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
オ
ペ
ラ

に
お
け
る
登
場
人
物
は
そ
の
場
面
ご
と
に
全
員

が
主
役
で
す
が
、き
っ
と
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
妙

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

‼
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日本オペラ協会
だより

藤原歌劇団
だより
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●「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
魔
女
な
ど
、
女
性
の
役
を
コ

ミ
カ
ル
に
演
じ
る
機
会
の
多
い
角
田
さ
ん
。「
イ
ル
・
カ
ン
ピ

エ
ッ
ロ
」
の
中
で
も
と
り
わ
け
個
性
的
な
ド
ナ
・
カ
ー
テ
を
演

じ
る
う
え
で
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
魔
女
は
幾
度
と
な
く
演
じ
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
男
性
が

女
性
を
演
じ
る
と
い
う
こ
と
は
男
性
か
ら
見
た
女
性
ら
し
さ
を

強
調
し
て
演
じ
る
と
い
う
こ
と
で
、
面
白
お
か
し
く
演
じ
る
こ

と
が
出
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
意
外
と
人
を
笑
わ
せ
る
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
コ
ミ
カ
ル
に
そ
れ
ら
し
く
や
る
の

で
な
く
、
い
か
に
自
然
で
あ
る
か
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
も

「
い
か
に
自
然
に
で
き
る
か
」を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。

●
上
演
機
会
の
少
な
い
「
イ
ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」。
今
回
初
め

て
こ
の
作
品
に
触
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
角
田
さ
ん

の
思
う
作
品
の
魅
力
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

本
作
は
私
も
初
め
て
触
れ
る
オ
ペ
ラ
で
す
。
言
葉
は
ヴ
ェ
ネ
ト

語
と
い
う
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
地
方
の
方
言
で
、
日
本
語
で
言
え
ば

青
森
弁
と
か
沖
縄
弁
と
同
じ
で
す
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
な

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
オ
ペ
ラ
で
、
展
開
が
早
く
、
拍
子
も
調
性
も
変

わ
り
ま
す
が
、
不
思
議
と
お
客
様
に
は
そ
ん
な
に
難
し
く
聴
こ

え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
明
る
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
面
々
が
コ
ミ
カ
ル
に
物
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
一
度
き
り

で
は
見
落
と
し
て
し
ま
う
箇
所
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、

最
低
２
回
は
観
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
を
お
勧
め
し

ま
す
！
藤
原
歌
劇
団
の
チ
ー
ム
力
を
是
非
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

る
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ（
＝
小
広
場
）を
舞
台
に
し
た
ド
タ
バ
タ
喜
劇

で
、
今
作
で
は
癖
の
強
い
二
人
の
お
ば
様
（
共
に
テ
ノ
ー
ル
）の

一
人
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
ド
ナ
・
カ
ー
テ
を
演
じ
る
中
で
特

に
ご
注
目
頂
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
き
っ
と
１
０
０
歳
に
な
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
さ
で
す
。

場
面
に
出
て
く
る
度
に
小
広
場
は
盛
り
上
が
り
、
ど
ん
ど
ん
喧

嘩
を
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
（
だ
ん
だ
ん
強
く
）さ
せ
た
り
し
ま
す
。

楽
譜
を
眺
め
て
い
て
も
、
個
人
的
に
は
彼
女
に
お
会
い
す
る
の

は
週
に
１
回
あ
れ
ば
お
釣
り
が
く
る
よ
う
な
感
覚
に
さ
え
陥
り

ま
す
（
笑
）。
し
か
し
、
か
と
思
え
ば
母
親
と
し
て
娘
を
案
じ
る

シ
ー
ン
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
美
し
く
、
涙
を
誘
う
メ
ロ
デ
ィ
に

心
打
た
れ
ま
す
。
そ
ん
な
小
広
場
の
原
動
力
的
存
在
な
彼
女
に
、

是
非
ご
注
目
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

●
今
回
の
公
演
へ
の
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
！

観
客
席
か
ら
た
く
さ
ん
の
笑
い
と
涙
が
あ
る
舞
台
に
な
る
よ
う

研
鑽
し
ま
す
！

●
シ
リ
ア
ス
な
役
ど
こ
ろ
か
ら
コ
ミ
カ
ル
な
役
ど
こ
ろ
ま
で
幅

広
く
演
じ
て
い
る
山
内
さ
ん
で
す
が
、
今
回
の
ド
ナ
・
カ
ー
テ

を
演
じ
る
中
で
、
お
客
様
に
特
に
注
目
し
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト

は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？

２
０
１
９
年
「
貞
節
の
勝
利
」
コ
ル
ネ
ー
リ
ア
以
来
の
ス
カ
ー

ト
役
（
ド
ナ
・
カ
ー
テ
）を
仰
せ
つ
か
っ
た
テ
ノ
ー
ル
の
山
内
政

幸
で
す
。「
イ
ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
と
あ

ベルカントオペラフェスティバル 
イン ジャパン2019
「貞節の勝利」の
コルネーリア・ブッファッチ

２
０
２
１
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」の
バ
ジ
リ
オ

5

ヴォルフ＝フェッラーリ作曲／オペラ全３幕

4/22（金）・23（土）・ 24（日）
14:00
テアトロ・ジーリオ・ショウワ

●指揮　時任康文　●演出　マルコ・ガンディーニ

ガスパリーナ…中井奈穂／中畑有美子
ドナ・カーテ…角田和弘／山内政幸
ルシエータ…迫田美帆／中村芽吹
ドナ・パスクワ…持木 弘／所谷直生
ニェーゼ…楠野麻衣／米田七海

オルソラ…但馬由香／北薗彩佳
ゾルゼート…海道弘昭／及川尚志
アンゾレート…大塚雄太／和下田大典
アストルフィ…森口賢二／市川宥一郎
ファブリーツィオ…東原貞彦／杉尾真吾

合唱…藤原歌劇団合唱部　管弦楽…テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ

●藤原歌劇団公演　ニュープロダクション

「イル・カンピエッロ」

角
田
和
弘  

﹇
テ
ノ
ー
ル
﹈

ドナ・カーテ
4/22 ＆ 4/24

ドナ・カーテ
4/23

山
内
政
幸  

﹇
テ
ノ
ー
ル
﹈

Kazuhiro TSUNODA

Masayuki YAMAUCHI
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7/1&3

まだ演じたことの無い役
（ドラベッラ・デスピーナ以
外）全て
フィオルディリージは「Come 
scoglio」を歌ってみたいですし
（歌えないけど）、フェランドとし

てドラベッラを想う一途さを演じてみたい。グリエルモは
本作の登場人物の中で一番色気があって、こんな色気を出
してみたい! ドン・アルフォンソは本作の主役ともいうべき
人物。2組のカップルとデスピーナを、どんな思いで眺めて
いるのか、興味津々です。

ドン・アルフォンソ
頭から最後まで皆が、彼の手の平で踊ら
される…演じるにあたっては年齢を重ね
て経験豊かであろう哲学者という役は演
技力がとても必要で、絶えず舞台を支配
しています。アルフォンソ次第で、このオ

ペラは面白くもつまらなくも出来てしまう。基本テノール
は情熱的、直情的な役が多く、知的な役はほぼ無いので低
声の専売特許ですね。是非演じてみたいです。

ドン・アルフォンソ
ドン・アルフォンソといえばこの物
語の仕掛け人であり全体を掌握
する人物ですが、翻弄される登場
人物たちを彼の目線から眺めてみ
たいです。また、音楽的にも美しい
アンサンブルが多いオペラですか
ら、低音で全体を支える役割は大
変魅力的です。

フェランド
実は大学２年生までテノールだっ
たのですが、第１幕のフェランドの
アリアを必死で練習していた記憶
があります。もちろん玉砕(特に最
後のラの音)し、うまく歌えた記憶

はありません! 今の自分でオペラ全編を通してどのくらい
やれるのか試してみたい気持ちがあります。フェランドのイ
メージにはない厳つい感じにはなると思いますが…（笑）

ドン・アルフォンソ
彼はどうして若者達との賭けに
出て、この大芝居を仕掛けよう
と思ったのか、それは誰の為？
何の為に？民衆までお金で雇っ
て（多分）、デスピーナもしっか
り抱え込んで、そこまでして言
いたかった「女はみんなこうし
たもの（Così fan tutte）」の

真意って何？やっぱり一番謎の多い人物。もし演じてみる事が
出来たら、この作品の何か新しい一面が見えて来そうだなと思
います。

フィオルディリージか
フェランド
高音への憧れもありますが、あそこま
で純粋で恋に情熱を向けられる役を
やってみたいです。低音に与えられる
キャラクターの多くは、今回演じるド
ン・アルフォンソのように冷静だったり
歳を重ねていたり、あまり恋に盲目で
真っ直ぐな役が少ないので、真っ直ぐ
恋にぶつかっていく歌を歌ってみたい
です。

コジ・ファン・トゥッテ
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藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

コジ・ファン・トゥッテ

● フィオルディリージ

迫田美帆  Miho SAKODA

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● グリエルモ

岡 昭宏  Akihiro OKA

● デスピーナ

向野由美子  Yumiko KONO

● フェランド

山本康寛  Yasuhiro YAMAMOTO

● ドン・アルフォンソ

田中大揮  Taiki TANAKA

● ドラベッラ

山口佳子  Yoshiko YAMAGUCHI

あなたが演じてみたい役は？
もし性別や声種の垣根を越えて演じられるとした
ら、「コジ・ファン・トゥッテ」という作品の中でどの
役を演じてみたいか、出演者に聞いてみました ！

ⒸYoshinobu Fukuya
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7/1（金）・2（土）・3（日）14:00  
● 日生劇場

●藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

「コジ・ファン・トゥッテ」

7/2

ドン・アルフォンソ
姉妹からしてみたら、信頼してい
たのに実は企みを持ち込んだ張
本人。恋人との仲を拗れさせた人
物ですが、こういったクセのある
キャラクターはやりがいがあるな
と思います。ソプラノは儚げな役

や死んでしまうような役が多いので、話を回したり笑い
を取ったりすることが多いバリトンの役に昔から憧れが
あります。

ドン・アルフォンソ
「老哲学者」という設定自体が達観
していて憧れますね…。ドン・アル
フォンソの視点だと、女たちの人生
観の劇的な変化と、男たちの女の
操に対する失望を、俯瞰して見るこ
とができます。いわば劇中劇として
このオペラを楽しむことができる
のです！

フィオルディリージ
当時の社会では女性は男性の所
有物、いわばステータスとして扱わ
れ、人格も自由も抑圧されていまし
た。グリエルモが守りたかった「フィ
オルディリージの名誉」も、実は「彼

自身のプライドと価値観」そのもの。「貞操観念」に読み換えら
れた「社会の抑圧」を打ち破り、モリエールやダ・ポンテ、そして
モーツァルトが描いた「自由」を謳歌する姿に憧れます。でも…
浮気はあかん！

ドン・アルフォンソ
私にとって、テノールは本番で声
が最後まで続くか、高い音がしっ
かり出るか…という心配がつきも
のですが、巧みな語りやいぶし銀
の演技で魅せる役、ドン・アルフォ
ンソのような物語の重要な進行役
を是非一度演じてみたいです！

フィオルディリージ
恋人への貞節を一途に貫こうとしながらも少しずつ
揺らいでいき、そしてついに心を許してしまうフェラ
ンドとの2重唱は、本当に官能的だと思います。ドラ
マチックなアリア２曲も含め、歌ってみたい役の筆頭
です。今回演じるデスピーナも自分の声種を越えて
いますから必死ですが、楽しみながら頑張ります。

絶対にデスピーナ！
各幕のフィナーレで彼女が行う変
装にも大変インパクトはあります
が、なんと言っても僕が好きなの
は、気だるそうにホットチョコレー
トを混ぜながら彼女が初登場する

シーンです。お手伝いさんとしての生活にぶーぶー（笑） と愚痴
をこぼしながら、それでもテキパキと仕事をする彼女に、妙に共
感を覚えてしまうのは私だけじゃないはずです。
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● フィオルディリージ

中畑有美子  Yumiko NAKAHATA

● フェランド

渡辺 康  Yasushi WATANABE

● ドラベッラ

高橋華子  Hanako TAKAHASHI

● グリエルモ

龍 進一郎  Shinichiro RYU

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● デスピーナ

河野めぐみ  Megumi KONO

モーツァルト作曲　オペラ全２幕　ニュープロダクション

フィオルディリージ 迫田美帆／中畑有美子
ドラベッラ 山口佳子／高橋華子
グリエルモ 岡 昭宏／龍 進一郎
フェランド 山本康寛／渡辺 康
デスピーナ 向野由美子／河野めぐみ
ドン・アルフォンソ 田中大揮／小野寺光

指揮…川瀬賢太郎　演出…岩田達宗

合　唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…新日本フィルハーモニー交響楽団
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information

    ＊声楽個人レッスンとアンサンブルのグループ授業が受けられます。

 1．修業年限 １年（次年度再受講可能）
　　半期コースは4月～9月と10月～3月の半年　
 2．募集コース
 　● 声楽アミーチコース
　 　 18才以上
　 　 水曜日・土曜日／各曜日昼コース・夜コース
 　● 声楽ストゥーディオコース
　 　 18才以上　音楽の学校等で声楽を１年勉強したもの
 　と同等の実力を有する者
　 　 水曜日／昼コース

1. 修業年限 1～3年 ＊実力にあったコースから編入可能
2. 募集コース
　● オペラ専門コース Ⅰ

オペラ歌手として必要な基礎を学びます。
　● オペラ専門コース Ⅱ

歌唱表現の土台作りとオペラ・アンサンブルをさらに次のステッ
プに向けてレベルアップします。

　● オペラマスターコース
個々の成長に合わせ、本舞台に向けたオペラ・アンサンブルと
オペラ全曲の研修を行います。

※入所試験時に特に優秀と認められた方には奨学金が授与されます。

2023年度　オペラ歌手育成部　募集告知
～次世代を担うオペラ歌手育成機関～

2022年度 アミーチ藤沢クラス　春期生募集

育成部募集

サテライト教室

お問い合わせ先 ：公益財団法人日本オペラ振興会　オペラ歌手育成部
〒 215－0004　神奈川県川崎市麻生区万福寺1－16－6　昭和音楽大学北校舎内
TEL （044）969－7197 （平日午前10時～午後6時）  FAX（044）953－8693　　https://www.jof.or.jp/training/

～専科生声楽アミーチコースのプレクラスとして、オペラアンサンブルを楽しく本格的に学べます～
◆ 開講日　日曜日  10：30 ～ 13：30　　◆ 期間　半年／授業回数15回（2022年5月～2022年10月） ＋ 発表会（費用別途負担）
◆ 会場　JR線・小田急線「藤沢」駅南口より徒歩4分　＊詳しくはホームページまたはオペラ歌手育成部までお問い合わせください。

＊ 詳細は、日本オペラ振興会
   ホームページをご覧ください。

 【研究生】 ～実践的なオペラ歌手を育成します～  【選科生】 ～楽しみながらライフワークで歌を！ ～

● 見学希望はお電話でお問い合わせ下さい。

新事務所＆稽古場が完成しました！
ご支援いただきました皆様には心より感謝申し上げます。

施設完成に伴い、2022年3月1日より新百合ヶ丘

事務所内事業部・制作部は黒川稽古場へ移転い

たしました。主催公演やマネジメント関係のお問い

合わせは下記に変更となりますので、今後とも宜し

くお願い申し上げます。

※表参道本部（総務）、新百合ヶ丘（育成部）につきましては
　これまで通り変更はございません。

気持ちも新たに、皆様により良い舞台をご提供できるよう
リハーサルを重ねて参ります。
今後とも藤原歌劇団・日本オペラ協会へご声援のほど
宜しくお願い致します。

外観

３階稽古場

外観

３階稽古場

黒川事務所・稽古場《事業部・制作部》
住所 〒215-0035 神奈川県川崎市麻生区黒川76-1
TEL： 044-819-5505　FAX： 044-819-5205
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藤
原
歌
劇
団
総
監
督

折
江 

忠
道

日
本
オ
ペ
ラ
協
会
総
監
督

郡

　愛
子

　
コ
ロ
ナ
禍
が
こ
れ
程
の
長
き
に
渡
り
、世
界
を

混
乱
の
渦
に
巻
き
込
む
と
は
誰
が
想
像
し
た
で

し
ょ
う
か
？ 

と
り
わ
け
舞
台
に
従
事
す
る
者
に

と
っ
て
は
受
難
の
時
代
で
あ
り
、
様
々
な
制
約
、

禁
止
事
項
に
苦
し
み
な
が
ら
の
２
年
間
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
間
、
公
演
を
１
本
も
中
止
に
す
る

こ
と
な
く
開
催
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
、こ
れ
は
い

つ
如
何
な
る
時
も
劇
場
ま
で
足
を
お
運
び
く
だ

さ
り
、声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
の
熱

い
想
い
の
賜
物
と
、感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
一
方
団
員
の
皆
さ
ん
や
事
務
局
の
皆
さ
ん
の

忍
耐
と
努
力
は
並
々
な
ら
ず
、こ
れ
は
も
は
や
戦

場
と
称
し
て
も
大
袈
裟
で
は
な
い
舞
台
制
作
現

場
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
終
息
ど
こ
ろ
か

コ
ロ
ナ
と
の
共
存
が
囁
か
れ
る
情
況
下
、更
に
は

昨
今
の
不
安
な
国
際
情
勢
も
鑑
み
、益
々
の
強
靭

さ
と
持
久
力
が
求
め
ら
れ
る
オ
ペ
ラ
界
で
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
黒
川
の
稽
古
場
が
完
成

し
、
明
る
い
展
望
も
見
え
始
め
て
来
ま
し
た
。
真

新
し
い
ス
タ
ジ
オ
で
の
稽
古
が
新
た
な
活
力
の

源
と
な
る
事
を
祈
り
つ
つ
、い
よ
い
よ
２
０
２
２

年
度
の
オ
ペ
ラ
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
を
迎
え
ま
す
。

今
年
度
の
演
目
は
オ
ペ
ラ
と
演
劇
の
融
合
、
す

な
わ
ち
総
合
舞
台
芸
術
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
を
追

求
す
べ
く
、
ヴ
ォ
ル
フ
＝
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
の
「
イ

ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
コ

ジ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
」、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
「
ト

ス
カ
」の
３
作
品
を
採
り
上
げ
ま
す
。
ど
の
作
品

　
近
年
、私
た
ち
の
未
来
に
影
を
差
す
よ
う
な
出

来
事
が
相
次
い
で
起
こ
り
ま
す
が
、そ
の
よ
う
な

時
こ
そ
共
感
で
き
る
日
本
語
の
歌
、そ
し
て
オ
ペ

ラ
で
心
を
潤
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
私
ど
も
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
の
２
０
２
２
年
度

の
公
演
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
先
ず
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
が
、昨
年
第
70
回
を
迎

え
た
『
日
本
歌
曲
連
続
演
奏
会
』
は
、
日
本
歌
曲

と
と
も
に
日
本
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
や
重
唱
の
名

曲
を
次
代
に
継
い
で
行
く
た
め
に
、２
０
２
２
年

度
の
第
71
回
よ
り
『
日
本
オ
ペ
ラ
・
日
本
歌
曲
連

続
演
奏
会
』
へ
と
名
称
を
改
め
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
日
本
の
多
様
な
文
化
を
発
信
す
る

国
際
文
化
都
市
・
池
袋
の
中
核
エ
リ
ア
に
位
置

す
る
豊
島
区
の
、と
し
ま
区
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
し
、
７
月
７
日
に
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
出
演

者
全
員
を
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
出
し
、格
段
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

　
文
化
庁
か
ら
昭
和
音
楽
大
学
が
受
託
し
た《
日

本
の
オ
ペ
ラ
作
品
を
つ
く
る
〜
オ
ペ
ラ
創
作
人

材
育
成
事
業
》に
お
い
て
、
こ
の
事
業
の
一
つ
の

集
大
成
と
し
て
選
ば
れ
た
、
竹
内
一
樹
作
曲
、
宇

吹 

萌
台
本
に
よ
る
「
咲
く
〜
も
う
一
度
生
ま
れ

変
わ
る
た
め
に
」
を
、
２
０
２
２
年
11
月
25
日
・

26
日
に
、と
し
ま
区
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

も
台
詞
の
嵐
で
、言
葉
の
説
得
力
無
し
に
は
舞
台

が
成
り
立
た
ち
ま
せ
ん
。
４
０
０
年
余
り
の
歴

史
を
費
や
し
て
培
っ
て
来
た
、言
葉
と
音
楽
の
融

合
と
い
う
原
点
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、藤
原
歌
劇

団
員
の
底
力
が
倍
加
さ
れ
る
事
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
演
劇
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
を
考
え
る
時
、ヴ
ェ
リ

ズ
モ
・
オ
ペ
ラ
を
語
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
何
か
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、そ
の

根
底
に
あ
る
の
は
台
詞
を
叫
ぶ
、怒
鳴
る
と
い
っ

た
旋
律
か
ら
離
脱
す
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
、ス
タ
ミ
ナ
重
視
の
オ
ペ
ラ
と
解
さ

れ
る
所
以
で
す
。
実
際
我
々
日
本
人
に
と
っ
て
、

力
任
せ
に
ヴ
ェ
リ
ズ
モ
・
オ
ペ
ラ
一
本
を
歌
い

切
る
事
は
大
変
危
険
な
こ
と
な
の
で
す
。
求
め

ら
れ
る
の
は
ベ
ル
カ
ン
ト
様
式
に
則
っ
た
唱
法

で
、
こ
の
難
物
オ
ペ
ラ
に
臨
み
、
如
何
に
技
術
と

感
性
を
発
揮
す
る
か
と
い
う
事
が
解
決
策
と
な

り
ま
す
。

　
今
回
こ
の
難
題
に
視
点
を
置
い
て
、古
典
か
ら

近
現
代
に
至
る
共
通
テ
ー
マ
を
内
包
し
た
３
作

品
に
挑
戦
す
る
の
は
大
変
に
意
義
深
く
、歌
手
と

し
て
の
大
い
な
る
成
長
に
繋
が
る
と
強
く
信
じ

て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、こ
の
終
焉
の
見
え
な
い
混
乱

の
な
か
団
員
一
人
一
人
力
を
合
わ
せ
一
致
団
結

し
て
、こ
の
難
関
を
勝
ち
進
み
た
い
と
切
望
し
て

い
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

で
開
催
し
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
２
月
18
日
・
19
日
に
は
、
当
会
が

満
を
持
し
て
三
木
稔
作
曲《
日
本
語
版
グ
ラ
ン
ド

オ
ペ
ラ「
源
氏
物
語
」》の
世
界
初
演
を
、
Ｂ
ｕ
ｎ

ｋ
ａ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
す
。

　
紫
式
部
が
西
暦
１
０
０
０
年
頃
に
書
き
始
め

た
世
界
最
古
の
長
編
小
説
と
い
わ
れ
る
文
学
作

品
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
１
０
０
０
年
後
に
あ
た

る
ミ
レ
ニ
ア
ム
２
０
０
０
年
に
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・

オ
ペ
ラ
劇
場
創
立
25
周
年
記
念
事
業
の
中
心
的

な
企
画
と
し
て
、三
木
稔
氏
が
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。
当
初
か
ら
世
界
、
そ
し
て
日
本
で
の
公
演
を

意
識
し
、英
語
と
日
本
語
の
同
時
進
行
で
書
か
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ

で
の
日
本
語
版
が
上
演
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
54
帖
に
も
及
ぶ
こ
の
長
大
な
作
品
と
多
数
の

登
場
人
物
が
織
り
成
す
複
雑
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
、

い
か
に
し
て
３
時
間
ほ
ど
の
長
さ
の
感
動
的
な

ド
ラ
マ
に
ま
と
め
上
げ
た
の
か
…
も
う
ご
覧
い

た
だ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
オ
ペ
ラ

に
お
け
る
登
場
人
物
は
そ
の
場
面
ご
と
に
全
員

が
主
役
で
す
が
、き
っ
と
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
妙

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

‼

3

日本オペラ協会
だより

藤原歌劇団
だより
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●
演
出
の
マ
ル
コ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
ニ
氏
と
は
こ
れ
ま
で
度
々
共

演
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
糧
に
な
っ
た
こ
と
や
今
回
の
演

出
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
事
は
な
ん
で
す
か
？

ガ
ン
デ
ィ
ー
ニ
氏
の
携
わ
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
必
ず

レ
ッ
ト
ゥ
ー
ラ
（
伊Lettura

：
楽
譜
の
読
み
合
わ
せ
）の
稽
古

が
あ
り
、
発
音
・
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
直
し
や
彼
の
演
出
イ
メ
ー

ジ
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
役
を
よ
り
深

め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
作
業
や
そ
こ
で
培
っ
た
こ
と
が
、
私
に

と
っ
て
大
き
な
糧
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

本
作
の
舞
台
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
ニ
氏
は
同
じ

ヴ
ェ
ネ
ト
州
の
生
ま
れ
で
す
。
美
し
い
水
の
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

を
凝
縮
し
た
エ
ッ
セ
ン
ス
を
、
舞
台
に
注
い
で
く
だ
さ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
私
自
身
、
彼
の
つ
く
る
世
界
で
の
新
た
な
出
会
い

に
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
は
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
子
の
よ
う
で
す
が
、
思
い
っ
き
り
遊
ん
で
、
楽
し

ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
４
月
の
公
演
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
お
客
様
へ
、
一
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
！

舞
台
は
１
７
０
０
年
代
中
頃
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
小
さ
な
広
場
。

私
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
場
所
も
時
代
も
と
て
も
遠
い
お
話
な
の

で
す
が
、
こ
の
広
場
で
起
こ
る
こ
と
は
、
い
つ
の
時
代
だ
ろ
う

と
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
、
大
し
て
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。
何
だ

か
笑
え
て
、
少
し
ほ
ろ
っ
と
し
て
し
ま
う
。
何
の
変
哲
も
な
い

日
常
が
ど
れ
だ
け
有
難
く
、
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か
を
感

じ
ら
れ
る
、そ
ん
な
作
品
で
す
。

小
さ
な
広
場
の
一
日
を
、
ど
う
ぞ
覗
き
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
今
回
の
公
演
が
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
デ
ビ
ュ
ー
と
な
る
中
畑
さ
ん
。

中
畑
さ
ん
が
演
じ
る
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
の
役
ど
こ
ろ
と
、
聴
き
ど

こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
が
演
じ
る
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
は
、
当
時
で
は
珍
し
く
読
み
書
き

が
し
っ
か
り
で
き
、
読
書
が
好
き
な
、
ち
ょ
っ
と
高
飛
車
な
女

の
子
で
す
。
し
か
し
気
取
っ
て
い
る
割
に
、
話
せ
る
と
豪
語
す

る
フ
ラ
ン
ス
語
も
標
準
語
も
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
方
言
が
入
り
混

じ
る
彼
女
特
有
の〝
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
語
〞に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
私
が
特
に
聴
い
て
頂
き
た
い
の
は
、
そ
の
独
特
な
口
調

で
叔
父
さ
ん（
フ
ァ
ブ
リ
ー
ツ
ィ
オ
）に
対
す
る
怒
り
を
ぶ
ち
ま

け
る
シ
ー
ン
の
早
口
パ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
が
難
し
く
て
！（
笑
）

●
中
畑
さ
ん
の
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
皆
様

へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

譜
読
み
を
始
め
た
頃
は
、
不
思
議
な
言
葉
に
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る

テ
ン
ポ
、
そ
し
て
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
の
性
格
を
よ
く
表
し
た
よ
う

な
、
軽
快
で
気
ま
ぐ
れ
な
音
楽
に
つ
い
て
い
け
る
か
不
安
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
の
人
柄
や
カ
ン
ピ

エ
ッ
ロ
の
人
々
と
の
や
り
と
り
な
ど
を
通
し
て
、
今
は
そ
れ
ら

全
て
が
心
地
良
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

愉
快
で
騒
が
し
い
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
の
人
々
の
日
常
と
、
ガ
ス
パ

リ
ー
ナ
の
成
長
を
ぜ
ひ
見
守
っ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

2021年日本オペラ振興会
設立40周年記念
藤原歌劇団公演
「ジャンニ・スキッキ」のネッラ
（右：牧野正人）

２
０
２
１
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」の
ム
ゼ
ッ
タ

4

藤原歌劇団公演

キャスト
インタビュー

中
井
奈
穂  

﹇
ソ
プ
ラ
ノ
﹈

ガスパリーナ
4/22 ＆ 4/24

ガスパリーナ
4/23

中
畑
有
美
子  

﹇
ソ
プ
ラ
ノ
﹈

ⒸVirginio Levrio

Nao NAKAI

Yumiko NAKAHATA
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7/1&3

まだ演じたことの無い役
（ドラベッラ・デスピーナ以
外）全て
フィオルディリージは「Come 
scoglio」を歌ってみたいですし
（歌えないけど）、フェランドとし

てドラベッラを想う一途さを演じてみたい。グリエルモは
本作の登場人物の中で一番色気があって、こんな色気を出
してみたい! ドン・アルフォンソは本作の主役ともいうべき
人物。2組のカップルとデスピーナを、どんな思いで眺めて
いるのか、興味津々です。

ドン・アルフォンソ
頭から最後まで皆が、彼の手の平で踊ら
される…演じるにあたっては年齢を重ね
て経験豊かであろう哲学者という役は演
技力がとても必要で、絶えず舞台を支配
しています。アルフォンソ次第で、このオ

ペラは面白くもつまらなくも出来てしまう。基本テノール
は情熱的、直情的な役が多く、知的な役はほぼ無いので低
声の専売特許ですね。是非演じてみたいです。

ドン・アルフォンソ
ドン・アルフォンソといえばこの物
語の仕掛け人であり全体を掌握
する人物ですが、翻弄される登場
人物たちを彼の目線から眺めてみ
たいです。また、音楽的にも美しい
アンサンブルが多いオペラですか
ら、低音で全体を支える役割は大
変魅力的です。

フェランド
実は大学２年生までテノールだっ
たのですが、第１幕のフェランドの
アリアを必死で練習していた記憶
があります。もちろん玉砕(特に最
後のラの音)し、うまく歌えた記憶

はありません! 今の自分でオペラ全編を通してどのくらい
やれるのか試してみたい気持ちがあります。フェランドのイ
メージにはない厳つい感じにはなると思いますが…（笑）

ドン・アルフォンソ
彼はどうして若者達との賭けに
出て、この大芝居を仕掛けよう
と思ったのか、それは誰の為？
何の為に？民衆までお金で雇っ
て（多分）、デスピーナもしっか
り抱え込んで、そこまでして言
いたかった「女はみんなこうし
たもの（Così fan tutte）」の

真意って何？やっぱり一番謎の多い人物。もし演じてみる事が
出来たら、この作品の何か新しい一面が見えて来そうだなと思
います。

フィオルディリージか
フェランド
高音への憧れもありますが、あそこま
で純粋で恋に情熱を向けられる役を
やってみたいです。低音に与えられる
キャラクターの多くは、今回演じるド
ン・アルフォンソのように冷静だったり
歳を重ねていたり、あまり恋に盲目で
真っ直ぐな役が少ないので、真っ直ぐ
恋にぶつかっていく歌を歌ってみたい
です。

コジ・ファン・トゥッテ

6

藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

コジ・ファン・トゥッテ

● フィオルディリージ

迫田美帆  Miho SAKODA

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● グリエルモ

岡 昭宏  Akihiro OKA

● デスピーナ

向野由美子  Yumiko KONO

● フェランド

山本康寛  Yasuhiro YAMAMOTO

● ドン・アルフォンソ

田中大揮  Taiki TANAKA

● ドラベッラ

山口佳子  Yoshiko YAMAGUCHI

あなたが演じてみたい役は？
もし性別や声種の垣根を越えて演じられるとした
ら、「コジ・ファン・トゥッテ」という作品の中でどの
役を演じてみたいか、出演者に聞いてみました ！

ⒸYoshinobu Fukuya
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7/1（金）・2（土）・3（日）14:00  
● 日生劇場

●藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

「コジ・ファン・トゥッテ」

7/2

ドン・アルフォンソ
姉妹からしてみたら、信頼してい
たのに実は企みを持ち込んだ張
本人。恋人との仲を拗れさせた人
物ですが、こういったクセのある
キャラクターはやりがいがあるな
と思います。ソプラノは儚げな役

や死んでしまうような役が多いので、話を回したり笑い
を取ったりすることが多いバリトンの役に昔から憧れが
あります。

ドン・アルフォンソ
「老哲学者」という設定自体が達観
していて憧れますね…。ドン・アル
フォンソの視点だと、女たちの人生
観の劇的な変化と、男たちの女の
操に対する失望を、俯瞰して見るこ
とができます。いわば劇中劇として
このオペラを楽しむことができる
のです！

フィオルディリージ
当時の社会では女性は男性の所
有物、いわばステータスとして扱わ
れ、人格も自由も抑圧されていまし
た。グリエルモが守りたかった「フィ
オルディリージの名誉」も、実は「彼

自身のプライドと価値観」そのもの。「貞操観念」に読み換えら
れた「社会の抑圧」を打ち破り、モリエールやダ・ポンテ、そして
モーツァルトが描いた「自由」を謳歌する姿に憧れます。でも…
浮気はあかん！

ドン・アルフォンソ
私にとって、テノールは本番で声
が最後まで続くか、高い音がしっ
かり出るか…という心配がつきも
のですが、巧みな語りやいぶし銀
の演技で魅せる役、ドン・アルフォ
ンソのような物語の重要な進行役
を是非一度演じてみたいです！

フィオルディリージ
恋人への貞節を一途に貫こうとしながらも少しずつ
揺らいでいき、そしてついに心を許してしまうフェラ
ンドとの2重唱は、本当に官能的だと思います。ドラ
マチックなアリア２曲も含め、歌ってみたい役の筆頭
です。今回演じるデスピーナも自分の声種を越えて
いますから必死ですが、楽しみながら頑張ります。

絶対にデスピーナ！
各幕のフィナーレで彼女が行う変
装にも大変インパクトはあります
が、なんと言っても僕が好きなの
は、気だるそうにホットチョコレー
トを混ぜながら彼女が初登場する

シーンです。お手伝いさんとしての生活にぶーぶー（笑） と愚痴
をこぼしながら、それでもテキパキと仕事をする彼女に、妙に共
感を覚えてしまうのは私だけじゃないはずです。

7

● フィオルディリージ

中畑有美子  Yumiko NAKAHATA

● フェランド

渡辺 康  Yasushi WATANABE

● ドラベッラ

高橋華子  Hanako TAKAHASHI

● グリエルモ

龍 進一郎  Shinichiro RYU

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● デスピーナ

河野めぐみ  Megumi KONO

モーツァルト作曲　オペラ全２幕　ニュープロダクション

フィオルディリージ 迫田美帆／中畑有美子
ドラベッラ 山口佳子／高橋華子
グリエルモ 岡 昭宏／龍 進一郎
フェランド 山本康寛／渡辺 康
デスピーナ 向野由美子／河野めぐみ
ドン・アルフォンソ 田中大揮／小野寺光

指揮…川瀬賢太郎　演出…岩田達宗

合　唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…新日本フィルハーモニー交響楽団
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● 藤原歌劇団公演

ヴェルディ作曲「イル・トロヴァトーレ」  新制作
2022. 1/29・30 ● 東京文化会館大ホール
2022. 2/5 ● 愛知県芸術劇場大ホール

● 日本オペラ協会公演
高木 達 台本／伊藤康英 作曲

「ミスター・シンデレラ」  新制作
2022. 2/19・20  ● 新宿文化センター大ホール

● ベルカントオペラフェスティバル イン ジャパン2021公演
［藤原歌劇団×ヴァッレ・ディトリア（マルティーナ・フランカ）音楽祭提携］
ヴァッカイ作曲「ジュリエッタとロメオ」  セミ・ステージ形式
2022. 3/17・19  ● テアトロ・ジーリオ・ショウワ

グティエレスの戯曲「吟遊詩人」原作、ヴェルディ中期の傑作
滅多に上演されない情熱的なオペラを
藤原歌劇団のスターが競演

キャッチーな旋律と奇想天外な物
ストーリー

語で
そっと大切なことを教えてくれるアットホームな名作オペラ

日本初演かつ改訂版世界初演となる奇跡的公演
藤原歌劇団によるベルカントオペラの真髄に迫る名演

2022年新春の藤原歌劇団公演は、ヴェルディ中期の傑作「イル・トロヴァトー
レ」を東京文化会館と愛知県芸術劇場よりお届けいたしました。何と言っても
歌唱力が問われるレオノーラ、マンリーコ、ルーナ伯爵、アズチェーナという大役
とその脇を固めるフェランド、イネスを、藤原歌劇団を代表する歌手陣がそれぞ
れ大健闘し、この作品の魅力を再発見する公演となりました。指揮は山下一
史による物語を浮き彫りにするタクトと、音楽を大事にする粟國淳演出のコラボ
によって、新春に相応しい壮大な公演を東京・愛知両地のお客様にご堪能い
ただきました。

2017年に室内オペラシリーズとして上演した本作を、今回は可能な限りフル・
オーケストラバージョンに近づけて再編曲したほぼ完全版オペラとして、新宿文
化センターにて上演いたしました。今回は台本作者の高木達自らによる演出、
また作曲者の伊藤康英を音楽監修に迎え、作品の本来の姿をご堪能いただけ
る機会となりました。日本オペラに定評のあるメンバーをキャスティングし、個性
豊かな各役に相応しい出演者でお届けいたしました。大勝秀也の指揮で東フィ
ルを牽引し、充実したサウンドの新感覚オペラを多くのお客様にお楽しみいただ
きました。

2019年よりスタートし、ベルカントオペラに特化した日本発の音楽祭“ベルカン
トオペラフェスティバル イン ジャパン（通称BOF）”は、今年度で第4回目を迎
えました。今回は、前回惜しくも延期となった「ジュリエッタとロメオ」を遂に上演。
コロナ禍で来日が不可能となってしまった招聘歌手に代わり、藤原歌劇団を代
表する歌手たちにがこの難曲オペラを鮮やかに蘇らせました。演出のリゴーリ
オはイタリアからリモートで参加。本公演を陰で支えながらもイタリアの風を感じ
る舞台となり、劇場内はお客様の温かい拍手で包まれました。

公演レビュー

●指揮　山下一史　●演出　粟國 淳　●出演　レオノーラ：小林厚子／西本真子　マンリーコ：笛田博昭／村上敏明　ルーナ伯爵：須藤慎吾／上江隼人
アズチェーナ：松原広美／桜井万祐子　フェランド：田島達也／相沢 創　　イネス：松浦 麗／髙橋未来子　
合唱：藤原歌劇団合唱部　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団（東京）／セントラル愛知交響楽団（愛知）　
●スタッフ　合唱指揮：安部克彦　美術：横田あつみ　衣裳：増田恵美　照明：大島祐夫　舞台監督：齋藤美穂　他

●指揮　大勝秀也　●演出　高木 達　●出演　伊集院正男：山本康寛／海道弘昭　伊集院薫：鳥海仁子／別府美沙子　垣内教授：山田大智／村松恒矢　
伊集院忠義：江原啓之／清水良一　伊集院ハナ：きのしたひろこ／吉田郁恵　赤毛の女：鳥木弥生／佐藤 祥　卓也：松原悠馬／高畑達豊　
美穂子：神田さやか／岡本麻里菜　マルちゃんのママ：鈴木美也子／座間由恵　マミ：山邊聖美／伊藤香織　ルミ：高橋香緒里／山口なな　
ユミ：遠藤美紗子／安藤千尋　アンサンブル：日本オペラ協会合唱団　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団
●スタッフ　合唱指揮：平野桂子　美術：鈴木俊朗、佐藤みどり　衣裳：増田恵美　照明：西田俊郎　振付：鷲田実土里　舞台監督：八木清市、水谷翔子　他

●指揮　鈴木恵里奈　●演出原案　チェチーリア・リゴーリオ　●出演　ジュリエッタ：伊藤 晴　ロメオ：松浦 麗　カペッリオ：澤﨑一了　アデーリア：齊藤純子
テバルド：岡 昭宏　ロレンツォ：小野寺光　合唱：藤原歌劇団合唱部　管弦楽：テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ
●スタッフ　合唱指揮：須藤桂司　美術原案：アレッシア・コロッソ　衣裳：ジュゼッペ・パレッラ　舞台監督：八木清市、水谷翔子　他
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藤
原
歌
劇
団
総
監
督

折
江 

忠
道

日
本
オ
ペ
ラ
協
会
総
監
督

郡

　愛
子

　
コ
ロ
ナ
禍
が
こ
れ
程
の
長
き
に
渡
り
、世
界
を

混
乱
の
渦
に
巻
き
込
む
と
は
誰
が
想
像
し
た
で

し
ょ
う
か
？ 

と
り
わ
け
舞
台
に
従
事
す
る
者
に

と
っ
て
は
受
難
の
時
代
で
あ
り
、
様
々
な
制
約
、

禁
止
事
項
に
苦
し
み
な
が
ら
の
２
年
間
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
間
、
公
演
を
１
本
も
中
止
に
す
る

こ
と
な
く
開
催
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
、こ
れ
は
い

つ
如
何
な
る
時
も
劇
場
ま
で
足
を
お
運
び
く
だ

さ
り
、声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
の
熱

い
想
い
の
賜
物
と
、感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
一
方
団
員
の
皆
さ
ん
や
事
務
局
の
皆
さ
ん
の

忍
耐
と
努
力
は
並
々
な
ら
ず
、こ
れ
は
も
は
や
戦

場
と
称
し
て
も
大
袈
裟
で
は
な
い
舞
台
制
作
現

場
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
終
息
ど
こ
ろ
か

コ
ロ
ナ
と
の
共
存
が
囁
か
れ
る
情
況
下
、更
に
は

昨
今
の
不
安
な
国
際
情
勢
も
鑑
み
、益
々
の
強
靭

さ
と
持
久
力
が
求
め
ら
れ
る
オ
ペ
ラ
界
で
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
黒
川
の
稽
古
場
が
完
成

し
、
明
る
い
展
望
も
見
え
始
め
て
来
ま
し
た
。
真

新
し
い
ス
タ
ジ
オ
で
の
稽
古
が
新
た
な
活
力
の

源
と
な
る
事
を
祈
り
つ
つ
、い
よ
い
よ
２
０
２
２

年
度
の
オ
ペ
ラ
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
を
迎
え
ま
す
。

今
年
度
の
演
目
は
オ
ペ
ラ
と
演
劇
の
融
合
、
す

な
わ
ち
総
合
舞
台
芸
術
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
を
追

求
す
べ
く
、
ヴ
ォ
ル
フ
＝
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
の
「
イ

ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
コ

ジ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
」、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
「
ト

ス
カ
」の
３
作
品
を
採
り
上
げ
ま
す
。
ど
の
作
品

　
近
年
、私
た
ち
の
未
来
に
影
を
差
す
よ
う
な
出

来
事
が
相
次
い
で
起
こ
り
ま
す
が
、そ
の
よ
う
な

時
こ
そ
共
感
で
き
る
日
本
語
の
歌
、そ
し
て
オ
ペ

ラ
で
心
を
潤
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
私
ど
も
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
の
２
０
２
２
年
度

の
公
演
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
先
ず
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
が
、昨
年
第
70
回
を
迎

え
た
『
日
本
歌
曲
連
続
演
奏
会
』
は
、
日
本
歌
曲

と
と
も
に
日
本
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
や
重
唱
の
名

曲
を
次
代
に
継
い
で
行
く
た
め
に
、２
０
２
２
年

度
の
第
71
回
よ
り
『
日
本
オ
ペ
ラ
・
日
本
歌
曲
連

続
演
奏
会
』
へ
と
名
称
を
改
め
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
日
本
の
多
様
な
文
化
を
発
信
す
る

国
際
文
化
都
市
・
池
袋
の
中
核
エ
リ
ア
に
位
置

す
る
豊
島
区
の
、と
し
ま
区
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
し
、
７
月
７
日
に
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
出
演

者
全
員
を
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
出
し
、格
段
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

　
文
化
庁
か
ら
昭
和
音
楽
大
学
が
受
託
し
た《
日

本
の
オ
ペ
ラ
作
品
を
つ
く
る
〜
オ
ペ
ラ
創
作
人

材
育
成
事
業
》に
お
い
て
、
こ
の
事
業
の
一
つ
の

集
大
成
と
し
て
選
ば
れ
た
、
竹
内
一
樹
作
曲
、
宇

吹 

萌
台
本
に
よ
る
「
咲
く
〜
も
う
一
度
生
ま
れ

変
わ
る
た
め
に
」
を
、
２
０
２
２
年
11
月
25
日
・

26
日
に
、と
し
ま
区
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

も
台
詞
の
嵐
で
、言
葉
の
説
得
力
無
し
に
は
舞
台

が
成
り
立
た
ち
ま
せ
ん
。
４
０
０
年
余
り
の
歴

史
を
費
や
し
て
培
っ
て
来
た
、言
葉
と
音
楽
の
融

合
と
い
う
原
点
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、藤
原
歌
劇

団
員
の
底
力
が
倍
加
さ
れ
る
事
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
演
劇
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
を
考
え
る
時
、ヴ
ェ
リ

ズ
モ
・
オ
ペ
ラ
を
語
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
何
か
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、そ
の

根
底
に
あ
る
の
は
台
詞
を
叫
ぶ
、怒
鳴
る
と
い
っ

た
旋
律
か
ら
離
脱
す
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
、ス
タ
ミ
ナ
重
視
の
オ
ペ
ラ
と
解
さ

れ
る
所
以
で
す
。
実
際
我
々
日
本
人
に
と
っ
て
、

力
任
せ
に
ヴ
ェ
リ
ズ
モ
・
オ
ペ
ラ
一
本
を
歌
い

切
る
事
は
大
変
危
険
な
こ
と
な
の
で
す
。
求
め

ら
れ
る
の
は
ベ
ル
カ
ン
ト
様
式
に
則
っ
た
唱
法

で
、
こ
の
難
物
オ
ペ
ラ
に
臨
み
、
如
何
に
技
術
と

感
性
を
発
揮
す
る
か
と
い
う
事
が
解
決
策
と
な

り
ま
す
。

　
今
回
こ
の
難
題
に
視
点
を
置
い
て
、古
典
か
ら

近
現
代
に
至
る
共
通
テ
ー
マ
を
内
包
し
た
３
作

品
に
挑
戦
す
る
の
は
大
変
に
意
義
深
く
、歌
手
と

し
て
の
大
い
な
る
成
長
に
繋
が
る
と
強
く
信
じ

て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、こ
の
終
焉
の
見
え
な
い
混
乱

の
な
か
団
員
一
人
一
人
力
を
合
わ
せ
一
致
団
結

し
て
、こ
の
難
関
を
勝
ち
進
み
た
い
と
切
望
し
て

い
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

で
開
催
し
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
２
月
18
日
・
19
日
に
は
、
当
会
が

満
を
持
し
て
三
木
稔
作
曲《
日
本
語
版
グ
ラ
ン
ド

オ
ペ
ラ「
源
氏
物
語
」》の
世
界
初
演
を
、
Ｂ
ｕ
ｎ

ｋ
ａ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
す
。

　
紫
式
部
が
西
暦
１
０
０
０
年
頃
に
書
き
始
め

た
世
界
最
古
の
長
編
小
説
と
い
わ
れ
る
文
学
作

品
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
１
０
０
０
年
後
に
あ
た

る
ミ
レ
ニ
ア
ム
２
０
０
０
年
に
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・

オ
ペ
ラ
劇
場
創
立
25
周
年
記
念
事
業
の
中
心
的

な
企
画
と
し
て
、三
木
稔
氏
が
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。
当
初
か
ら
世
界
、
そ
し
て
日
本
で
の
公
演
を

意
識
し
、英
語
と
日
本
語
の
同
時
進
行
で
書
か
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ

で
の
日
本
語
版
が
上
演
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
54
帖
に
も
及
ぶ
こ
の
長
大
な
作
品
と
多
数
の

登
場
人
物
が
織
り
成
す
複
雑
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
、

い
か
に
し
て
３
時
間
ほ
ど
の
長
さ
の
感
動
的
な

ド
ラ
マ
に
ま
と
め
上
げ
た
の
か
…
も
う
ご
覧
い

た
だ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
オ
ペ
ラ

に
お
け
る
登
場
人
物
は
そ
の
場
面
ご
と
に
全
員

が
主
役
で
す
が
、き
っ
と
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
妙

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

‼
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●
演
出
の
マ
ル
コ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
ニ
氏
と
は
こ
れ
ま
で
度
々
共

演
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
糧
に
な
っ
た
こ
と
や
今
回
の
演

出
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
事
は
な
ん
で
す
か
？

ガ
ン
デ
ィ
ー
ニ
氏
の
携
わ
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
必
ず

レ
ッ
ト
ゥ
ー
ラ
（
伊Lettura

：
楽
譜
の
読
み
合
わ
せ
）の
稽
古

が
あ
り
、
発
音
・
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
直
し
や
彼
の
演
出
イ
メ
ー

ジ
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
役
を
よ
り
深

め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
作
業
や
そ
こ
で
培
っ
た
こ
と
が
、
私
に

と
っ
て
大
き
な
糧
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

本
作
の
舞
台
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
ニ
氏
は
同
じ

ヴ
ェ
ネ
ト
州
の
生
ま
れ
で
す
。
美
し
い
水
の
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

を
凝
縮
し
た
エ
ッ
セ
ン
ス
を
、
舞
台
に
注
い
で
く
だ
さ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
私
自
身
、
彼
の
つ
く
る
世
界
で
の
新
た
な
出
会
い

に
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
は
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
子
の
よ
う
で
す
が
、
思
い
っ
き
り
遊
ん
で
、
楽
し

ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
４
月
の
公
演
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
お
客
様
へ
、
一
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
！

舞
台
は
１
７
０
０
年
代
中
頃
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
小
さ
な
広
場
。

私
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
場
所
も
時
代
も
と
て
も
遠
い
お
話
な
の

で
す
が
、
こ
の
広
場
で
起
こ
る
こ
と
は
、
い
つ
の
時
代
だ
ろ
う

と
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
、
大
し
て
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。
何
だ

か
笑
え
て
、
少
し
ほ
ろ
っ
と
し
て
し
ま
う
。
何
の
変
哲
も
な
い

日
常
が
ど
れ
だ
け
有
難
く
、
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か
を
感

じ
ら
れ
る
、そ
ん
な
作
品
で
す
。

小
さ
な
広
場
の
一
日
を
、
ど
う
ぞ
覗
き
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
今
回
の
公
演
が
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
デ
ビ
ュ
ー
と
な
る
中
畑
さ
ん
。

中
畑
さ
ん
が
演
じ
る
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
の
役
ど
こ
ろ
と
、
聴
き
ど

こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
が
演
じ
る
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
は
、
当
時
で
は
珍
し
く
読
み
書
き

が
し
っ
か
り
で
き
、
読
書
が
好
き
な
、
ち
ょ
っ
と
高
飛
車
な
女

の
子
で
す
。
し
か
し
気
取
っ
て
い
る
割
に
、
話
せ
る
と
豪
語
す

る
フ
ラ
ン
ス
語
も
標
準
語
も
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
方
言
が
入
り
混

じ
る
彼
女
特
有
の〝
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
語
〞に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
私
が
特
に
聴
い
て
頂
き
た
い
の
は
、
そ
の
独
特
な
口
調

で
叔
父
さ
ん（
フ
ァ
ブ
リ
ー
ツ
ィ
オ
）に
対
す
る
怒
り
を
ぶ
ち
ま

け
る
シ
ー
ン
の
早
口
パ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
が
難
し
く
て
！（
笑
）

●
中
畑
さ
ん
の
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
皆
様

へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

譜
読
み
を
始
め
た
頃
は
、
不
思
議
な
言
葉
に
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る

テ
ン
ポ
、
そ
し
て
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
の
性
格
を
よ
く
表
し
た
よ
う

な
、
軽
快
で
気
ま
ぐ
れ
な
音
楽
に
つ
い
て
い
け
る
か
不
安
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
の
人
柄
や
カ
ン
ピ

エ
ッ
ロ
の
人
々
と
の
や
り
と
り
な
ど
を
通
し
て
、
今
は
そ
れ
ら

全
て
が
心
地
良
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

愉
快
で
騒
が
し
い
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
の
人
々
の
日
常
と
、
ガ
ス
パ

リ
ー
ナ
の
成
長
を
ぜ
ひ
見
守
っ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

2021年日本オペラ振興会
設立40周年記念
藤原歌劇団公演
「ジャンニ・スキッキ」のネッラ
（右：牧野正人）

２
０
２
１
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」の
ム
ゼ
ッ
タ

4

藤原歌劇団公演

キャスト
インタビュー

中
井
奈
穂  

﹇
ソ
プ
ラ
ノ
﹈

ガスパリーナ
4/22 ＆ 4/24

ガスパリーナ
4/23

中
畑
有
美
子  

﹇
ソ
プ
ラ
ノ
﹈

ⒸVirginio Levrio

Nao NAKAI

Yumiko NAKAHATA
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7/1（金）・2（土）・3（日）14:00  
● 日生劇場

●藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

「コジ・ファン・トゥッテ」

7/2

ドン・アルフォンソ
姉妹からしてみたら、信頼してい
たのに実は企みを持ち込んだ張
本人。恋人との仲を拗れさせた人
物ですが、こういったクセのある
キャラクターはやりがいがあるな
と思います。ソプラノは儚げな役

や死んでしまうような役が多いので、話を回したり笑い
を取ったりすることが多いバリトンの役に昔から憧れが
あります。

ドン・アルフォンソ
「老哲学者」という設定自体が達観
していて憧れますね…。ドン・アル
フォンソの視点だと、女たちの人生
観の劇的な変化と、男たちの女の
操に対する失望を、俯瞰して見るこ
とができます。いわば劇中劇として
このオペラを楽しむことができる
のです！

フィオルディリージ
当時の社会では女性は男性の所
有物、いわばステータスとして扱わ
れ、人格も自由も抑圧されていまし
た。グリエルモが守りたかった「フィ
オルディリージの名誉」も、実は「彼

自身のプライドと価値観」そのもの。「貞操観念」に読み換えら
れた「社会の抑圧」を打ち破り、モリエールやダ・ポンテ、そして
モーツァルトが描いた「自由」を謳歌する姿に憧れます。でも…
浮気はあかん！

ドン・アルフォンソ
私にとって、テノールは本番で声
が最後まで続くか、高い音がしっ
かり出るか…という心配がつきも
のですが、巧みな語りやいぶし銀
の演技で魅せる役、ドン・アルフォ
ンソのような物語の重要な進行役
を是非一度演じてみたいです！

フィオルディリージ
恋人への貞節を一途に貫こうとしながらも少しずつ
揺らいでいき、そしてついに心を許してしまうフェラ
ンドとの2重唱は、本当に官能的だと思います。ドラ
マチックなアリア２曲も含め、歌ってみたい役の筆頭
です。今回演じるデスピーナも自分の声種を越えて
いますから必死ですが、楽しみながら頑張ります。

絶対にデスピーナ！
各幕のフィナーレで彼女が行う変
装にも大変インパクトはあります
が、なんと言っても僕が好きなの
は、気だるそうにホットチョコレー
トを混ぜながら彼女が初登場する

シーンです。お手伝いさんとしての生活にぶーぶー（笑） と愚痴
をこぼしながら、それでもテキパキと仕事をする彼女に、妙に共
感を覚えてしまうのは私だけじゃないはずです。

7

● フィオルディリージ

中畑有美子  Yumiko NAKAHATA

● フェランド

渡辺 康  Yasushi WATANABE

● ドラベッラ

高橋華子  Hanako TAKAHASHI

● グリエルモ

龍 進一郎  Shinichiro RYU

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● デスピーナ

河野めぐみ  Megumi KONO

モーツァルト作曲　オペラ全２幕　ニュープロダクション

フィオルディリージ 迫田美帆／中畑有美子
ドラベッラ 山口佳子／高橋華子
グリエルモ 岡 昭宏／龍 進一郎
フェランド 山本康寛／渡辺 康
デスピーナ 向野由美子／河野めぐみ
ドン・アルフォンソ 田中大揮／小野寺光

指揮…川瀬賢太郎　演出…岩田達宗

合　唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…新日本フィルハーモニー交響楽団
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● 藤原歌劇団公演

ヴェルディ作曲「イル・トロヴァトーレ」  新制作
2022. 1/29・30 ● 東京文化会館大ホール
2022. 2/5 ● 愛知県芸術劇場大ホール

● 日本オペラ協会公演
高木 達 台本／伊藤康英 作曲

「ミスター・シンデレラ」  新制作
2022. 2/19・20  ● 新宿文化センター大ホール

● ベルカントオペラフェスティバル イン ジャパン2021公演
［藤原歌劇団×ヴァッレ・ディトリア（マルティーナ・フランカ）音楽祭提携］
ヴァッカイ作曲「ジュリエッタとロメオ」  セミ・ステージ形式
2022. 3/17・19  ● テアトロ・ジーリオ・ショウワ

グティエレスの戯曲「吟遊詩人」原作、ヴェルディ中期の傑作
滅多に上演されない情熱的なオペラを
藤原歌劇団のスターが競演

キャッチーな旋律と奇想天外な物
ストーリー

語で
そっと大切なことを教えてくれるアットホームな名作オペラ

日本初演かつ改訂版世界初演となる奇跡的公演
藤原歌劇団によるベルカントオペラの真髄に迫る名演

2022年新春の藤原歌劇団公演は、ヴェルディ中期の傑作「イル・トロヴァトー
レ」を東京文化会館と愛知県芸術劇場よりお届けいたしました。何と言っても
歌唱力が問われるレオノーラ、マンリーコ、ルーナ伯爵、アズチェーナという大役
とその脇を固めるフェランド、イネスを、藤原歌劇団を代表する歌手陣がそれぞ
れ大健闘し、この作品の魅力を再発見する公演となりました。指揮は山下一
史による物語を浮き彫りにするタクトと、音楽を大事にする粟國淳演出のコラボ
によって、新春に相応しい壮大な公演を東京・愛知両地のお客様にご堪能い
ただきました。

2017年に室内オペラシリーズとして上演した本作を、今回は可能な限りフル・
オーケストラバージョンに近づけて再編曲したほぼ完全版オペラとして、新宿文
化センターにて上演いたしました。今回は台本作者の高木達自らによる演出、
また作曲者の伊藤康英を音楽監修に迎え、作品の本来の姿をご堪能いただけ
る機会となりました。日本オペラに定評のあるメンバーをキャスティングし、個性
豊かな各役に相応しい出演者でお届けいたしました。大勝秀也の指揮で東フィ
ルを牽引し、充実したサウンドの新感覚オペラを多くのお客様にお楽しみいただ
きました。

2019年よりスタートし、ベルカントオペラに特化した日本発の音楽祭“ベルカン
トオペラフェスティバル イン ジャパン（通称BOF）”は、今年度で第4回目を迎
えました。今回は、前回惜しくも延期となった「ジュリエッタとロメオ」を遂に上演。
コロナ禍で来日が不可能となってしまった招聘歌手に代わり、藤原歌劇団を代
表する歌手たちにがこの難曲オペラを鮮やかに蘇らせました。演出のリゴーリ
オはイタリアからリモートで参加。本公演を陰で支えながらもイタリアの風を感じ
る舞台となり、劇場内はお客様の温かい拍手で包まれました。

公演レビュー

●指揮　山下一史　●演出　粟國 淳　●出演　レオノーラ：小林厚子／西本真子　マンリーコ：笛田博昭／村上敏明　ルーナ伯爵：須藤慎吾／上江隼人
アズチェーナ：松原広美／桜井万祐子　フェランド：田島達也／相沢 創　　イネス：松浦 麗／髙橋未来子　
合唱：藤原歌劇団合唱部　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団（東京）／セントラル愛知交響楽団（愛知）　
●スタッフ　合唱指揮：安部克彦　美術：横田あつみ　衣裳：増田恵美　照明：大島祐夫　舞台監督：齋藤美穂　他

●指揮　大勝秀也　●演出　高木 達　●出演　伊集院正男：山本康寛／海道弘昭　伊集院薫：鳥海仁子／別府美沙子　垣内教授：山田大智／村松恒矢　
伊集院忠義：江原啓之／清水良一　伊集院ハナ：きのしたひろこ／吉田郁恵　赤毛の女：鳥木弥生／佐藤 祥　卓也：松原悠馬／高畑達豊　
美穂子：神田さやか／岡本麻里菜　マルちゃんのママ：鈴木美也子／座間由恵　マミ：山邊聖美／伊藤香織　ルミ：高橋香緒里／山口なな　
ユミ：遠藤美紗子／安藤千尋　アンサンブル：日本オペラ協会合唱団　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団
●スタッフ　合唱指揮：平野桂子　美術：鈴木俊朗、佐藤みどり　衣裳：増田恵美　照明：西田俊郎　振付：鷲田実土里　舞台監督：八木清市、水谷翔子　他

●指揮　鈴木恵里奈　●演出原案　チェチーリア・リゴーリオ　●出演　ジュリエッタ：伊藤 晴　ロメオ：松浦 麗　カペッリオ：澤﨑一了　アデーリア：齊藤純子
テバルド：岡 昭宏　ロレンツォ：小野寺光　合唱：藤原歌劇団合唱部　管弦楽：テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ
●スタッフ　合唱指揮：須藤桂司　美術原案：アレッシア・コロッソ　衣裳：ジュゼッペ・パレッラ　舞台監督：八木清市、水谷翔子　他
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表紙photo：
2022年藤原歌劇団公演
「イル・トロヴァトーレ」
作曲：G.ヴェルディ
指揮：山下一史　演出：粟國 淳
写真：池上直哉
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information

    ＊声楽個人レッスンとアンサンブルのグループ授業が受けられます。

 1．修業年限 １年（次年度再受講可能）
　　半期コースは4月～9月と10月～3月の半年　
 2．募集コース
 　● 声楽アミーチコース
　 　 18才以上
　 　 水曜日・土曜日／各曜日昼コース・夜コース
 　● 声楽ストゥーディオコース
　 　 18才以上　音楽の学校等で声楽を１年勉強したもの
 　と同等の実力を有する者
　 　 水曜日／昼コース

1. 修業年限 1～3年 ＊実力にあったコースから編入可能
2. 募集コース
　● オペラ専門コース Ⅰ

オペラ歌手として必要な基礎を学びます。
　● オペラ専門コース Ⅱ

歌唱表現の土台作りとオペラ・アンサンブルをさらに次のステッ
プに向けてレベルアップします。

　● オペラマスターコース
個々の成長に合わせ、本舞台に向けたオペラ・アンサンブルと
オペラ全曲の研修を行います。

※入所試験時に特に優秀と認められた方には奨学金が授与されます。

2023年度　オペラ歌手育成部　募集告知
～次世代を担うオペラ歌手育成機関～

2022年度 アミーチ藤沢クラス　春期生募集

育成部募集

サテライト教室

お問い合わせ先 ：公益財団法人日本オペラ振興会　オペラ歌手育成部
〒 215－0004　神奈川県川崎市麻生区万福寺1－16－6　昭和音楽大学北校舎内
TEL （044）969－7197 （平日午前10時～午後6時）  FAX（044）953－8693　　https://www.jof.or.jp/training/

～専科生声楽アミーチコースのプレクラスとして、オペラアンサンブルを楽しく本格的に学べます～
◆ 開講日　日曜日  10：30 ～ 13：30　　◆ 期間　半年／授業回数15回（2022年5月～2022年10月） ＋ 発表会（費用別途負担）
◆ 会場　JR線・小田急線「藤沢」駅南口より徒歩4分　＊詳しくはホームページまたはオペラ歌手育成部までお問い合わせください。

＊ 詳細は、日本オペラ振興会
   ホームページをご覧ください。

 【研究生】 ～実践的なオペラ歌手を育成します～  【選科生】 ～楽しみながらライフワークで歌を！ ～

● 見学希望はお電話でお問い合わせ下さい。

新事務所＆稽古場が完成しました！
ご支援いただきました皆様には心より感謝申し上げます。

施設完成に伴い、2022年3月1日より新百合ヶ丘

事務所内事業部・制作部は黒川稽古場へ移転い

たしました。主催公演やマネジメント関係のお問い

合わせは下記に変更となりますので、今後とも宜し

くお願い申し上げます。

※表参道本部（総務）、新百合ヶ丘（育成部）につきましては
　これまで通り変更はございません。

気持ちも新たに、皆様により良い舞台をご提供できるよう
リハーサルを重ねて参ります。
今後とも藤原歌劇団・日本オペラ協会へご声援のほど
宜しくお願い致します。

外観

３階稽古場

外観

３階稽古場

黒川事務所・稽古場《事業部・制作部》
住所 〒215-0035 神奈川県川崎市麻生区黒川76-1
TEL： 044-819-5505　FAX： 044-819-5205
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●「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
魔
女
な
ど
、
女
性
の
役
を
コ

ミ
カ
ル
に
演
じ
る
機
会
の
多
い
角
田
さ
ん
。「
イ
ル
・
カ
ン
ピ

エ
ッ
ロ
」
の
中
で
も
と
り
わ
け
個
性
的
な
ド
ナ
・
カ
ー
テ
を
演

じ
る
う
え
で
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
魔
女
は
幾
度
と
な
く
演
じ
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
男
性
が

女
性
を
演
じ
る
と
い
う
こ
と
は
男
性
か
ら
見
た
女
性
ら
し
さ
を

強
調
し
て
演
じ
る
と
い
う
こ
と
で
、
面
白
お
か
し
く
演
じ
る
こ

と
が
出
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
意
外
と
人
を
笑
わ
せ
る
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
コ
ミ
カ
ル
に
そ
れ
ら
し
く
や
る
の

で
な
く
、
い
か
に
自
然
で
あ
る
か
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
も

「
い
か
に
自
然
に
で
き
る
か
」を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。

●
上
演
機
会
の
少
な
い
「
イ
ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」。
今
回
初
め

て
こ
の
作
品
に
触
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
角
田
さ
ん

の
思
う
作
品
の
魅
力
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

本
作
は
私
も
初
め
て
触
れ
る
オ
ペ
ラ
で
す
。
言
葉
は
ヴ
ェ
ネ
ト

語
と
い
う
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
地
方
の
方
言
で
、
日
本
語
で
言
え
ば

青
森
弁
と
か
沖
縄
弁
と
同
じ
で
す
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
な

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
オ
ペ
ラ
で
、
展
開
が
早
く
、
拍
子
も
調
性
も
変

わ
り
ま
す
が
、
不
思
議
と
お
客
様
に
は
そ
ん
な
に
難
し
く
聴
こ

え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
明
る
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
面
々
が
コ
ミ
カ
ル
に
物
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
一
度
き
り

で
は
見
落
と
し
て
し
ま
う
箇
所
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、

最
低
２
回
は
観
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
を
お
勧
め
し

ま
す
！
藤
原
歌
劇
団
の
チ
ー
ム
力
を
是
非
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

る
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ（
＝
小
広
場
）を
舞
台
に
し
た
ド
タ
バ
タ
喜
劇

で
、
今
作
で
は
癖
の
強
い
二
人
の
お
ば
様
（
共
に
テ
ノ
ー
ル
）の

一
人
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
ド
ナ
・
カ
ー
テ
を
演
じ
る
中
で
特

に
ご
注
目
頂
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
き
っ
と
１
０
０
歳
に
な
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
さ
で
す
。

場
面
に
出
て
く
る
度
に
小
広
場
は
盛
り
上
が
り
、
ど
ん
ど
ん
喧

嘩
を
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
（
だ
ん
だ
ん
強
く
）さ
せ
た
り
し
ま
す
。

楽
譜
を
眺
め
て
い
て
も
、
個
人
的
に
は
彼
女
に
お
会
い
す
る
の

は
週
に
１
回
あ
れ
ば
お
釣
り
が
く
る
よ
う
な
感
覚
に
さ
え
陥
り

ま
す
（
笑
）。
し
か
し
、
か
と
思
え
ば
母
親
と
し
て
娘
を
案
じ
る

シ
ー
ン
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
美
し
く
、
涙
を
誘
う
メ
ロ
デ
ィ
に

心
打
た
れ
ま
す
。
そ
ん
な
小
広
場
の
原
動
力
的
存
在
な
彼
女
に
、

是
非
ご
注
目
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

●
今
回
の
公
演
へ
の
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
！

観
客
席
か
ら
た
く
さ
ん
の
笑
い
と
涙
が
あ
る
舞
台
に
な
る
よ
う

研
鑽
し
ま
す
！

●
シ
リ
ア
ス
な
役
ど
こ
ろ
か
ら
コ
ミ
カ
ル
な
役
ど
こ
ろ
ま
で
幅

広
く
演
じ
て
い
る
山
内
さ
ん
で
す
が
、
今
回
の
ド
ナ
・
カ
ー
テ

を
演
じ
る
中
で
、
お
客
様
に
特
に
注
目
し
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト

は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？

２
０
１
９
年
「
貞
節
の
勝
利
」
コ
ル
ネ
ー
リ
ア
以
来
の
ス
カ
ー

ト
役
（
ド
ナ
・
カ
ー
テ
）を
仰
せ
つ
か
っ
た
テ
ノ
ー
ル
の
山
内
政

幸
で
す
。「
イ
ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
と
あ

ベルカントオペラフェスティバル 
イン ジャパン2019
「貞節の勝利」の
コルネーリア・ブッファッチ

２
０
２
１
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」の
バ
ジ
リ
オ
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ヴォルフ＝フェッラーリ作曲／オペラ全３幕

4/22（金）・23（土）・ 24（日）
14:00
テアトロ・ジーリオ・ショウワ

●指揮　時任康文　●演出　マルコ・ガンディーニ

ガスパリーナ…中井奈穂／中畑有美子
ドナ・カーテ…角田和弘／山内政幸
ルシエータ…迫田美帆／中村芽吹
ドナ・パスクワ…持木 弘／所谷直生
ニェーゼ…楠野麻衣／米田七海

オルソラ…但馬由香／北薗彩佳
ゾルゼート…海道弘昭／及川尚志
アンゾレート…大塚雄太／和下田大典
アストルフィ…森口賢二／市川宥一郎
ファブリーツィオ…東原貞彦／杉尾真吾

合唱…藤原歌劇団合唱部　管弦楽…テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ

●藤原歌劇団公演　ニュープロダクション

「イル・カンピエッロ」

角
田
和
弘  

﹇
テ
ノ
ー
ル
﹈

ドナ・カーテ
4/22 ＆ 4/24

ドナ・カーテ
4/23

山
内
政
幸  

﹇
テ
ノ
ー
ル
﹈

Kazuhiro TSUNODA

Masayuki YAMAUCHI
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7/1&3

まだ演じたことの無い役
（ドラベッラ・デスピーナ以
外）全て
フィオルディリージは「Come 
scoglio」を歌ってみたいですし
（歌えないけど）、フェランドとし

てドラベッラを想う一途さを演じてみたい。グリエルモは
本作の登場人物の中で一番色気があって、こんな色気を出
してみたい! ドン・アルフォンソは本作の主役ともいうべき
人物。2組のカップルとデスピーナを、どんな思いで眺めて
いるのか、興味津々です。

ドン・アルフォンソ
頭から最後まで皆が、彼の手の平で踊ら
される…演じるにあたっては年齢を重ね
て経験豊かであろう哲学者という役は演
技力がとても必要で、絶えず舞台を支配
しています。アルフォンソ次第で、このオ

ペラは面白くもつまらなくも出来てしまう。基本テノール
は情熱的、直情的な役が多く、知的な役はほぼ無いので低
声の専売特許ですね。是非演じてみたいです。

ドン・アルフォンソ
ドン・アルフォンソといえばこの物
語の仕掛け人であり全体を掌握
する人物ですが、翻弄される登場
人物たちを彼の目線から眺めてみ
たいです。また、音楽的にも美しい
アンサンブルが多いオペラですか
ら、低音で全体を支える役割は大
変魅力的です。

フェランド
実は大学２年生までテノールだっ
たのですが、第１幕のフェランドの
アリアを必死で練習していた記憶
があります。もちろん玉砕(特に最
後のラの音)し、うまく歌えた記憶

はありません! 今の自分でオペラ全編を通してどのくらい
やれるのか試してみたい気持ちがあります。フェランドのイ
メージにはない厳つい感じにはなると思いますが…（笑）

ドン・アルフォンソ
彼はどうして若者達との賭けに
出て、この大芝居を仕掛けよう
と思ったのか、それは誰の為？
何の為に？民衆までお金で雇っ
て（多分）、デスピーナもしっか
り抱え込んで、そこまでして言
いたかった「女はみんなこうし
たもの（Così fan tutte）」の

真意って何？やっぱり一番謎の多い人物。もし演じてみる事が
出来たら、この作品の何か新しい一面が見えて来そうだなと思
います。

フィオルディリージか
フェランド
高音への憧れもありますが、あそこま
で純粋で恋に情熱を向けられる役を
やってみたいです。低音に与えられる
キャラクターの多くは、今回演じるド
ン・アルフォンソのように冷静だったり
歳を重ねていたり、あまり恋に盲目で
真っ直ぐな役が少ないので、真っ直ぐ
恋にぶつかっていく歌を歌ってみたい
です。

コジ・ファン・トゥッテ

6

藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

コジ・ファン・トゥッテ

● フィオルディリージ

迫田美帆  Miho SAKODA

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● グリエルモ

岡 昭宏  Akihiro OKA

● デスピーナ

向野由美子  Yumiko KONO

● フェランド

山本康寛  Yasuhiro YAMAMOTO

● ドン・アルフォンソ

田中大揮  Taiki TANAKA

● ドラベッラ

山口佳子  Yoshiko YAMAGUCHI

あなたが演じてみたい役は？
もし性別や声種の垣根を越えて演じられるとした
ら、「コジ・ファン・トゥッテ」という作品の中でどの
役を演じてみたいか、出演者に聞いてみました ！

ⒸYoshinobu Fukuya
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公益財団法人日本オペラ振興会主催   公演ラインアップ （2022～23）

新入団・会員　紹介

Opera

■藤原歌劇団公演
「イル・カンピエッロ」 
ニュープロダクション
E.ヴォルフ＝フェッラーリ作曲
指揮：時任康文／演出：マルコ・ガンディーニ
2022年4月22日（金）・23日（土）・24日（日）
14：００
テアトロ・ジーリオ・ショウワ
出演：Ｐ4-5をご参照ください。

■藤原歌劇団・NISSAY OPERA 2022公演
「コジ・ファン・トゥッテ」
ニュープロダクション
W.A.モーツァルト作曲
指揮：川瀬賢太郎／演出：岩田達宗
2022年7月1日（金）・2日（土）・3日（日）
14：００
日生劇場
出演：Ｐ6-7をご参照ください。

■日本オペラ協会公演
「咲く
  ～もう一度、生まれ変わるために～」 
ニュープロダクション
作曲：竹内一樹／台本：宇吹 萌
指揮：平野桂子／演出：齊藤理恵子
2022年11月25日（金）14：００/18：００
                   26日（土）13：００
としま区民センター 多目的ホール
出演：丹呉由利子、長島由佳、芝野遥香、
        相樂和子、渡辺 康、黄木 透、
        立花敏弘、大塚雄太、佐藤みほ、
        吉田郁恵

■藤原歌劇団公演
「トスカ」  ニュープロダクション
G.プッチーニ作曲
指揮：鈴木恵里奈／演出：松本重孝
2023年1月28日（土）・29日（日） 14：００
東京文化会館大ホール
2023年2月4日（土） 14：００
愛知県芸術劇場大ホール
出演：小林厚子、佐田山千恵、澤﨑一了、
        藤田卓也、折江忠道、須藤慎吾、
        伊藤貴之、東原貞彦、押川浩士、
        泉 良平、松浦 健、井出 司、
        龍 進一郎、大塚雄太、坂本伸司、
        別府真也、網永悠里、中桐かなえ

■日本オペラ協会公演
「源氏物語」 
日本語上演世界初演／ニュープロダクション
原作：紫式部／日本語台本・作曲：三木 稔
指揮：田中祐子／演出：岩田達宗
2023年2月18日（土）・19日（日）
14：００
Bunkamuraオーチャードホール
出演：岡 昭宏、村松恒矢、山田大智、
        下瀬太郎、佐藤美枝子、砂川涼子、
        向野由美子、古澤真紀子、相樂和子、
        芝野遥香、丹呉由利子、佐藤 祥、
        海道弘昭、川久保博史、江原啓之、
        豊嶋祐壹、笠松はる、長島由佳、
        森山京子、松原広美、市川宥一郎、
        高橋宏典、河野めぐみ、城守 香、
        和下田大典、平尾 啓

織
お

田
だ

麻
あさ

美
み

(Ms) 小
お

原
はら

明
あけ

実
み

(Ms)

黒
くろ

川
かわ

亜
あ

希
き

子
こ

(S) 西
さい

海
かい

綾
あや

香
か

(S) 山
やま

口
ぐち

義
よし

生
お

(Br)

髙
たか

橋
はし

ゆかり(S)* 長
なが

澤
さわ

みゆき(S)* 六
ろっかく

角実
み

華
か

(S)泉
いずみ

 萌
もえ

子
こ

(S)* 佐
さ

藤
とう

 祥
しょう

(Ms)

中
なか

原
はら

沙
さ

織
おり

(S)* 田
た

口
ぐち

絵
え

理
り

(S) 田
た

中
なか

 準
じゅん

(T)川
かわ

上
かみ

智
さと

子
こ

(S)

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

▶
推
薦
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

  

藤
原
歌
劇
団 

正
団
員

  

藤
原
歌
劇
団 

正
団
員

  

藤
原
歌
劇
団 

準
団
員

  

藤
原
歌
劇
団 

準
団
員

  

日
本
オ
ペ
ラ
協
会 

準
会
員  

  

日
本
オ
ペ
ラ
協
会 

正
会
員  

  

日
本
オ
ペ
ラ
協
会 

正
会
員  

  

日
本
オ
ペ
ラ
協
会 

正
会
員  

林
はやし

 真
ま

悠
ゆ

美
み

(S) 福
ふく

士
し

紗
さ

希
き

(S)

（＊＝準団・準会員より）
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【2022年】
4/10（日）
いしかわ・金沢 風と緑の楽都音楽祭2022
鶫真衣CD発売記念コンサート
出演：五郎部俊朗
会場：石川県立音楽堂

4/15（金）・17（日）
東京・春・音楽祭
プッチーニ・シリーズ vol.3
「トゥーランドット」
出演：市川和彦、井出壮志朗
会場：東京文化会館 大ホール

4/16（土）・18（月）・20（水）・23（土）・24（日）
新国立劇場「魔笛」
出演：砂川涼子
会場：新国立劇場オペラパレス

4/30（土）
びわ湖クラシック音楽祭2022
晴れ晴れコンサート
出演：伊藤 晴
会場：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 小ホール

4/30（土）
第14回ジ・インペリアル オペラ
「蝶々夫人」
～日比谷時間特別企画～
第１弾 オペラのとっておきトーク＆ランチ
出演：折江忠道、迫田美帆、藤原藍子
会場：帝国ホテル 宴会場

5/1（日）
びわ湖クラシック音楽祭2022
グランド・フィナーレ
出演：伊藤 晴
会場：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 大ホール

5/1（日）
日生劇場×藤原歌劇団 オペラ・プレコンサート
出演：中畑有美子、高橋華子
会場：日本生命日比谷ビル７階大会議室

5/4（水・祝）
こども音楽フェスティバル
出演：大森智子
会場：サントリーホール

5/20（金）
五島記念文化賞 オペラ新人賞研修帰国記念
竹多倫子ソプラノリサイタル
賛助出演：上江隼人
会場：東京文化会館 小ホール

6/2（木）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ2022
関連企画
歌劇「ラ・ボエーム」
ワンコイン・プレ・レクチャー
出演：砂川涼子
会場：兵庫県立芸術文化センター阪急中ホール

6/11（土）・12（日）
NISSAY OPERA2022「セビリアの理髪師」
出演：中井亮一、須藤慎吾、久保田真澄、伊藤貴之、
        及川 貢
会場：日生劇場

6/12（日）・17（金）
愛知県芸術劇場プロデュース公演
「バスティアンとバスティエンヌ」
出演：伊藤 晴、田中大揮
会場：愛知県芸術劇場小ホール、
        碧南市芸術文化ホール

6/22（水）
第60回大阪国際フェスティバル2022
「泥棒かささぎ」レクチャー
出演：伊藤貴之
会場：あいおいニッセイ同和損保ザ・フェニックスホール

7/8（金）・11（月）・12（火）・14（木）・15（金）・16（土）
新国立劇場高校生のためのオペラ鑑賞教室2022
「蝶々夫人」
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：新国立劇場オペラパレス

7/10（日）
桜井万祐子・中井亮一ジョイントリサイタル
出演：桜井万祐子、中井亮一、高島理佐
会場：宗次ホール

7/13（水）
筑波大学附属桐ヶ丘特別支援学校 特別授業公演
出演：オクサーナ・ステパニュック
会場：筑波大学附属桐ヶ丘特別支援学校

7/16（土）・18（月・祝）・21（木）・24（日）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ２０２２　
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：砂川涼子、笛田博昭
会場：兵庫県立芸術文化センター　ＫＯＢＥＬＣＯ大ホール 

8/7（日）
グランシップ音楽の広場2022
出演：笛田博昭
会場：グランシップ 大ホール・海

8/9（火）
関西二期会「泥棒かささぎ」
出演：伊藤貴之
会場：フェスティバルホール

8/21（日）
大阪交響楽団
第123回名曲コンサート「モーツァルト探訪」
出演：太田尚見
会場：ザ・シンフォニーホール

8/22（月）・23（火）・24（水）
アウトリーチ
出演：伊藤貴之
会場：愛知県豊田市内小中学校

9/9（金）
東京都交響楽団 第958回定期演奏会Bシリーズ
出演：小林厚子
会場：サントリーホール

9/17（土）・18（日）
神奈川フィルハーモニー管弦楽団
2022-2023シーズン
県民名曲シリーズ第14回
「現田茂夫のオペラ解体新書」
出演：井出壮志朗
会場：カルッツかわさきホール、
        クアーズテック秦野カルチャーホール
        （秦野市文化会館） 

9/20（火）
にいがた音楽鑑賞会「笛田博昭リサイタル」
出演：笛田博昭
会場：新潟市民芸術文化会館（りゅーとぴあ）

9/25（日）
東京文化会館オペラBOX「子供と魔法」
出演：高橋華子、岡 昭宏
会場：東京文化会館 小ホール

Schedule & Information
2022年 外部出演マネージメント  （2022年4月～9月）

 （2022年3月31日現在）
 ※今後、中止・延期になる可能性がありますので予めご了承ください。
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表紙photo：
2022年藤原歌劇団公演
「イル・トロヴァトーレ」
作曲：G.ヴェルディ
指揮：山下一史　演出：粟國 淳
写真：池上直哉
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information

    ＊声楽個人レッスンとアンサンブルのグループ授業が受けられます。

 1．修業年限 １年（次年度再受講可能）
　　半期コースは4月～9月と10月～3月の半年　
 2．募集コース
 　● 声楽アミーチコース
　 　 18才以上
　 　 水曜日・土曜日／各曜日昼コース・夜コース
 　● 声楽ストゥーディオコース
　 　 18才以上　音楽の学校等で声楽を１年勉強したもの
 　と同等の実力を有する者
　 　 水曜日／昼コース

1. 修業年限 1～3年 ＊実力にあったコースから編入可能
2. 募集コース
　● オペラ専門コース Ⅰ

オペラ歌手として必要な基礎を学びます。
　● オペラ専門コース Ⅱ

歌唱表現の土台作りとオペラ・アンサンブルをさらに次のステッ
プに向けてレベルアップします。

　● オペラマスターコース
個々の成長に合わせ、本舞台に向けたオペラ・アンサンブルと
オペラ全曲の研修を行います。

※入所試験時に特に優秀と認められた方には奨学金が授与されます。

2023年度　オペラ歌手育成部　募集告知
～次世代を担うオペラ歌手育成機関～

2022年度 アミーチ藤沢クラス　春期生募集

育成部募集

サテライト教室

お問い合わせ先 ：公益財団法人日本オペラ振興会　オペラ歌手育成部
〒 215－0004　神奈川県川崎市麻生区万福寺1－16－6　昭和音楽大学北校舎内
TEL （044）969－7197 （平日午前10時～午後6時）  FAX（044）953－8693　　https://www.jof.or.jp/training/

～専科生声楽アミーチコースのプレクラスとして、オペラアンサンブルを楽しく本格的に学べます～
◆ 開講日　日曜日  10：30 ～ 13：30　　◆ 期間　半年／授業回数15回（2022年5月～2022年10月） ＋ 発表会（費用別途負担）
◆ 会場　JR線・小田急線「藤沢」駅南口より徒歩4分　＊詳しくはホームページまたはオペラ歌手育成部までお問い合わせください。

＊ 詳細は、日本オペラ振興会
   ホームページをご覧ください。

 【研究生】 ～実践的なオペラ歌手を育成します～  【選科生】 ～楽しみながらライフワークで歌を！ ～

● 見学希望はお電話でお問い合わせ下さい。

新事務所＆稽古場が完成しました！
ご支援いただきました皆様には心より感謝申し上げます。

施設完成に伴い、2022年3月1日より新百合ヶ丘

事務所内事業部・制作部は黒川稽古場へ移転い

たしました。主催公演やマネジメント関係のお問い

合わせは下記に変更となりますので、今後とも宜し

くお願い申し上げます。

※表参道本部（総務）、新百合ヶ丘（育成部）につきましては
　これまで通り変更はございません。

気持ちも新たに、皆様により良い舞台をご提供できるよう
リハーサルを重ねて参ります。
今後とも藤原歌劇団・日本オペラ協会へご声援のほど
宜しくお願い致します。

外観

３階稽古場

外観

３階稽古場

黒川事務所・稽古場《事業部・制作部》
住所 〒215-0035 神奈川県川崎市麻生区黒川76-1
TEL： 044-819-5505　FAX： 044-819-5205
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藤
原
歌
劇
団
総
監
督

折
江 
忠
道

日
本
オ
ペ
ラ
協
会
総
監
督

郡

　愛
子

　
コ
ロ
ナ
禍
が
こ
れ
程
の
長
き
に
渡
り
、世
界
を

混
乱
の
渦
に
巻
き
込
む
と
は
誰
が
想
像
し
た
で

し
ょ
う
か
？ 

と
り
わ
け
舞
台
に
従
事
す
る
者
に

と
っ
て
は
受
難
の
時
代
で
あ
り
、
様
々
な
制
約
、

禁
止
事
項
に
苦
し
み
な
が
ら
の
２
年
間
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
間
、
公
演
を
１
本
も
中
止
に
す
る

こ
と
な
く
開
催
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
、こ
れ
は
い

つ
如
何
な
る
時
も
劇
場
ま
で
足
を
お
運
び
く
だ

さ
り
、声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
の
熱

い
想
い
の
賜
物
と
、感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
一
方
団
員
の
皆
さ
ん
や
事
務
局
の
皆
さ
ん
の

忍
耐
と
努
力
は
並
々
な
ら
ず
、こ
れ
は
も
は
や
戦

場
と
称
し
て
も
大
袈
裟
で
は
な
い
舞
台
制
作
現

場
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
終
息
ど
こ
ろ
か

コ
ロ
ナ
と
の
共
存
が
囁
か
れ
る
情
況
下
、更
に
は

昨
今
の
不
安
な
国
際
情
勢
も
鑑
み
、益
々
の
強
靭

さ
と
持
久
力
が
求
め
ら
れ
る
オ
ペ
ラ
界
で
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
黒
川
の
稽
古
場
が
完
成

し
、
明
る
い
展
望
も
見
え
始
め
て
来
ま
し
た
。
真

新
し
い
ス
タ
ジ
オ
で
の
稽
古
が
新
た
な
活
力
の

源
と
な
る
事
を
祈
り
つ
つ
、い
よ
い
よ
２
０
２
２

年
度
の
オ
ペ
ラ
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
を
迎
え
ま
す
。

今
年
度
の
演
目
は
オ
ペ
ラ
と
演
劇
の
融
合
、
す

な
わ
ち
総
合
舞
台
芸
術
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
を
追

求
す
べ
く
、
ヴ
ォ
ル
フ
＝
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
の
「
イ

ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
コ

ジ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
」、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
「
ト

ス
カ
」の
３
作
品
を
採
り
上
げ
ま
す
。
ど
の
作
品

　
近
年
、私
た
ち
の
未
来
に
影
を
差
す
よ
う
な
出

来
事
が
相
次
い
で
起
こ
り
ま
す
が
、そ
の
よ
う
な

時
こ
そ
共
感
で
き
る
日
本
語
の
歌
、そ
し
て
オ
ペ

ラ
で
心
を
潤
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
私
ど
も
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
の
２
０
２
２
年
度

の
公
演
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
先
ず
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
が
、昨
年
第
70
回
を
迎

え
た
『
日
本
歌
曲
連
続
演
奏
会
』
は
、
日
本
歌
曲

と
と
も
に
日
本
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
や
重
唱
の
名

曲
を
次
代
に
継
い
で
行
く
た
め
に
、２
０
２
２
年

度
の
第
71
回
よ
り
『
日
本
オ
ペ
ラ
・
日
本
歌
曲
連

続
演
奏
会
』
へ
と
名
称
を
改
め
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
日
本
の
多
様
な
文
化
を
発
信
す
る

国
際
文
化
都
市
・
池
袋
の
中
核
エ
リ
ア
に
位
置

す
る
豊
島
区
の
、と
し
ま
区
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
し
、
７
月
７
日
に
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
出
演

者
全
員
を
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
出
し
、格
段
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

　
文
化
庁
か
ら
昭
和
音
楽
大
学
が
受
託
し
た《
日

本
の
オ
ペ
ラ
作
品
を
つ
く
る
〜
オ
ペ
ラ
創
作
人

材
育
成
事
業
》に
お
い
て
、
こ
の
事
業
の
一
つ
の

集
大
成
と
し
て
選
ば
れ
た
、
竹
内
一
樹
作
曲
、
宇

吹 

萌
台
本
に
よ
る
「
咲
く
〜
も
う
一
度
生
ま
れ

変
わ
る
た
め
に
」
を
、
２
０
２
２
年
11
月
25
日
・

26
日
に
、と
し
ま
区
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

も
台
詞
の
嵐
で
、言
葉
の
説
得
力
無
し
に
は
舞
台

が
成
り
立
た
ち
ま
せ
ん
。
４
０
０
年
余
り
の
歴

史
を
費
や
し
て
培
っ
て
来
た
、言
葉
と
音
楽
の
融

合
と
い
う
原
点
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、藤
原
歌
劇

団
員
の
底
力
が
倍
加
さ
れ
る
事
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
演
劇
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
を
考
え
る
時
、ヴ
ェ
リ

ズ
モ
・
オ
ペ
ラ
を
語
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
何
か
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、そ
の

根
底
に
あ
る
の
は
台
詞
を
叫
ぶ
、怒
鳴
る
と
い
っ

た
旋
律
か
ら
離
脱
す
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
、ス
タ
ミ
ナ
重
視
の
オ
ペ
ラ
と
解
さ

れ
る
所
以
で
す
。
実
際
我
々
日
本
人
に
と
っ
て
、

力
任
せ
に
ヴ
ェ
リ
ズ
モ
・
オ
ペ
ラ
一
本
を
歌
い

切
る
事
は
大
変
危
険
な
こ
と
な
の
で
す
。
求
め

ら
れ
る
の
は
ベ
ル
カ
ン
ト
様
式
に
則
っ
た
唱
法

で
、
こ
の
難
物
オ
ペ
ラ
に
臨
み
、
如
何
に
技
術
と

感
性
を
発
揮
す
る
か
と
い
う
事
が
解
決
策
と
な

り
ま
す
。

　
今
回
こ
の
難
題
に
視
点
を
置
い
て
、古
典
か
ら

近
現
代
に
至
る
共
通
テ
ー
マ
を
内
包
し
た
３
作

品
に
挑
戦
す
る
の
は
大
変
に
意
義
深
く
、歌
手
と

し
て
の
大
い
な
る
成
長
に
繋
が
る
と
強
く
信
じ

て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、こ
の
終
焉
の
見
え
な
い
混
乱

の
な
か
団
員
一
人
一
人
力
を
合
わ
せ
一
致
団
結

し
て
、こ
の
難
関
を
勝
ち
進
み
た
い
と
切
望
し
て

い
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

で
開
催
し
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
２
月
18
日
・
19
日
に
は
、
当
会
が

満
を
持
し
て
三
木
稔
作
曲《
日
本
語
版
グ
ラ
ン
ド

オ
ペ
ラ「
源
氏
物
語
」》の
世
界
初
演
を
、
Ｂ
ｕ
ｎ

ｋ
ａ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
す
。

　
紫
式
部
が
西
暦
１
０
０
０
年
頃
に
書
き
始
め

た
世
界
最
古
の
長
編
小
説
と
い
わ
れ
る
文
学
作

品
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
１
０
０
０
年
後
に
あ
た

る
ミ
レ
ニ
ア
ム
２
０
０
０
年
に
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・

オ
ペ
ラ
劇
場
創
立
25
周
年
記
念
事
業
の
中
心
的

な
企
画
と
し
て
、三
木
稔
氏
が
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。
当
初
か
ら
世
界
、
そ
し
て
日
本
で
の
公
演
を

意
識
し
、英
語
と
日
本
語
の
同
時
進
行
で
書
か
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ

で
の
日
本
語
版
が
上
演
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
54
帖
に
も
及
ぶ
こ
の
長
大
な
作
品
と
多
数
の

登
場
人
物
が
織
り
成
す
複
雑
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
、

い
か
に
し
て
３
時
間
ほ
ど
の
長
さ
の
感
動
的
な

ド
ラ
マ
に
ま
と
め
上
げ
た
の
か
…
も
う
ご
覧
い

た
だ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
オ
ペ
ラ

に
お
け
る
登
場
人
物
は
そ
の
場
面
ご
と
に
全
員

が
主
役
で
す
が
、き
っ
と
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
妙

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

‼
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●「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
魔
女
な
ど
、
女
性
の
役
を
コ

ミ
カ
ル
に
演
じ
る
機
会
の
多
い
角
田
さ
ん
。「
イ
ル
・
カ
ン
ピ

エ
ッ
ロ
」
の
中
で
も
と
り
わ
け
個
性
的
な
ド
ナ
・
カ
ー
テ
を
演

じ
る
う
え
で
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
魔
女
は
幾
度
と
な
く
演
じ
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
男
性
が

女
性
を
演
じ
る
と
い
う
こ
と
は
男
性
か
ら
見
た
女
性
ら
し
さ
を

強
調
し
て
演
じ
る
と
い
う
こ
と
で
、
面
白
お
か
し
く
演
じ
る
こ

と
が
出
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
意
外
と
人
を
笑
わ
せ
る
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
コ
ミ
カ
ル
に
そ
れ
ら
し
く
や
る
の

で
な
く
、
い
か
に
自
然
で
あ
る
か
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
も

「
い
か
に
自
然
に
で
き
る
か
」を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。

●
上
演
機
会
の
少
な
い
「
イ
ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」。
今
回
初
め

て
こ
の
作
品
に
触
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
角
田
さ
ん

の
思
う
作
品
の
魅
力
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

本
作
は
私
も
初
め
て
触
れ
る
オ
ペ
ラ
で
す
。
言
葉
は
ヴ
ェ
ネ
ト

語
と
い
う
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
地
方
の
方
言
で
、
日
本
語
で
言
え
ば

青
森
弁
と
か
沖
縄
弁
と
同
じ
で
す
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
な

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
オ
ペ
ラ
で
、
展
開
が
早
く
、
拍
子
も
調
性
も
変

わ
り
ま
す
が
、
不
思
議
と
お
客
様
に
は
そ
ん
な
に
難
し
く
聴
こ

え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
明
る
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
面
々
が
コ
ミ
カ
ル
に
物
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
一
度
き
り

で
は
見
落
と
し
て
し
ま
う
箇
所
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、

最
低
２
回
は
観
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
を
お
勧
め
し

ま
す
！
藤
原
歌
劇
団
の
チ
ー
ム
力
を
是
非
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

る
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ（
＝
小
広
場
）を
舞
台
に
し
た
ド
タ
バ
タ
喜
劇

で
、
今
作
で
は
癖
の
強
い
二
人
の
お
ば
様
（
共
に
テ
ノ
ー
ル
）の

一
人
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
ド
ナ
・
カ
ー
テ
を
演
じ
る
中
で
特

に
ご
注
目
頂
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
き
っ
と
１
０
０
歳
に
な
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
さ
で
す
。

場
面
に
出
て
く
る
度
に
小
広
場
は
盛
り
上
が
り
、
ど
ん
ど
ん
喧

嘩
を
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
（
だ
ん
だ
ん
強
く
）さ
せ
た
り
し
ま
す
。

楽
譜
を
眺
め
て
い
て
も
、
個
人
的
に
は
彼
女
に
お
会
い
す
る
の

は
週
に
１
回
あ
れ
ば
お
釣
り
が
く
る
よ
う
な
感
覚
に
さ
え
陥
り

ま
す
（
笑
）。
し
か
し
、
か
と
思
え
ば
母
親
と
し
て
娘
を
案
じ
る

シ
ー
ン
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
美
し
く
、
涙
を
誘
う
メ
ロ
デ
ィ
に

心
打
た
れ
ま
す
。
そ
ん
な
小
広
場
の
原
動
力
的
存
在
な
彼
女
に
、

是
非
ご
注
目
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

●
今
回
の
公
演
へ
の
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
！

観
客
席
か
ら
た
く
さ
ん
の
笑
い
と
涙
が
あ
る
舞
台
に
な
る
よ
う

研
鑽
し
ま
す
！

●
シ
リ
ア
ス
な
役
ど
こ
ろ
か
ら
コ
ミ
カ
ル
な
役
ど
こ
ろ
ま
で
幅

広
く
演
じ
て
い
る
山
内
さ
ん
で
す
が
、
今
回
の
ド
ナ
・
カ
ー
テ

を
演
じ
る
中
で
、
お
客
様
に
特
に
注
目
し
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト

は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？

２
０
１
９
年
「
貞
節
の
勝
利
」
コ
ル
ネ
ー
リ
ア
以
来
の
ス
カ
ー

ト
役
（
ド
ナ
・
カ
ー
テ
）を
仰
せ
つ
か
っ
た
テ
ノ
ー
ル
の
山
内
政

幸
で
す
。「
イ
ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
と
あ

ベルカントオペラフェスティバル 
イン ジャパン2019
「貞節の勝利」の
コルネーリア・ブッファッチ

２
０
２
１
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」の
バ
ジ
リ
オ
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ヴォルフ＝フェッラーリ作曲／オペラ全３幕

4/22（金）・23（土）・ 24（日）
14:00
テアトロ・ジーリオ・ショウワ

●指揮　時任康文　●演出　マルコ・ガンディーニ

ガスパリーナ…中井奈穂／中畑有美子
ドナ・カーテ…角田和弘／山内政幸
ルシエータ…迫田美帆／中村芽吹
ドナ・パスクワ…持木 弘／所谷直生
ニェーゼ…楠野麻衣／米田七海

オルソラ…但馬由香／北薗彩佳
ゾルゼート…海道弘昭／及川尚志
アンゾレート…大塚雄太／和下田大典
アストルフィ…森口賢二／市川宥一郎
ファブリーツィオ…東原貞彦／杉尾真吾

合唱…藤原歌劇団合唱部　管弦楽…テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ

●藤原歌劇団公演　ニュープロダクション

「イル・カンピエッロ」

角
田
和
弘  

﹇
テ
ノ
ー
ル
﹈

ドナ・カーテ
4/22 ＆ 4/24

ドナ・カーテ
4/23

山
内
政
幸  

﹇
テ
ノ
ー
ル
﹈

Kazuhiro TSUNODA

Masayuki YAMAUCHI
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7/1&3

まだ演じたことの無い役
（ドラベッラ・デスピーナ以
外）全て
フィオルディリージは「Come 
scoglio」を歌ってみたいですし
（歌えないけど）、フェランドとし

てドラベッラを想う一途さを演じてみたい。グリエルモは
本作の登場人物の中で一番色気があって、こんな色気を出
してみたい! ドン・アルフォンソは本作の主役ともいうべき
人物。2組のカップルとデスピーナを、どんな思いで眺めて
いるのか、興味津々です。

ドン・アルフォンソ
頭から最後まで皆が、彼の手の平で踊ら
される…演じるにあたっては年齢を重ね
て経験豊かであろう哲学者という役は演
技力がとても必要で、絶えず舞台を支配
しています。アルフォンソ次第で、このオ

ペラは面白くもつまらなくも出来てしまう。基本テノール
は情熱的、直情的な役が多く、知的な役はほぼ無いので低
声の専売特許ですね。是非演じてみたいです。

ドン・アルフォンソ
ドン・アルフォンソといえばこの物
語の仕掛け人であり全体を掌握
する人物ですが、翻弄される登場
人物たちを彼の目線から眺めてみ
たいです。また、音楽的にも美しい
アンサンブルが多いオペラですか
ら、低音で全体を支える役割は大
変魅力的です。

フェランド
実は大学２年生までテノールだっ
たのですが、第１幕のフェランドの
アリアを必死で練習していた記憶
があります。もちろん玉砕(特に最
後のラの音)し、うまく歌えた記憶

はありません! 今の自分でオペラ全編を通してどのくらい
やれるのか試してみたい気持ちがあります。フェランドのイ
メージにはない厳つい感じにはなると思いますが…（笑）

ドン・アルフォンソ
彼はどうして若者達との賭けに
出て、この大芝居を仕掛けよう
と思ったのか、それは誰の為？
何の為に？民衆までお金で雇っ
て（多分）、デスピーナもしっか
り抱え込んで、そこまでして言
いたかった「女はみんなこうし
たもの（Così fan tutte）」の

真意って何？やっぱり一番謎の多い人物。もし演じてみる事が
出来たら、この作品の何か新しい一面が見えて来そうだなと思
います。

フィオルディリージか
フェランド
高音への憧れもありますが、あそこま
で純粋で恋に情熱を向けられる役を
やってみたいです。低音に与えられる
キャラクターの多くは、今回演じるド
ン・アルフォンソのように冷静だったり
歳を重ねていたり、あまり恋に盲目で
真っ直ぐな役が少ないので、真っ直ぐ
恋にぶつかっていく歌を歌ってみたい
です。

コジ・ファン・トゥッテ
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藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

コジ・ファン・トゥッテ

● フィオルディリージ

迫田美帆  Miho SAKODA

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● グリエルモ

岡 昭宏  Akihiro OKA

● デスピーナ

向野由美子  Yumiko KONO

● フェランド

山本康寛  Yasuhiro YAMAMOTO

● ドン・アルフォンソ

田中大揮  Taiki TANAKA

● ドラベッラ

山口佳子  Yoshiko YAMAGUCHI

あなたが演じてみたい役は？
もし性別や声種の垣根を越えて演じられるとした
ら、「コジ・ファン・トゥッテ」という作品の中でどの
役を演じてみたいか、出演者に聞いてみました ！

ⒸYoshinobu Fukuya
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7/1（金）・2（土）・3（日）14:00  
● 日生劇場

●藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

「コジ・ファン・トゥッテ」

7/2

ドン・アルフォンソ
姉妹からしてみたら、信頼してい
たのに実は企みを持ち込んだ張
本人。恋人との仲を拗れさせた人
物ですが、こういったクセのある
キャラクターはやりがいがあるな
と思います。ソプラノは儚げな役

や死んでしまうような役が多いので、話を回したり笑い
を取ったりすることが多いバリトンの役に昔から憧れが
あります。

ドン・アルフォンソ
「老哲学者」という設定自体が達観
していて憧れますね…。ドン・アル
フォンソの視点だと、女たちの人生
観の劇的な変化と、男たちの女の
操に対する失望を、俯瞰して見るこ
とができます。いわば劇中劇として
このオペラを楽しむことができる
のです！

フィオルディリージ
当時の社会では女性は男性の所
有物、いわばステータスとして扱わ
れ、人格も自由も抑圧されていまし
た。グリエルモが守りたかった「フィ
オルディリージの名誉」も、実は「彼

自身のプライドと価値観」そのもの。「貞操観念」に読み換えら
れた「社会の抑圧」を打ち破り、モリエールやダ・ポンテ、そして
モーツァルトが描いた「自由」を謳歌する姿に憧れます。でも…
浮気はあかん！

ドン・アルフォンソ
私にとって、テノールは本番で声
が最後まで続くか、高い音がしっ
かり出るか…という心配がつきも
のですが、巧みな語りやいぶし銀
の演技で魅せる役、ドン・アルフォ
ンソのような物語の重要な進行役
を是非一度演じてみたいです！

フィオルディリージ
恋人への貞節を一途に貫こうとしながらも少しずつ
揺らいでいき、そしてついに心を許してしまうフェラ
ンドとの2重唱は、本当に官能的だと思います。ドラ
マチックなアリア２曲も含め、歌ってみたい役の筆頭
です。今回演じるデスピーナも自分の声種を越えて
いますから必死ですが、楽しみながら頑張ります。

絶対にデスピーナ！
各幕のフィナーレで彼女が行う変
装にも大変インパクトはあります
が、なんと言っても僕が好きなの
は、気だるそうにホットチョコレー
トを混ぜながら彼女が初登場する

シーンです。お手伝いさんとしての生活にぶーぶー（笑） と愚痴
をこぼしながら、それでもテキパキと仕事をする彼女に、妙に共
感を覚えてしまうのは私だけじゃないはずです。
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● フィオルディリージ

中畑有美子  Yumiko NAKAHATA

● フェランド

渡辺 康  Yasushi WATANABE

● ドラベッラ

高橋華子  Hanako TAKAHASHI

● グリエルモ

龍 進一郎  Shinichiro RYU

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● デスピーナ

河野めぐみ  Megumi KONO

モーツァルト作曲　オペラ全２幕　ニュープロダクション

フィオルディリージ 迫田美帆／中畑有美子
ドラベッラ 山口佳子／高橋華子
グリエルモ 岡 昭宏／龍 進一郎
フェランド 山本康寛／渡辺 康
デスピーナ 向野由美子／河野めぐみ
ドン・アルフォンソ 田中大揮／小野寺光

指揮…川瀬賢太郎　演出…岩田達宗

合　唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…新日本フィルハーモニー交響楽団
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公益財団法人日本オペラ振興会主催   公演ラインアップ （2022～23）

新入団・会員　紹介

Opera

■藤原歌劇団公演
「イル・カンピエッロ」 
ニュープロダクション
E.ヴォルフ＝フェッラーリ作曲
指揮：時任康文／演出：マルコ・ガンディーニ
2022年4月22日（金）・23日（土）・24日（日）
14：００
テアトロ・ジーリオ・ショウワ
出演：Ｐ4-5をご参照ください。

■藤原歌劇団・NISSAY OPERA 2022公演
「コジ・ファン・トゥッテ」
ニュープロダクション
W.A.モーツァルト作曲
指揮：川瀬賢太郎／演出：岩田達宗
2022年7月1日（金）・2日（土）・3日（日）
14：００
日生劇場
出演：Ｐ6-7をご参照ください。

■日本オペラ協会公演
「咲く
  ～もう一度、生まれ変わるために～」 
ニュープロダクション
作曲：竹内一樹／台本：宇吹 萌
指揮：平野桂子／演出：齊藤理恵子
2022年11月25日（金）14：００/18：００
                   26日（土）13：００
としま区民センター 多目的ホール
出演：丹呉由利子、長島由佳、芝野遥香、
        相樂和子、渡辺 康、黄木 透、
        立花敏弘、大塚雄太、佐藤みほ、
        吉田郁恵

■藤原歌劇団公演
「トスカ」  ニュープロダクション
G.プッチーニ作曲
指揮：鈴木恵里奈／演出：松本重孝
2023年1月28日（土）・29日（日） 14：００
東京文化会館大ホール
2023年2月4日（土） 14：００
愛知県芸術劇場大ホール
出演：小林厚子、佐田山千恵、澤﨑一了、
        藤田卓也、折江忠道、須藤慎吾、
        伊藤貴之、東原貞彦、押川浩士、
        泉 良平、松浦 健、井出 司、
        龍 進一郎、大塚雄太、坂本伸司、
        別府真也、網永悠里、中桐かなえ

■日本オペラ協会公演
「源氏物語」 
日本語上演世界初演／ニュープロダクション
原作：紫式部／日本語台本・作曲：三木 稔
指揮：田中祐子／演出：岩田達宗
2023年2月18日（土）・19日（日）
14：００
Bunkamuraオーチャードホール
出演：岡 昭宏、村松恒矢、山田大智、
        下瀬太郎、佐藤美枝子、砂川涼子、
        向野由美子、古澤真紀子、相樂和子、
        芝野遥香、丹呉由利子、佐藤 祥、
        海道弘昭、川久保博史、江原啓之、
        豊嶋祐壹、笠松はる、長島由佳、
        森山京子、松原広美、市川宥一郎、
        高橋宏典、河野めぐみ、城守 香、
        和下田大典、平尾 啓
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（＊＝準団・準会員より）
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4/29（金・祝）
～オペラ＆ディナー～ 
第14回 ジ・インペリアル オペラ
藤原歌劇団公演「蝶々夫人」
出演：小林厚子、村上敏明、折江忠道、米谷朋子、
        松浦 健、豊嶋祐壹、坂本伸司、北薗彩佳、
会場：帝国ホテル 宴会場

7/2（土）・3（日）
日本文化創成協会
「美しきまほろば～ヤマトタケル」
出演：西村 悟、大貫裕子、泉 良平、大塚雄太、
        鈴木康夫、和下田大典、濱田 翔、村松恒矢、
        芝野遥香、坂本和彦、藤原歌劇団合唱部
会場：新国立劇場中劇場

7/31（日）
奥州市文化会館開館30周年記念事業
「トスカ」
出演：野田ヒロ子、須藤慎吾、久保田真澄、
        押川浩士、松浦 健、龍 進一郎、
        星出 豊、三浦安浩
会場：奥州市文化会館Zホール 大ホール

5/15（日）
川越塔子ソプラノリサイタル
出演：川越塔子
会場：王子ホール

Schedule & Information

Concert
■団会員企画シリーズ
オペラ・コンチェルタンテ
「ラ・トラヴィアータ」
2022年5月26日（木）18：30
渋谷区文化総合センター大和田4F 
さくらホール

デビューコンサート2022 vol.1
2022年6月25日（土）
イイノホール

■日本オペラ協会
日本オペラ・日本歌曲連続演奏会
第71回
2022年7月7日（木）
昼の部～日本歌曲～ 13：30
夜の部～日本オペラ～ 18：30
としま区民センター 多目的ホール

■団会員企画シリーズ
Autumn Concert 2022
2022年10月29日（土）14：00
昭和音楽大学南校舎５階 ユリホール

デビューコンサート2022 vol.2
2022年11月12日（土）
イイノホール

■団会員企画シリーズ
オペラ・コンチェルタンテ
「ラ・ボエーム」
2022年12月13日（火）18：30
渋谷区文化総合センター大和田4F 
さくらホール

■団会員企画シリーズ
Spring Concert 2023
2023年3月26日（日）14：00
昭和音楽大学南校舎５階 ユリホール

公益財団法人日本オペラ振興会主催

公演ラインアップ （2022～23）
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受託オペラ

リサイタルマネジメント
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【2022年】
4/10（日）
いしかわ・金沢 風と緑の楽都音楽祭2022
鶫真衣CD発売記念コンサート
出演：五郎部俊朗
会場：石川県立音楽堂

4/15（金）・17（日）
東京・春・音楽祭
プッチーニ・シリーズ vol.3
「トゥーランドット」
出演：市川和彦、井出壮志朗
会場：東京文化会館 大ホール

4/16（土）・18（月）・20（水）・23（土）・24（日）
新国立劇場「魔笛」
出演：砂川涼子
会場：新国立劇場オペラパレス

4/30（土）
びわ湖クラシック音楽祭2022
晴れ晴れコンサート
出演：伊藤 晴
会場：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 小ホール

4/30（土）
第14回ジ・インペリアル オペラ
「蝶々夫人」
～日比谷時間特別企画～
第１弾 オペラのとっておきトーク＆ランチ
出演：折江忠道、迫田美帆、藤原藍子
会場：帝国ホテル 宴会場

5/1（日）
びわ湖クラシック音楽祭2022
グランド・フィナーレ
出演：伊藤 晴
会場：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 大ホール

5/1（日）
日生劇場×藤原歌劇団 オペラ・プレコンサート
出演：中畑有美子、高橋華子
会場：日本生命日比谷ビル７階大会議室

5/4（水・祝）
こども音楽フェスティバル
出演：大森智子
会場：サントリーホール

5/20（金）
五島記念文化賞 オペラ新人賞研修帰国記念
竹多倫子ソプラノリサイタル
賛助出演：上江隼人
会場：東京文化会館 小ホール

6/2（木）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ2022
関連企画
歌劇「ラ・ボエーム」
ワンコイン・プレ・レクチャー
出演：砂川涼子
会場：兵庫県立芸術文化センター阪急中ホール

6/11（土）・12（日）
NISSAY OPERA2022「セビリアの理髪師」
出演：中井亮一、須藤慎吾、久保田真澄、伊藤貴之、
        及川 貢
会場：日生劇場

6/12（日）・17（金）
愛知県芸術劇場プロデュース公演
「バスティアンとバスティエンヌ」
出演：伊藤 晴、田中大揮
会場：愛知県芸術劇場小ホール、
        碧南市芸術文化ホール

6/22（水）
第60回大阪国際フェスティバル2022
「泥棒かささぎ」レクチャー
出演：伊藤貴之
会場：あいおいニッセイ同和損保ザ・フェニックスホール

7/8（金）・11（月）・12（火）・14（木）・15（金）・16（土）
新国立劇場高校生のためのオペラ鑑賞教室2022
「蝶々夫人」
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：新国立劇場オペラパレス

7/10（日）
桜井万祐子・中井亮一ジョイントリサイタル
出演：桜井万祐子、中井亮一、高島理佐
会場：宗次ホール

7/13（水）
筑波大学附属桐ヶ丘特別支援学校 特別授業公演
出演：オクサーナ・ステパニュック
会場：筑波大学附属桐ヶ丘特別支援学校

7/16（土）・18（月・祝）・21（木）・24（日）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ２０２２　
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：砂川涼子、笛田博昭
会場：兵庫県立芸術文化センター　ＫＯＢＥＬＣＯ大ホール 

8/7（日）
グランシップ音楽の広場2022
出演：笛田博昭
会場：グランシップ 大ホール・海

8/9（火）
関西二期会「泥棒かささぎ」
出演：伊藤貴之
会場：フェスティバルホール

8/21（日）
大阪交響楽団
第123回名曲コンサート「モーツァルト探訪」
出演：太田尚見
会場：ザ・シンフォニーホール

8/22（月）・23（火）・24（水）
アウトリーチ
出演：伊藤貴之
会場：愛知県豊田市内小中学校

9/9（金）
東京都交響楽団 第958回定期演奏会Bシリーズ
出演：小林厚子
会場：サントリーホール

9/17（土）・18（日）
神奈川フィルハーモニー管弦楽団
2022-2023シーズン
県民名曲シリーズ第14回
「現田茂夫のオペラ解体新書」
出演：井出壮志朗
会場：カルッツかわさきホール、
        クアーズテック秦野カルチャーホール
        （秦野市文化会館） 

9/20（火）
にいがた音楽鑑賞会「笛田博昭リサイタル」
出演：笛田博昭
会場：新潟市民芸術文化会館（りゅーとぴあ）

9/25（日）
東京文化会館オペラBOX「子供と魔法」
出演：高橋華子、岡 昭宏
会場：東京文化会館 小ホール

Schedule & Information
2022年 外部出演マネージメント  （2022年4月～9月）

 （2022年3月31日現在）
 ※今後、中止・延期になる可能性がありますので予めご了承ください。
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information

    ＊声楽個人レッスンとアンサンブルのグループ授業が受けられます。

 1．修業年限 １年（次年度再受講可能）
　　半期コースは4月～9月と10月～3月の半年　
 2．募集コース
 　● 声楽アミーチコース
　 　 18才以上
　 　 水曜日・土曜日／各曜日昼コース・夜コース
 　● 声楽ストゥーディオコース
　 　 18才以上　音楽の学校等で声楽を１年勉強したもの
 　と同等の実力を有する者
　 　 水曜日／昼コース

1. 修業年限 1～3年 ＊実力にあったコースから編入可能
2. 募集コース
　● オペラ専門コース Ⅰ

オペラ歌手として必要な基礎を学びます。
　● オペラ専門コース Ⅱ

歌唱表現の土台作りとオペラ・アンサンブルをさらに次のステッ
プに向けてレベルアップします。

　● オペラマスターコース
個々の成長に合わせ、本舞台に向けたオペラ・アンサンブルと
オペラ全曲の研修を行います。

※入所試験時に特に優秀と認められた方には奨学金が授与されます。

2023年度　オペラ歌手育成部　募集告知
～次世代を担うオペラ歌手育成機関～

2022年度 アミーチ藤沢クラス　春期生募集

育成部募集

サテライト教室

お問い合わせ先 ：公益財団法人日本オペラ振興会　オペラ歌手育成部
〒 215－0004　神奈川県川崎市麻生区万福寺1－16－6　昭和音楽大学北校舎内
TEL （044）969－7197 （平日午前10時～午後6時）  FAX（044）953－8693　　https://www.jof.or.jp/training/

～専科生声楽アミーチコースのプレクラスとして、オペラアンサンブルを楽しく本格的に学べます～
◆ 開講日　日曜日  10：30 ～ 13：30　　◆ 期間　半年／授業回数15回（2022年5月～2022年10月） ＋ 発表会（費用別途負担）
◆ 会場　JR線・小田急線「藤沢」駅南口より徒歩4分　＊詳しくはホームページまたはオペラ歌手育成部までお問い合わせください。

＊ 詳細は、日本オペラ振興会
   ホームページをご覧ください。

 【研究生】 ～実践的なオペラ歌手を育成します～  【選科生】 ～楽しみながらライフワークで歌を！ ～

● 見学希望はお電話でお問い合わせ下さい。

新事務所＆稽古場が完成しました！
ご支援いただきました皆様には心より感謝申し上げます。

施設完成に伴い、2022年3月1日より新百合ヶ丘

事務所内事業部・制作部は黒川稽古場へ移転い

たしました。主催公演やマネジメント関係のお問い

合わせは下記に変更となりますので、今後とも宜し

くお願い申し上げます。

※表参道本部（総務）、新百合ヶ丘（育成部）につきましては
　これまで通り変更はございません。

気持ちも新たに、皆様により良い舞台をご提供できるよう
リハーサルを重ねて参ります。
今後とも藤原歌劇団・日本オペラ協会へご声援のほど
宜しくお願い致します。

外観

３階稽古場

外観

３階稽古場

黒川事務所・稽古場《事業部・制作部》
住所 〒215-0035 神奈川県川崎市麻生区黒川76-1
TEL： 044-819-5505　FAX： 044-819-5205
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藤
原
歌
劇
団
総
監
督

折
江 

忠
道

日
本
オ
ペ
ラ
協
会
総
監
督

郡

　愛
子

　
コ
ロ
ナ
禍
が
こ
れ
程
の
長
き
に
渡
り
、世
界
を

混
乱
の
渦
に
巻
き
込
む
と
は
誰
が
想
像
し
た
で

し
ょ
う
か
？ 

と
り
わ
け
舞
台
に
従
事
す
る
者
に

と
っ
て
は
受
難
の
時
代
で
あ
り
、
様
々
な
制
約
、

禁
止
事
項
に
苦
し
み
な
が
ら
の
２
年
間
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
間
、
公
演
を
１
本
も
中
止
に
す
る

こ
と
な
く
開
催
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
、こ
れ
は
い

つ
如
何
な
る
時
も
劇
場
ま
で
足
を
お
運
び
く
だ

さ
り
、声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
の
熱

い
想
い
の
賜
物
と
、感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
一
方
団
員
の
皆
さ
ん
や
事
務
局
の
皆
さ
ん
の

忍
耐
と
努
力
は
並
々
な
ら
ず
、こ
れ
は
も
は
や
戦

場
と
称
し
て
も
大
袈
裟
で
は
な
い
舞
台
制
作
現

場
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
終
息
ど
こ
ろ
か

コ
ロ
ナ
と
の
共
存
が
囁
か
れ
る
情
況
下
、更
に
は

昨
今
の
不
安
な
国
際
情
勢
も
鑑
み
、益
々
の
強
靭

さ
と
持
久
力
が
求
め
ら
れ
る
オ
ペ
ラ
界
で
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
黒
川
の
稽
古
場
が
完
成

し
、
明
る
い
展
望
も
見
え
始
め
て
来
ま
し
た
。
真

新
し
い
ス
タ
ジ
オ
で
の
稽
古
が
新
た
な
活
力
の

源
と
な
る
事
を
祈
り
つ
つ
、い
よ
い
よ
２
０
２
２

年
度
の
オ
ペ
ラ
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
を
迎
え
ま
す
。

今
年
度
の
演
目
は
オ
ペ
ラ
と
演
劇
の
融
合
、
す

な
わ
ち
総
合
舞
台
芸
術
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
を
追

求
す
べ
く
、
ヴ
ォ
ル
フ
＝
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
の
「
イ

ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
コ

ジ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
」、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
「
ト

ス
カ
」の
３
作
品
を
採
り
上
げ
ま
す
。
ど
の
作
品

　
近
年
、私
た
ち
の
未
来
に
影
を
差
す
よ
う
な
出

来
事
が
相
次
い
で
起
こ
り
ま
す
が
、そ
の
よ
う
な

時
こ
そ
共
感
で
き
る
日
本
語
の
歌
、そ
し
て
オ
ペ

ラ
で
心
を
潤
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
私
ど
も
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
の
２
０
２
２
年
度

の
公
演
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
先
ず
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
が
、昨
年
第
70
回
を
迎

え
た
『
日
本
歌
曲
連
続
演
奏
会
』
は
、
日
本
歌
曲

と
と
も
に
日
本
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
や
重
唱
の
名

曲
を
次
代
に
継
い
で
行
く
た
め
に
、２
０
２
２
年

度
の
第
71
回
よ
り
『
日
本
オ
ペ
ラ
・
日
本
歌
曲
連

続
演
奏
会
』
へ
と
名
称
を
改
め
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
日
本
の
多
様
な
文
化
を
発
信
す
る

国
際
文
化
都
市
・
池
袋
の
中
核
エ
リ
ア
に
位
置

す
る
豊
島
区
の
、と
し
ま
区
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
し
、
７
月
７
日
に
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
出
演

者
全
員
を
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
出
し
、格
段
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

　
文
化
庁
か
ら
昭
和
音
楽
大
学
が
受
託
し
た《
日

本
の
オ
ペ
ラ
作
品
を
つ
く
る
〜
オ
ペ
ラ
創
作
人

材
育
成
事
業
》に
お
い
て
、
こ
の
事
業
の
一
つ
の

集
大
成
と
し
て
選
ば
れ
た
、
竹
内
一
樹
作
曲
、
宇

吹 

萌
台
本
に
よ
る
「
咲
く
〜
も
う
一
度
生
ま
れ

変
わ
る
た
め
に
」
を
、
２
０
２
２
年
11
月
25
日
・

26
日
に
、と
し
ま
区
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

も
台
詞
の
嵐
で
、言
葉
の
説
得
力
無
し
に
は
舞
台

が
成
り
立
た
ち
ま
せ
ん
。
４
０
０
年
余
り
の
歴

史
を
費
や
し
て
培
っ
て
来
た
、言
葉
と
音
楽
の
融

合
と
い
う
原
点
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、藤
原
歌
劇

団
員
の
底
力
が
倍
加
さ
れ
る
事
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
演
劇
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
を
考
え
る
時
、ヴ
ェ
リ

ズ
モ
・
オ
ペ
ラ
を
語
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
何
か
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、そ
の

根
底
に
あ
る
の
は
台
詞
を
叫
ぶ
、怒
鳴
る
と
い
っ

た
旋
律
か
ら
離
脱
す
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
、ス
タ
ミ
ナ
重
視
の
オ
ペ
ラ
と
解
さ

れ
る
所
以
で
す
。
実
際
我
々
日
本
人
に
と
っ
て
、

力
任
せ
に
ヴ
ェ
リ
ズ
モ
・
オ
ペ
ラ
一
本
を
歌
い

切
る
事
は
大
変
危
険
な
こ
と
な
の
で
す
。
求
め

ら
れ
る
の
は
ベ
ル
カ
ン
ト
様
式
に
則
っ
た
唱
法

で
、
こ
の
難
物
オ
ペ
ラ
に
臨
み
、
如
何
に
技
術
と

感
性
を
発
揮
す
る
か
と
い
う
事
が
解
決
策
と
な

り
ま
す
。

　
今
回
こ
の
難
題
に
視
点
を
置
い
て
、古
典
か
ら

近
現
代
に
至
る
共
通
テ
ー
マ
を
内
包
し
た
３
作

品
に
挑
戦
す
る
の
は
大
変
に
意
義
深
く
、歌
手
と

し
て
の
大
い
な
る
成
長
に
繋
が
る
と
強
く
信
じ

て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、こ
の
終
焉
の
見
え
な
い
混
乱

の
な
か
団
員
一
人
一
人
力
を
合
わ
せ
一
致
団
結

し
て
、こ
の
難
関
を
勝
ち
進
み
た
い
と
切
望
し
て

い
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

で
開
催
し
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
２
月
18
日
・
19
日
に
は
、
当
会
が

満
を
持
し
て
三
木
稔
作
曲《
日
本
語
版
グ
ラ
ン
ド

オ
ペ
ラ「
源
氏
物
語
」》の
世
界
初
演
を
、
Ｂ
ｕ
ｎ

ｋ
ａ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
す
。

　
紫
式
部
が
西
暦
１
０
０
０
年
頃
に
書
き
始
め

た
世
界
最
古
の
長
編
小
説
と
い
わ
れ
る
文
学
作

品
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
１
０
０
０
年
後
に
あ
た

る
ミ
レ
ニ
ア
ム
２
０
０
０
年
に
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・

オ
ペ
ラ
劇
場
創
立
25
周
年
記
念
事
業
の
中
心
的

な
企
画
と
し
て
、三
木
稔
氏
が
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。
当
初
か
ら
世
界
、
そ
し
て
日
本
で
の
公
演
を

意
識
し
、英
語
と
日
本
語
の
同
時
進
行
で
書
か
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ

で
の
日
本
語
版
が
上
演
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
54
帖
に
も
及
ぶ
こ
の
長
大
な
作
品
と
多
数
の

登
場
人
物
が
織
り
成
す
複
雑
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
、

い
か
に
し
て
３
時
間
ほ
ど
の
長
さ
の
感
動
的
な

ド
ラ
マ
に
ま
と
め
上
げ
た
の
か
…
も
う
ご
覧
い

た
だ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
オ
ペ
ラ

に
お
け
る
登
場
人
物
は
そ
の
場
面
ご
と
に
全
員

が
主
役
で
す
が
、き
っ
と
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
妙

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

‼

3

日本オペラ協会
だより

藤原歌劇団
だより
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●
演
出
の
マ
ル
コ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
ニ
氏
と
は
こ
れ
ま
で
度
々
共

演
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
糧
に
な
っ
た
こ
と
や
今
回
の
演

出
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
事
は
な
ん
で
す
か
？

ガ
ン
デ
ィ
ー
ニ
氏
の
携
わ
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
必
ず

レ
ッ
ト
ゥ
ー
ラ
（
伊Lettura

：
楽
譜
の
読
み
合
わ
せ
）の
稽
古

が
あ
り
、
発
音
・
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
直
し
や
彼
の
演
出
イ
メ
ー

ジ
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
役
を
よ
り
深

め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
作
業
や
そ
こ
で
培
っ
た
こ
と
が
、
私
に

と
っ
て
大
き
な
糧
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

本
作
の
舞
台
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
ニ
氏
は
同
じ

ヴ
ェ
ネ
ト
州
の
生
ま
れ
で
す
。
美
し
い
水
の
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

を
凝
縮
し
た
エ
ッ
セ
ン
ス
を
、
舞
台
に
注
い
で
く
だ
さ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
私
自
身
、
彼
の
つ
く
る
世
界
で
の
新
た
な
出
会
い

に
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
は
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
子
の
よ
う
で
す
が
、
思
い
っ
き
り
遊
ん
で
、
楽
し

ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
４
月
の
公
演
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
お
客
様
へ
、
一
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
！

舞
台
は
１
７
０
０
年
代
中
頃
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
小
さ
な
広
場
。

私
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
場
所
も
時
代
も
と
て
も
遠
い
お
話
な
の

で
す
が
、
こ
の
広
場
で
起
こ
る
こ
と
は
、
い
つ
の
時
代
だ
ろ
う

と
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
、
大
し
て
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。
何
だ

か
笑
え
て
、
少
し
ほ
ろ
っ
と
し
て
し
ま
う
。
何
の
変
哲
も
な
い

日
常
が
ど
れ
だ
け
有
難
く
、
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か
を
感

じ
ら
れ
る
、そ
ん
な
作
品
で
す
。

小
さ
な
広
場
の
一
日
を
、
ど
う
ぞ
覗
き
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
今
回
の
公
演
が
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
デ
ビ
ュ
ー
と
な
る
中
畑
さ
ん
。

中
畑
さ
ん
が
演
じ
る
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
の
役
ど
こ
ろ
と
、
聴
き
ど

こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
が
演
じ
る
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
は
、
当
時
で
は
珍
し
く
読
み
書
き

が
し
っ
か
り
で
き
、
読
書
が
好
き
な
、
ち
ょ
っ
と
高
飛
車
な
女

の
子
で
す
。
し
か
し
気
取
っ
て
い
る
割
に
、
話
せ
る
と
豪
語
す

る
フ
ラ
ン
ス
語
も
標
準
語
も
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
方
言
が
入
り
混

じ
る
彼
女
特
有
の〝
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
語
〞に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
私
が
特
に
聴
い
て
頂
き
た
い
の
は
、
そ
の
独
特
な
口
調

で
叔
父
さ
ん（
フ
ァ
ブ
リ
ー
ツ
ィ
オ
）に
対
す
る
怒
り
を
ぶ
ち
ま

け
る
シ
ー
ン
の
早
口
パ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
が
難
し
く
て
！（
笑
）

●
中
畑
さ
ん
の
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
皆
様

へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

譜
読
み
を
始
め
た
頃
は
、
不
思
議
な
言
葉
に
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る

テ
ン
ポ
、
そ
し
て
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
の
性
格
を
よ
く
表
し
た
よ
う

な
、
軽
快
で
気
ま
ぐ
れ
な
音
楽
に
つ
い
て
い
け
る
か
不
安
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
の
人
柄
や
カ
ン
ピ

エ
ッ
ロ
の
人
々
と
の
や
り
と
り
な
ど
を
通
し
て
、
今
は
そ
れ
ら

全
て
が
心
地
良
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

愉
快
で
騒
が
し
い
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
の
人
々
の
日
常
と
、
ガ
ス
パ

リ
ー
ナ
の
成
長
を
ぜ
ひ
見
守
っ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

2021年日本オペラ振興会
設立40周年記念
藤原歌劇団公演
「ジャンニ・スキッキ」のネッラ
（右：牧野正人）

２
０
２
１
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」の
ム
ゼ
ッ
タ
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藤原歌劇団公演

キャスト
インタビュー

中
井
奈
穂  

﹇
ソ
プ
ラ
ノ
﹈

ガスパリーナ
4/22 ＆ 4/24

ガスパリーナ
4/23

中
畑
有
美
子  

﹇
ソ
プ
ラ
ノ
﹈

ⒸVirginio Levrio

Nao NAKAI

Yumiko NAKAHATA
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7/1&3

まだ演じたことの無い役
（ドラベッラ・デスピーナ以
外）全て
フィオルディリージは「Come 
scoglio」を歌ってみたいですし
（歌えないけど）、フェランドとし

てドラベッラを想う一途さを演じてみたい。グリエルモは
本作の登場人物の中で一番色気があって、こんな色気を出
してみたい! ドン・アルフォンソは本作の主役ともいうべき
人物。2組のカップルとデスピーナを、どんな思いで眺めて
いるのか、興味津々です。

ドン・アルフォンソ
頭から最後まで皆が、彼の手の平で踊ら
される…演じるにあたっては年齢を重ね
て経験豊かであろう哲学者という役は演
技力がとても必要で、絶えず舞台を支配
しています。アルフォンソ次第で、このオ

ペラは面白くもつまらなくも出来てしまう。基本テノール
は情熱的、直情的な役が多く、知的な役はほぼ無いので低
声の専売特許ですね。是非演じてみたいです。

ドン・アルフォンソ
ドン・アルフォンソといえばこの物
語の仕掛け人であり全体を掌握
する人物ですが、翻弄される登場
人物たちを彼の目線から眺めてみ
たいです。また、音楽的にも美しい
アンサンブルが多いオペラですか
ら、低音で全体を支える役割は大
変魅力的です。

フェランド
実は大学２年生までテノールだっ
たのですが、第１幕のフェランドの
アリアを必死で練習していた記憶
があります。もちろん玉砕(特に最
後のラの音)し、うまく歌えた記憶

はありません! 今の自分でオペラ全編を通してどのくらい
やれるのか試してみたい気持ちがあります。フェランドのイ
メージにはない厳つい感じにはなると思いますが…（笑）

ドン・アルフォンソ
彼はどうして若者達との賭けに
出て、この大芝居を仕掛けよう
と思ったのか、それは誰の為？
何の為に？民衆までお金で雇っ
て（多分）、デスピーナもしっか
り抱え込んで、そこまでして言
いたかった「女はみんなこうし
たもの（Così fan tutte）」の

真意って何？やっぱり一番謎の多い人物。もし演じてみる事が
出来たら、この作品の何か新しい一面が見えて来そうだなと思
います。

フィオルディリージか
フェランド
高音への憧れもありますが、あそこま
で純粋で恋に情熱を向けられる役を
やってみたいです。低音に与えられる
キャラクターの多くは、今回演じるド
ン・アルフォンソのように冷静だったり
歳を重ねていたり、あまり恋に盲目で
真っ直ぐな役が少ないので、真っ直ぐ
恋にぶつかっていく歌を歌ってみたい
です。

コジ・ファン・トゥッテ

6

藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

コジ・ファン・トゥッテ

● フィオルディリージ

迫田美帆  Miho SAKODA

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● グリエルモ

岡 昭宏  Akihiro OKA

● デスピーナ

向野由美子  Yumiko KONO

● フェランド

山本康寛  Yasuhiro YAMAMOTO

● ドン・アルフォンソ

田中大揮  Taiki TANAKA

● ドラベッラ

山口佳子  Yoshiko YAMAGUCHI

あなたが演じてみたい役は？
もし性別や声種の垣根を越えて演じられるとした
ら、「コジ・ファン・トゥッテ」という作品の中でどの
役を演じてみたいか、出演者に聞いてみました ！

ⒸYoshinobu Fukuya
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7/1（金）・2（土）・3（日）14:00  
● 日生劇場

●藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

「コジ・ファン・トゥッテ」

7/2

ドン・アルフォンソ
姉妹からしてみたら、信頼してい
たのに実は企みを持ち込んだ張
本人。恋人との仲を拗れさせた人
物ですが、こういったクセのある
キャラクターはやりがいがあるな
と思います。ソプラノは儚げな役

や死んでしまうような役が多いので、話を回したり笑い
を取ったりすることが多いバリトンの役に昔から憧れが
あります。

ドン・アルフォンソ
「老哲学者」という設定自体が達観
していて憧れますね…。ドン・アル
フォンソの視点だと、女たちの人生
観の劇的な変化と、男たちの女の
操に対する失望を、俯瞰して見るこ
とができます。いわば劇中劇として
このオペラを楽しむことができる
のです！

フィオルディリージ
当時の社会では女性は男性の所
有物、いわばステータスとして扱わ
れ、人格も自由も抑圧されていまし
た。グリエルモが守りたかった「フィ
オルディリージの名誉」も、実は「彼

自身のプライドと価値観」そのもの。「貞操観念」に読み換えら
れた「社会の抑圧」を打ち破り、モリエールやダ・ポンテ、そして
モーツァルトが描いた「自由」を謳歌する姿に憧れます。でも…
浮気はあかん！

ドン・アルフォンソ
私にとって、テノールは本番で声
が最後まで続くか、高い音がしっ
かり出るか…という心配がつきも
のですが、巧みな語りやいぶし銀
の演技で魅せる役、ドン・アルフォ
ンソのような物語の重要な進行役
を是非一度演じてみたいです！

フィオルディリージ
恋人への貞節を一途に貫こうとしながらも少しずつ
揺らいでいき、そしてついに心を許してしまうフェラ
ンドとの2重唱は、本当に官能的だと思います。ドラ
マチックなアリア２曲も含め、歌ってみたい役の筆頭
です。今回演じるデスピーナも自分の声種を越えて
いますから必死ですが、楽しみながら頑張ります。

絶対にデスピーナ！
各幕のフィナーレで彼女が行う変
装にも大変インパクトはあります
が、なんと言っても僕が好きなの
は、気だるそうにホットチョコレー
トを混ぜながら彼女が初登場する

シーンです。お手伝いさんとしての生活にぶーぶー（笑） と愚痴
をこぼしながら、それでもテキパキと仕事をする彼女に、妙に共
感を覚えてしまうのは私だけじゃないはずです。
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● フィオルディリージ

中畑有美子  Yumiko NAKAHATA

● フェランド

渡辺 康  Yasushi WATANABE

● ドラベッラ

高橋華子  Hanako TAKAHASHI

● グリエルモ

龍 進一郎  Shinichiro RYU

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● デスピーナ

河野めぐみ  Megumi KONO

モーツァルト作曲　オペラ全２幕　ニュープロダクション

フィオルディリージ 迫田美帆／中畑有美子
ドラベッラ 山口佳子／高橋華子
グリエルモ 岡 昭宏／龍 進一郎
フェランド 山本康寛／渡辺 康
デスピーナ 向野由美子／河野めぐみ
ドン・アルフォンソ 田中大揮／小野寺光

指揮…川瀬賢太郎　演出…岩田達宗

合　唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…新日本フィルハーモニー交響楽団
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● 藤原歌劇団公演

ヴェルディ作曲「イル・トロヴァトーレ」  新制作
2022. 1/29・30 ● 東京文化会館大ホール
2022. 2/5 ● 愛知県芸術劇場大ホール

● 日本オペラ協会公演
高木 達 台本／伊藤康英 作曲

「ミスター・シンデレラ」  新制作
2022. 2/19・20  ● 新宿文化センター大ホール

● ベルカントオペラフェスティバル イン ジャパン2021公演
［藤原歌劇団×ヴァッレ・ディトリア（マルティーナ・フランカ）音楽祭提携］
ヴァッカイ作曲「ジュリエッタとロメオ」  セミ・ステージ形式
2022. 3/17・19  ● テアトロ・ジーリオ・ショウワ

グティエレスの戯曲「吟遊詩人」原作、ヴェルディ中期の傑作
滅多に上演されない情熱的なオペラを
藤原歌劇団のスターが競演

キャッチーな旋律と奇想天外な物
ストーリー

語で
そっと大切なことを教えてくれるアットホームな名作オペラ

日本初演かつ改訂版世界初演となる奇跡的公演
藤原歌劇団によるベルカントオペラの真髄に迫る名演

2022年新春の藤原歌劇団公演は、ヴェルディ中期の傑作「イル・トロヴァトー
レ」を東京文化会館と愛知県芸術劇場よりお届けいたしました。何と言っても
歌唱力が問われるレオノーラ、マンリーコ、ルーナ伯爵、アズチェーナという大役
とその脇を固めるフェランド、イネスを、藤原歌劇団を代表する歌手陣がそれぞ
れ大健闘し、この作品の魅力を再発見する公演となりました。指揮は山下一
史による物語を浮き彫りにするタクトと、音楽を大事にする粟國淳演出のコラボ
によって、新春に相応しい壮大な公演を東京・愛知両地のお客様にご堪能い
ただきました。

2017年に室内オペラシリーズとして上演した本作を、今回は可能な限りフル・
オーケストラバージョンに近づけて再編曲したほぼ完全版オペラとして、新宿文
化センターにて上演いたしました。今回は台本作者の高木達自らによる演出、
また作曲者の伊藤康英を音楽監修に迎え、作品の本来の姿をご堪能いただけ
る機会となりました。日本オペラに定評のあるメンバーをキャスティングし、個性
豊かな各役に相応しい出演者でお届けいたしました。大勝秀也の指揮で東フィ
ルを牽引し、充実したサウンドの新感覚オペラを多くのお客様にお楽しみいただ
きました。

2019年よりスタートし、ベルカントオペラに特化した日本発の音楽祭“ベルカン
トオペラフェスティバル イン ジャパン（通称BOF）”は、今年度で第4回目を迎
えました。今回は、前回惜しくも延期となった「ジュリエッタとロメオ」を遂に上演。
コロナ禍で来日が不可能となってしまった招聘歌手に代わり、藤原歌劇団を代
表する歌手たちにがこの難曲オペラを鮮やかに蘇らせました。演出のリゴーリ
オはイタリアからリモートで参加。本公演を陰で支えながらもイタリアの風を感じ
る舞台となり、劇場内はお客様の温かい拍手で包まれました。

公演レビュー

●指揮　山下一史　●演出　粟國 淳　●出演　レオノーラ：小林厚子／西本真子　マンリーコ：笛田博昭／村上敏明　ルーナ伯爵：須藤慎吾／上江隼人
アズチェーナ：松原広美／桜井万祐子　フェランド：田島達也／相沢 創　　イネス：松浦 麗／髙橋未来子　
合唱：藤原歌劇団合唱部　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団（東京）／セントラル愛知交響楽団（愛知）　
●スタッフ　合唱指揮：安部克彦　美術：横田あつみ　衣裳：増田恵美　照明：大島祐夫　舞台監督：齋藤美穂　他

●指揮　大勝秀也　●演出　高木 達　●出演　伊集院正男：山本康寛／海道弘昭　伊集院薫：鳥海仁子／別府美沙子　垣内教授：山田大智／村松恒矢　
伊集院忠義：江原啓之／清水良一　伊集院ハナ：きのしたひろこ／吉田郁恵　赤毛の女：鳥木弥生／佐藤 祥　卓也：松原悠馬／高畑達豊　
美穂子：神田さやか／岡本麻里菜　マルちゃんのママ：鈴木美也子／座間由恵　マミ：山邊聖美／伊藤香織　ルミ：高橋香緒里／山口なな　
ユミ：遠藤美紗子／安藤千尋　アンサンブル：日本オペラ協会合唱団　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団
●スタッフ　合唱指揮：平野桂子　美術：鈴木俊朗、佐藤みどり　衣裳：増田恵美　照明：西田俊郎　振付：鷲田実土里　舞台監督：八木清市、水谷翔子　他

●指揮　鈴木恵里奈　●演出原案　チェチーリア・リゴーリオ　●出演　ジュリエッタ：伊藤 晴　ロメオ：松浦 麗　カペッリオ：澤﨑一了　アデーリア：齊藤純子
テバルド：岡 昭宏　ロレンツォ：小野寺光　合唱：藤原歌劇団合唱部　管弦楽：テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ
●スタッフ　合唱指揮：須藤桂司　美術原案：アレッシア・コロッソ　衣裳：ジュゼッペ・パレッラ　舞台監督：八木清市、水谷翔子　他
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4/29（金・祝）
～オペラ＆ディナー～ 
第14回 ジ・インペリアル オペラ
藤原歌劇団公演「蝶々夫人」
出演：小林厚子、村上敏明、折江忠道、米谷朋子、
        松浦 健、豊嶋祐壹、坂本伸司、北薗彩佳、
会場：帝国ホテル 宴会場

7/2（土）・3（日）
日本文化創成協会
「美しきまほろば～ヤマトタケル」
出演：西村 悟、大貫裕子、泉 良平、大塚雄太、
        鈴木康夫、和下田大典、濱田 翔、村松恒矢、
        芝野遥香、坂本和彦、藤原歌劇団合唱部
会場：新国立劇場中劇場

7/31（日）
奥州市文化会館開館30周年記念事業
「トスカ」
出演：野田ヒロ子、須藤慎吾、久保田真澄、
        押川浩士、松浦 健、龍 進一郎、
        星出 豊、三浦安浩
会場：奥州市文化会館Zホール 大ホール

5/15（日）
川越塔子ソプラノリサイタル
出演：川越塔子
会場：王子ホール

Schedule & Information

Concert
■団会員企画シリーズ
オペラ・コンチェルタンテ
「ラ・トラヴィアータ」
2022年5月26日（木）18：30
渋谷区文化総合センター大和田4F 
さくらホール

デビューコンサート2022 vol.1
2022年6月25日（土）
イイノホール

■日本オペラ協会
日本オペラ・日本歌曲連続演奏会
第71回
2022年7月7日（木）
昼の部～日本歌曲～ 13：30
夜の部～日本オペラ～ 18：30
としま区民センター 多目的ホール

■団会員企画シリーズ
Autumn Concert 2022
2022年10月29日（土）14：00
昭和音楽大学南校舎５階 ユリホール

デビューコンサート2022 vol.2
2022年11月12日（土）
イイノホール

■団会員企画シリーズ
オペラ・コンチェルタンテ
「ラ・ボエーム」
2022年12月13日（火）18：30
渋谷区文化総合センター大和田4F 
さくらホール

■団会員企画シリーズ
Spring Concert 2023
2023年3月26日（日）14：00
昭和音楽大学南校舎５階 ユリホール

公益財団法人日本オペラ振興会主催

公演ラインアップ （2022～23）
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【2022年】
4/10（日）
いしかわ・金沢 風と緑の楽都音楽祭2022
鶫真衣CD発売記念コンサート
出演：五郎部俊朗
会場：石川県立音楽堂

4/15（金）・17（日）
東京・春・音楽祭
プッチーニ・シリーズ vol.3
「トゥーランドット」
出演：市川和彦、井出壮志朗
会場：東京文化会館 大ホール

4/16（土）・18（月）・20（水）・23（土）・24（日）
新国立劇場「魔笛」
出演：砂川涼子
会場：新国立劇場オペラパレス

4/30（土）
びわ湖クラシック音楽祭2022
晴れ晴れコンサート
出演：伊藤 晴
会場：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 小ホール

4/30（土）
第14回ジ・インペリアル オペラ
「蝶々夫人」
～日比谷時間特別企画～
第１弾 オペラのとっておきトーク＆ランチ
出演：折江忠道、迫田美帆、藤原藍子
会場：帝国ホテル 宴会場

5/1（日）
びわ湖クラシック音楽祭2022
グランド・フィナーレ
出演：伊藤 晴
会場：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 大ホール

5/1（日）
日生劇場×藤原歌劇団 オペラ・プレコンサート
出演：中畑有美子、高橋華子
会場：日本生命日比谷ビル７階大会議室

5/4（水・祝）
こども音楽フェスティバル
出演：大森智子
会場：サントリーホール

5/20（金）
五島記念文化賞 オペラ新人賞研修帰国記念
竹多倫子ソプラノリサイタル
賛助出演：上江隼人
会場：東京文化会館 小ホール

6/2（木）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ2022
関連企画
歌劇「ラ・ボエーム」
ワンコイン・プレ・レクチャー
出演：砂川涼子
会場：兵庫県立芸術文化センター阪急中ホール

6/11（土）・12（日）
NISSAY OPERA2022「セビリアの理髪師」
出演：中井亮一、須藤慎吾、久保田真澄、伊藤貴之、
        及川 貢
会場：日生劇場

6/12（日）・17（金）
愛知県芸術劇場プロデュース公演
「バスティアンとバスティエンヌ」
出演：伊藤 晴、田中大揮
会場：愛知県芸術劇場小ホール、
        碧南市芸術文化ホール

6/22（水）
第60回大阪国際フェスティバル2022
「泥棒かささぎ」レクチャー
出演：伊藤貴之
会場：あいおいニッセイ同和損保ザ・フェニックスホール

7/8（金）・11（月）・12（火）・14（木）・15（金）・16（土）
新国立劇場高校生のためのオペラ鑑賞教室2022
「蝶々夫人」
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：新国立劇場オペラパレス

7/10（日）
桜井万祐子・中井亮一ジョイントリサイタル
出演：桜井万祐子、中井亮一、高島理佐
会場：宗次ホール

7/13（水）
筑波大学附属桐ヶ丘特別支援学校 特別授業公演
出演：オクサーナ・ステパニュック
会場：筑波大学附属桐ヶ丘特別支援学校

7/16（土）・18（月・祝）・21（木）・24（日）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ２０２２　
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：砂川涼子、笛田博昭
会場：兵庫県立芸術文化センター　ＫＯＢＥＬＣＯ大ホール 

8/7（日）
グランシップ音楽の広場2022
出演：笛田博昭
会場：グランシップ 大ホール・海

8/9（火）
関西二期会「泥棒かささぎ」
出演：伊藤貴之
会場：フェスティバルホール

8/21（日）
大阪交響楽団
第123回名曲コンサート「モーツァルト探訪」
出演：太田尚見
会場：ザ・シンフォニーホール

8/22（月）・23（火）・24（水）
アウトリーチ
出演：伊藤貴之
会場：愛知県豊田市内小中学校

9/9（金）
東京都交響楽団 第958回定期演奏会Bシリーズ
出演：小林厚子
会場：サントリーホール

9/17（土）・18（日）
神奈川フィルハーモニー管弦楽団
2022-2023シーズン
県民名曲シリーズ第14回
「現田茂夫のオペラ解体新書」
出演：井出壮志朗
会場：カルッツかわさきホール、
        クアーズテック秦野カルチャーホール
        （秦野市文化会館） 

9/20（火）
にいがた音楽鑑賞会「笛田博昭リサイタル」
出演：笛田博昭
会場：新潟市民芸術文化会館（りゅーとぴあ）

9/25（日）
東京文化会館オペラBOX「子供と魔法」
出演：高橋華子、岡 昭宏
会場：東京文化会館 小ホール

Schedule & Information
2022年 外部出演マネージメント  （2022年4月～9月）

 （2022年3月31日現在）
 ※今後、中止・延期になる可能性がありますので予めご了承ください。
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公益財団法人日本オペラ振興会
本部： 〒 150－0001　東京都渋谷区神宮前4－3－15－317　【総務】03－6721－0995　【チケットセンター】03－6721－0874（平日10：00～18：00）
黒川事務所：〒215－0035　神奈川県川崎市麻生区黒川76－1　【事業部・制作部】044－819－5505
新百合ケ丘事務所：〒215－0004　神奈川県川崎市麻生区万福寺1－16－6　【育成部】044－969－7197

表紙photo：
2022年日本オペラ協会公演
「ミスター・シンデレラ」
作曲：伊藤康英　台本・演出：高木達
指揮：大勝秀也
写真：池上直哉
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１

藤原歌劇団・日本オペラ協会の公演がまとめてお申し込
みいただける＜JOFプレミアムシート＞2022/23シーズ
ンは、全6箇所5演目を最大20%OFFでご鑑賞できます！ 
限定特典も盛りだくさんです。観れば観るほどお得な＜
JOFプレミアムシート＞をお見逃し無く!!

❶ 最優先で良席を確保いたします
❷ 有料プログラム引換券を進呈
❸ ゲネプロ（最終舞台稽古）・
　  バックステージ見学へのご招待
❹ 所属歌手との交流会（有料）ヘの参加 ※年１回予定
❺ その他主催コンサートへご優待価格でのご案内　他

当振興会では団体運営及びオペラ公演等の制作に要する資金を充実させるため、
寄付ならびに賛助会員募集によるご支援をお願いしております。

◎寄 付 金  お申し込み金額はご自由にお決め頂けます。
◎賛助会員 賛助会費年額は法人30万円以上、個人10万円以上にて
 よろしくご支援お願い申し上げます。

◎税法上の優遇措置
   当振興会は公益財団法人と認定されており、当振興会への寄付金、賛助
   会費に対しては、法人、個人それぞれに税法上の優遇措置が適用されます。

＊ どの会員も数と期間に限りがございますので、お早めにお申込みください。
　詳細は、下記チケットセンターにお問い合わせください。

プレミアムシート特設ページで金額も
簡単に確認いただけます。今すぐチェック！

＊ 新型コロナウイルスの流行により、現在❸、❹は実施を見送っております。
　何卒ご了承ください。

お問合せ： 日本オペラ振興会チケットセンター 
               03－6721－0874（平日10:00～18:00）

お得で魅力一杯のJOF（日本オペラ振興会）鑑賞会員
選べる！ ＜JOFプレミアムシ－ト＞ 2022/23シーズン ● 新規会員大好評募集中!!

公益財団法人日本オペラ振興会に対するご寄付と賛助会員のご案内

＜詳細のお問合せまたは資料のご請求＞ 日本オペラ振興会　TEL 03-6721-0995　FAX 03-6721-0997
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渡
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と
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台
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催
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。
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台
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。
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こ
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台
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策
と
な

り
ま
す
。

　
今
回
こ
の
難
題
に
視
点
を
置
い
て
、古
典
か
ら

近
現
代
に
至
る
共
通
テ
ー
マ
を
内
包
し
た
３
作

品
に
挑
戦
す
る
の
は
大
変
に
意
義
深
く
、歌
手
と

し
て
の
大
い
な
る
成
長
に
繋
が
る
と
強
く
信
じ

て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、こ
の
終
焉
の
見
え
な
い
混
乱

の
な
か
団
員
一
人
一
人
力
を
合
わ
せ
一
致
団
結

し
て
、こ
の
難
関
を
勝
ち
進
み
た
い
と
切
望
し
て

い
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

で
開
催
し
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
２
月
18
日
・
19
日
に
は
、
当
会
が

満
を
持
し
て
三
木
稔
作
曲《
日
本
語
版
グ
ラ
ン
ド

オ
ペ
ラ「
源
氏
物
語
」》の
世
界
初
演
を
、
Ｂ
ｕ
ｎ

ｋ
ａ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
す
。

　
紫
式
部
が
西
暦
１
０
０
０
年
頃
に
書
き
始
め

た
世
界
最
古
の
長
編
小
説
と
い
わ
れ
る
文
学
作

品
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
１
０
０
０
年
後
に
あ
た

る
ミ
レ
ニ
ア
ム
２
０
０
０
年
に
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・

オ
ペ
ラ
劇
場
創
立
25
周
年
記
念
事
業
の
中
心
的

な
企
画
と
し
て
、三
木
稔
氏
が
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。
当
初
か
ら
世
界
、
そ
し
て
日
本
で
の
公
演
を

意
識
し
、英
語
と
日
本
語
の
同
時
進
行
で
書
か
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ

で
の
日
本
語
版
が
上
演
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
54
帖
に
も
及
ぶ
こ
の
長
大
な
作
品
と
多
数
の

登
場
人
物
が
織
り
成
す
複
雑
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
、

い
か
に
し
て
３
時
間
ほ
ど
の
長
さ
の
感
動
的
な

ド
ラ
マ
に
ま
と
め
上
げ
た
の
か
…
も
う
ご
覧
い

た
だ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
オ
ペ
ラ

に
お
け
る
登
場
人
物
は
そ
の
場
面
ご
と
に
全
員

が
主
役
で
す
が
、き
っ
と
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
妙

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

‼

3

日本オペラ協会
だより

藤原歌劇団
だより
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●
演
出
の
マ
ル
コ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
ニ
氏
と
は
こ
れ
ま
で
度
々
共

演
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
糧
に
な
っ
た
こ
と
や
今
回
の
演

出
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
事
は
な
ん
で
す
か
？

ガ
ン
デ
ィ
ー
ニ
氏
の
携
わ
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
必
ず

レ
ッ
ト
ゥ
ー
ラ
（
伊Lettura

：
楽
譜
の
読
み
合
わ
せ
）の
稽
古

が
あ
り
、
発
音
・
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
直
し
や
彼
の
演
出
イ
メ
ー

ジ
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
役
を
よ
り
深

め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
作
業
や
そ
こ
で
培
っ
た
こ
と
が
、
私
に

と
っ
て
大
き
な
糧
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

本
作
の
舞
台
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
ニ
氏
は
同
じ

ヴ
ェ
ネ
ト
州
の
生
ま
れ
で
す
。
美
し
い
水
の
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

を
凝
縮
し
た
エ
ッ
セ
ン
ス
を
、
舞
台
に
注
い
で
く
だ
さ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
私
自
身
、
彼
の
つ
く
る
世
界
で
の
新
た
な
出
会
い

に
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
は
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
子
の
よ
う
で
す
が
、
思
い
っ
き
り
遊
ん
で
、
楽
し

ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
４
月
の
公
演
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
お
客
様
へ
、
一
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
！

舞
台
は
１
７
０
０
年
代
中
頃
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
小
さ
な
広
場
。

私
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
場
所
も
時
代
も
と
て
も
遠
い
お
話
な
の

で
す
が
、
こ
の
広
場
で
起
こ
る
こ
と
は
、
い
つ
の
時
代
だ
ろ
う

と
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
、
大
し
て
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。
何
だ

か
笑
え
て
、
少
し
ほ
ろ
っ
と
し
て
し
ま
う
。
何
の
変
哲
も
な
い

日
常
が
ど
れ
だ
け
有
難
く
、
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か
を
感

じ
ら
れ
る
、そ
ん
な
作
品
で
す
。

小
さ
な
広
場
の
一
日
を
、
ど
う
ぞ
覗
き
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
今
回
の
公
演
が
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
デ
ビ
ュ
ー
と
な
る
中
畑
さ
ん
。

中
畑
さ
ん
が
演
じ
る
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
の
役
ど
こ
ろ
と
、
聴
き
ど

こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
が
演
じ
る
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
は
、
当
時
で
は
珍
し
く
読
み
書
き

が
し
っ
か
り
で
き
、
読
書
が
好
き
な
、
ち
ょ
っ
と
高
飛
車
な
女

の
子
で
す
。
し
か
し
気
取
っ
て
い
る
割
に
、
話
せ
る
と
豪
語
す

る
フ
ラ
ン
ス
語
も
標
準
語
も
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
方
言
が
入
り
混

じ
る
彼
女
特
有
の〝
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
語
〞に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
私
が
特
に
聴
い
て
頂
き
た
い
の
は
、
そ
の
独
特
な
口
調

で
叔
父
さ
ん（
フ
ァ
ブ
リ
ー
ツ
ィ
オ
）に
対
す
る
怒
り
を
ぶ
ち
ま

け
る
シ
ー
ン
の
早
口
パ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
が
難
し
く
て
！（
笑
）

●
中
畑
さ
ん
の
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
皆
様

へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

譜
読
み
を
始
め
た
頃
は
、
不
思
議
な
言
葉
に
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る

テ
ン
ポ
、
そ
し
て
ガ
ス
パ
リ
ー
ナ
の
性
格
を
よ
く
表
し
た
よ
う

な
、
軽
快
で
気
ま
ぐ
れ
な
音
楽
に
つ
い
て
い
け
る
か
不
安
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
の
人
柄
や
カ
ン
ピ

エ
ッ
ロ
の
人
々
と
の
や
り
と
り
な
ど
を
通
し
て
、
今
は
そ
れ
ら

全
て
が
心
地
良
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

愉
快
で
騒
が
し
い
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
の
人
々
の
日
常
と
、
ガ
ス
パ

リ
ー
ナ
の
成
長
を
ぜ
ひ
見
守
っ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

2021年日本オペラ振興会
設立40周年記念
藤原歌劇団公演
「ジャンニ・スキッキ」のネッラ
（右：牧野正人）

２
０
２
１
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」の
ム
ゼ
ッ
タ

4

藤原歌劇団公演

キャスト
インタビュー

中
井
奈
穂  

﹇
ソ
プ
ラ
ノ
﹈

ガスパリーナ
4/22 ＆ 4/24

ガスパリーナ
4/23

中
畑
有
美
子  

﹇
ソ
プ
ラ
ノ
﹈

ⒸVirginio Levrio

Nao NAKAI

Yumiko NAKAHATA
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7/1（金）・2（土）・3（日）14:00  
● 日生劇場

●藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

「コジ・ファン・トゥッテ」

7/2

ドン・アルフォンソ
姉妹からしてみたら、信頼してい
たのに実は企みを持ち込んだ張
本人。恋人との仲を拗れさせた人
物ですが、こういったクセのある
キャラクターはやりがいがあるな
と思います。ソプラノは儚げな役

や死んでしまうような役が多いので、話を回したり笑い
を取ったりすることが多いバリトンの役に昔から憧れが
あります。

ドン・アルフォンソ
「老哲学者」という設定自体が達観
していて憧れますね…。ドン・アル
フォンソの視点だと、女たちの人生
観の劇的な変化と、男たちの女の
操に対する失望を、俯瞰して見るこ
とができます。いわば劇中劇として
このオペラを楽しむことができる
のです！

フィオルディリージ
当時の社会では女性は男性の所
有物、いわばステータスとして扱わ
れ、人格も自由も抑圧されていまし
た。グリエルモが守りたかった「フィ
オルディリージの名誉」も、実は「彼

自身のプライドと価値観」そのもの。「貞操観念」に読み換えら
れた「社会の抑圧」を打ち破り、モリエールやダ・ポンテ、そして
モーツァルトが描いた「自由」を謳歌する姿に憧れます。でも…
浮気はあかん！

ドン・アルフォンソ
私にとって、テノールは本番で声
が最後まで続くか、高い音がしっ
かり出るか…という心配がつきも
のですが、巧みな語りやいぶし銀
の演技で魅せる役、ドン・アルフォ
ンソのような物語の重要な進行役
を是非一度演じてみたいです！

フィオルディリージ
恋人への貞節を一途に貫こうとしながらも少しずつ
揺らいでいき、そしてついに心を許してしまうフェラ
ンドとの2重唱は、本当に官能的だと思います。ドラ
マチックなアリア２曲も含め、歌ってみたい役の筆頭
です。今回演じるデスピーナも自分の声種を越えて
いますから必死ですが、楽しみながら頑張ります。

絶対にデスピーナ！
各幕のフィナーレで彼女が行う変
装にも大変インパクトはあります
が、なんと言っても僕が好きなの
は、気だるそうにホットチョコレー
トを混ぜながら彼女が初登場する

シーンです。お手伝いさんとしての生活にぶーぶー（笑） と愚痴
をこぼしながら、それでもテキパキと仕事をする彼女に、妙に共
感を覚えてしまうのは私だけじゃないはずです。

7

● フィオルディリージ

中畑有美子  Yumiko NAKAHATA

● フェランド

渡辺 康  Yasushi WATANABE

● ドラベッラ

高橋華子  Hanako TAKAHASHI

● グリエルモ

龍 進一郎  Shinichiro RYU

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● デスピーナ

河野めぐみ  Megumi KONO

モーツァルト作曲　オペラ全２幕　ニュープロダクション

フィオルディリージ 迫田美帆／中畑有美子
ドラベッラ 山口佳子／高橋華子
グリエルモ 岡 昭宏／龍 進一郎
フェランド 山本康寛／渡辺 康
デスピーナ 向野由美子／河野めぐみ
ドン・アルフォンソ 田中大揮／小野寺光

指揮…川瀬賢太郎　演出…岩田達宗

合　唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…新日本フィルハーモニー交響楽団
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● 藤原歌劇団公演

ヴェルディ作曲「イル・トロヴァトーレ」  新制作
2022. 1/29・30 ● 東京文化会館大ホール
2022. 2/5 ● 愛知県芸術劇場大ホール

● 日本オペラ協会公演
高木 達 台本／伊藤康英 作曲

「ミスター・シンデレラ」  新制作
2022. 2/19・20  ● 新宿文化センター大ホール

● ベルカントオペラフェスティバル イン ジャパン2021公演
［藤原歌劇団×ヴァッレ・ディトリア（マルティーナ・フランカ）音楽祭提携］
ヴァッカイ作曲「ジュリエッタとロメオ」  セミ・ステージ形式
2022. 3/17・19  ● テアトロ・ジーリオ・ショウワ

グティエレスの戯曲「吟遊詩人」原作、ヴェルディ中期の傑作
滅多に上演されない情熱的なオペラを
藤原歌劇団のスターが競演

キャッチーな旋律と奇想天外な物
ストーリー

語で
そっと大切なことを教えてくれるアットホームな名作オペラ

日本初演かつ改訂版世界初演となる奇跡的公演
藤原歌劇団によるベルカントオペラの真髄に迫る名演

2022年新春の藤原歌劇団公演は、ヴェルディ中期の傑作「イル・トロヴァトー
レ」を東京文化会館と愛知県芸術劇場よりお届けいたしました。何と言っても
歌唱力が問われるレオノーラ、マンリーコ、ルーナ伯爵、アズチェーナという大役
とその脇を固めるフェランド、イネスを、藤原歌劇団を代表する歌手陣がそれぞ
れ大健闘し、この作品の魅力を再発見する公演となりました。指揮は山下一
史による物語を浮き彫りにするタクトと、音楽を大事にする粟國淳演出のコラボ
によって、新春に相応しい壮大な公演を東京・愛知両地のお客様にご堪能い
ただきました。

2017年に室内オペラシリーズとして上演した本作を、今回は可能な限りフル・
オーケストラバージョンに近づけて再編曲したほぼ完全版オペラとして、新宿文
化センターにて上演いたしました。今回は台本作者の高木達自らによる演出、
また作曲者の伊藤康英を音楽監修に迎え、作品の本来の姿をご堪能いただけ
る機会となりました。日本オペラに定評のあるメンバーをキャスティングし、個性
豊かな各役に相応しい出演者でお届けいたしました。大勝秀也の指揮で東フィ
ルを牽引し、充実したサウンドの新感覚オペラを多くのお客様にお楽しみいただ
きました。

2019年よりスタートし、ベルカントオペラに特化した日本発の音楽祭“ベルカン
トオペラフェスティバル イン ジャパン（通称BOF）”は、今年度で第4回目を迎
えました。今回は、前回惜しくも延期となった「ジュリエッタとロメオ」を遂に上演。
コロナ禍で来日が不可能となってしまった招聘歌手に代わり、藤原歌劇団を代
表する歌手たちにがこの難曲オペラを鮮やかに蘇らせました。演出のリゴーリ
オはイタリアからリモートで参加。本公演を陰で支えながらもイタリアの風を感じ
る舞台となり、劇場内はお客様の温かい拍手で包まれました。

公演レビュー

●指揮　山下一史　●演出　粟國 淳　●出演　レオノーラ：小林厚子／西本真子　マンリーコ：笛田博昭／村上敏明　ルーナ伯爵：須藤慎吾／上江隼人
アズチェーナ：松原広美／桜井万祐子　フェランド：田島達也／相沢 創　　イネス：松浦 麗／髙橋未来子　
合唱：藤原歌劇団合唱部　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団（東京）／セントラル愛知交響楽団（愛知）　
●スタッフ　合唱指揮：安部克彦　美術：横田あつみ　衣裳：増田恵美　照明：大島祐夫　舞台監督：齋藤美穂　他

●指揮　大勝秀也　●演出　高木 達　●出演　伊集院正男：山本康寛／海道弘昭　伊集院薫：鳥海仁子／別府美沙子　垣内教授：山田大智／村松恒矢　
伊集院忠義：江原啓之／清水良一　伊集院ハナ：きのしたひろこ／吉田郁恵　赤毛の女：鳥木弥生／佐藤 祥　卓也：松原悠馬／高畑達豊　
美穂子：神田さやか／岡本麻里菜　マルちゃんのママ：鈴木美也子／座間由恵　マミ：山邊聖美／伊藤香織　ルミ：高橋香緒里／山口なな　
ユミ：遠藤美紗子／安藤千尋　アンサンブル：日本オペラ協会合唱団　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団
●スタッフ　合唱指揮：平野桂子　美術：鈴木俊朗、佐藤みどり　衣裳：増田恵美　照明：西田俊郎　振付：鷲田実土里　舞台監督：八木清市、水谷翔子　他

●指揮　鈴木恵里奈　●演出原案　チェチーリア・リゴーリオ　●出演　ジュリエッタ：伊藤 晴　ロメオ：松浦 麗　カペッリオ：澤﨑一了　アデーリア：齊藤純子
テバルド：岡 昭宏　ロレンツォ：小野寺光　合唱：藤原歌劇団合唱部　管弦楽：テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ
●スタッフ　合唱指揮：須藤桂司　美術原案：アレッシア・コロッソ　衣裳：ジュゼッペ・パレッラ　舞台監督：八木清市、水谷翔子　他
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4/29（金・祝）
～オペラ＆ディナー～ 
第14回 ジ・インペリアル オペラ
藤原歌劇団公演「蝶々夫人」
出演：小林厚子、村上敏明、折江忠道、米谷朋子、
        松浦 健、豊嶋祐壹、坂本伸司、北薗彩佳、
会場：帝国ホテル 宴会場

7/2（土）・3（日）
日本文化創成協会
「美しきまほろば～ヤマトタケル」
出演：西村 悟、大貫裕子、泉 良平、大塚雄太、
        鈴木康夫、和下田大典、濱田 翔、村松恒矢、
        芝野遥香、坂本和彦、藤原歌劇団合唱部
会場：新国立劇場中劇場

7/31（日）
奥州市文化会館開館30周年記念事業
「トスカ」
出演：野田ヒロ子、須藤慎吾、久保田真澄、
        押川浩士、松浦 健、龍 進一郎、
        星出 豊、三浦安浩
会場：奥州市文化会館Zホール 大ホール

5/15（日）
川越塔子ソプラノリサイタル
出演：川越塔子
会場：王子ホール

Schedule & Information

Concert
■団会員企画シリーズ
オペラ・コンチェルタンテ
「ラ・トラヴィアータ」
2022年5月26日（木）18：30
渋谷区文化総合センター大和田4F 
さくらホール

デビューコンサート2022 vol.1
2022年6月25日（土）
イイノホール

■日本オペラ協会
日本オペラ・日本歌曲連続演奏会
第71回
2022年7月7日（木）
昼の部～日本歌曲～ 13：30
夜の部～日本オペラ～ 18：30
としま区民センター 多目的ホール

■団会員企画シリーズ
Autumn Concert 2022
2022年10月29日（土）14：00
昭和音楽大学南校舎５階 ユリホール

デビューコンサート2022 vol.2
2022年11月12日（土）
イイノホール

■団会員企画シリーズ
オペラ・コンチェルタンテ
「ラ・ボエーム」
2022年12月13日（火）18：30
渋谷区文化総合センター大和田4F 
さくらホール

■団会員企画シリーズ
Spring Concert 2023
2023年3月26日（日）14：00
昭和音楽大学南校舎５階 ユリホール

公益財団法人日本オペラ振興会主催

公演ラインアップ （2022～23）
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受託オペラ

リサイタルマネジメント
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公益財団法人日本オペラ振興会
本部： 〒 150－0001　東京都渋谷区神宮前4－3－15－317　【総務】03－6721－0995　【チケットセンター】03－6721－0874（平日10：00～18：00）
黒川事務所：〒215－0035　神奈川県川崎市麻生区黒川76－1　【事業部・制作部】044－819－5505
新百合ケ丘事務所：〒215－0004　神奈川県川崎市麻生区万福寺1－16－6　【育成部】044－969－7197

表紙photo：
2022年日本オペラ協会公演
「ミスター・シンデレラ」
作曲：伊藤康英　台本・演出：高木達
指揮：大勝秀也
写真：池上直哉
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藤原歌劇団・日本オペラ協会の公演がまとめてお申し込
みいただける＜JOFプレミアムシート＞2022/23シーズ
ンは、全6箇所5演目を最大20%OFFでご鑑賞できます！ 
限定特典も盛りだくさんです。観れば観るほどお得な＜
JOFプレミアムシート＞をお見逃し無く!!

❶ 最優先で良席を確保いたします
❷ 有料プログラム引換券を進呈
❸ ゲネプロ（最終舞台稽古）・
　  バックステージ見学へのご招待
❹ 所属歌手との交流会（有料）ヘの参加 ※年１回予定
❺ その他主催コンサートへご優待価格でのご案内　他

当振興会では団体運営及びオペラ公演等の制作に要する資金を充実させるため、
寄付ならびに賛助会員募集によるご支援をお願いしております。

◎寄 付 金  お申し込み金額はご自由にお決め頂けます。
◎賛助会員 賛助会費年額は法人30万円以上、個人10万円以上にて
 よろしくご支援お願い申し上げます。

◎税法上の優遇措置
   当振興会は公益財団法人と認定されており、当振興会への寄付金、賛助
   会費に対しては、法人、個人それぞれに税法上の優遇措置が適用されます。

＊ どの会員も数と期間に限りがございますので、お早めにお申込みください。
　詳細は、下記チケットセンターにお問い合わせください。

プレミアムシート特設ページで金額も
簡単に確認いただけます。今すぐチェック！

＊ 新型コロナウイルスの流行により、現在❸、❹は実施を見送っております。
　何卒ご了承ください。

お問合せ： 日本オペラ振興会チケットセンター 
               03－6721－0874（平日10:00～18:00）

お得で魅力一杯のJOF（日本オペラ振興会）鑑賞会員
選べる！ ＜JOFプレミアムシ－ト＞ 2022/23シーズン ● 新規会員大好評募集中!!

公益財団法人日本オペラ振興会に対するご寄付と賛助会員のご案内

＜詳細のお問合せまたは資料のご請求＞ 日本オペラ振興会　TEL 03-6721-0995　FAX 03-6721-0997

会 

員 

特 

典

日本オペラ振興会 検索
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●「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
魔
女
な
ど
、
女
性
の
役
を
コ

ミ
カ
ル
に
演
じ
る
機
会
の
多
い
角
田
さ
ん
。「
イ
ル
・
カ
ン
ピ

エ
ッ
ロ
」
の
中
で
も
と
り
わ
け
個
性
的
な
ド
ナ
・
カ
ー
テ
を
演

じ
る
う
え
で
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
魔
女
は
幾
度
と
な
く
演
じ
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
男
性
が

女
性
を
演
じ
る
と
い
う
こ
と
は
男
性
か
ら
見
た
女
性
ら
し
さ
を

強
調
し
て
演
じ
る
と
い
う
こ
と
で
、
面
白
お
か
し
く
演
じ
る
こ

と
が
出
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
意
外
と
人
を
笑
わ
せ
る
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
コ
ミ
カ
ル
に
そ
れ
ら
し
く
や
る
の

で
な
く
、
い
か
に
自
然
で
あ
る
か
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
も

「
い
か
に
自
然
に
で
き
る
か
」を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。

●
上
演
機
会
の
少
な
い
「
イ
ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」。
今
回
初
め

て
こ
の
作
品
に
触
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
角
田
さ
ん

の
思
う
作
品
の
魅
力
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

本
作
は
私
も
初
め
て
触
れ
る
オ
ペ
ラ
で
す
。
言
葉
は
ヴ
ェ
ネ
ト

語
と
い
う
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
地
方
の
方
言
で
、
日
本
語
で
言
え
ば

青
森
弁
と
か
沖
縄
弁
と
同
じ
で
す
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
な

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
オ
ペ
ラ
で
、
展
開
が
早
く
、
拍
子
も
調
性
も
変

わ
り
ま
す
が
、
不
思
議
と
お
客
様
に
は
そ
ん
な
に
難
し
く
聴
こ

え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
明
る
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
面
々
が
コ
ミ
カ
ル
に
物
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
一
度
き
り

で
は
見
落
と
し
て
し
ま
う
箇
所
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、

最
低
２
回
は
観
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
を
お
勧
め
し

ま
す
！
藤
原
歌
劇
団
の
チ
ー
ム
力
を
是
非
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

る
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ（
＝
小
広
場
）を
舞
台
に
し
た
ド
タ
バ
タ
喜
劇

で
、
今
作
で
は
癖
の
強
い
二
人
の
お
ば
様
（
共
に
テ
ノ
ー
ル
）の

一
人
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
ド
ナ
・
カ
ー
テ
を
演
じ
る
中
で
特

に
ご
注
目
頂
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
き
っ
と
１
０
０
歳
に
な
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
さ
で
す
。

場
面
に
出
て
く
る
度
に
小
広
場
は
盛
り
上
が
り
、
ど
ん
ど
ん
喧

嘩
を
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
（
だ
ん
だ
ん
強
く
）さ
せ
た
り
し
ま
す
。

楽
譜
を
眺
め
て
い
て
も
、
個
人
的
に
は
彼
女
に
お
会
い
す
る
の

は
週
に
１
回
あ
れ
ば
お
釣
り
が
く
る
よ
う
な
感
覚
に
さ
え
陥
り

ま
す
（
笑
）。
し
か
し
、
か
と
思
え
ば
母
親
と
し
て
娘
を
案
じ
る

シ
ー
ン
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
美
し
く
、
涙
を
誘
う
メ
ロ
デ
ィ
に

心
打
た
れ
ま
す
。
そ
ん
な
小
広
場
の
原
動
力
的
存
在
な
彼
女
に
、

是
非
ご
注
目
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

●
今
回
の
公
演
へ
の
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
！

観
客
席
か
ら
た
く
さ
ん
の
笑
い
と
涙
が
あ
る
舞
台
に
な
る
よ
う

研
鑽
し
ま
す
！

●
シ
リ
ア
ス
な
役
ど
こ
ろ
か
ら
コ
ミ
カ
ル
な
役
ど
こ
ろ
ま
で
幅

広
く
演
じ
て
い
る
山
内
さ
ん
で
す
が
、
今
回
の
ド
ナ
・
カ
ー
テ

を
演
じ
る
中
で
、
お
客
様
に
特
に
注
目
し
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト

は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？

２
０
１
９
年
「
貞
節
の
勝
利
」
コ
ル
ネ
ー
リ
ア
以
来
の
ス
カ
ー

ト
役
（
ド
ナ
・
カ
ー
テ
）を
仰
せ
つ
か
っ
た
テ
ノ
ー
ル
の
山
内
政

幸
で
す
。「
イ
ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
と
あ

ベルカントオペラフェスティバル 
イン ジャパン2019
「貞節の勝利」の
コルネーリア・ブッファッチ

２
０
２
１
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」の
バ
ジ
リ
オ
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ヴォルフ＝フェッラーリ作曲／オペラ全３幕

4/22（金）・23（土）・ 24（日）
14:00
テアトロ・ジーリオ・ショウワ

●指揮　時任康文　●演出　マルコ・ガンディーニ

ガスパリーナ…中井奈穂／中畑有美子
ドナ・カーテ…角田和弘／山内政幸
ルシエータ…迫田美帆／中村芽吹
ドナ・パスクワ…持木 弘／所谷直生
ニェーゼ…楠野麻衣／米田七海

オルソラ…但馬由香／北薗彩佳
ゾルゼート…海道弘昭／及川尚志
アンゾレート…大塚雄太／和下田大典
アストルフィ…森口賢二／市川宥一郎
ファブリーツィオ…東原貞彦／杉尾真吾

合唱…藤原歌劇団合唱部　管弦楽…テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ

●藤原歌劇団公演　ニュープロダクション

「イル・カンピエッロ」

角
田
和
弘  

﹇
テ
ノ
ー
ル
﹈

ドナ・カーテ
4/22 ＆ 4/24

ドナ・カーテ
4/23

山
内
政
幸  

﹇
テ
ノ
ー
ル
﹈

Kazuhiro TSUNODA

Masayuki YAMAUCHI
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7/1&3

まだ演じたことの無い役
（ドラベッラ・デスピーナ以
外）全て
フィオルディリージは「Come 
scoglio」を歌ってみたいですし
（歌えないけど）、フェランドとし

てドラベッラを想う一途さを演じてみたい。グリエルモは
本作の登場人物の中で一番色気があって、こんな色気を出
してみたい! ドン・アルフォンソは本作の主役ともいうべき
人物。2組のカップルとデスピーナを、どんな思いで眺めて
いるのか、興味津々です。

ドン・アルフォンソ
頭から最後まで皆が、彼の手の平で踊ら
される…演じるにあたっては年齢を重ね
て経験豊かであろう哲学者という役は演
技力がとても必要で、絶えず舞台を支配
しています。アルフォンソ次第で、このオ

ペラは面白くもつまらなくも出来てしまう。基本テノール
は情熱的、直情的な役が多く、知的な役はほぼ無いので低
声の専売特許ですね。是非演じてみたいです。

ドン・アルフォンソ
ドン・アルフォンソといえばこの物
語の仕掛け人であり全体を掌握
する人物ですが、翻弄される登場
人物たちを彼の目線から眺めてみ
たいです。また、音楽的にも美しい
アンサンブルが多いオペラですか
ら、低音で全体を支える役割は大
変魅力的です。

フェランド
実は大学２年生までテノールだっ
たのですが、第１幕のフェランドの
アリアを必死で練習していた記憶
があります。もちろん玉砕(特に最
後のラの音)し、うまく歌えた記憶

はありません! 今の自分でオペラ全編を通してどのくらい
やれるのか試してみたい気持ちがあります。フェランドのイ
メージにはない厳つい感じにはなると思いますが…（笑）

ドン・アルフォンソ
彼はどうして若者達との賭けに
出て、この大芝居を仕掛けよう
と思ったのか、それは誰の為？
何の為に？民衆までお金で雇っ
て（多分）、デスピーナもしっか
り抱え込んで、そこまでして言
いたかった「女はみんなこうし
たもの（Così fan tutte）」の

真意って何？やっぱり一番謎の多い人物。もし演じてみる事が
出来たら、この作品の何か新しい一面が見えて来そうだなと思
います。

フィオルディリージか
フェランド
高音への憧れもありますが、あそこま
で純粋で恋に情熱を向けられる役を
やってみたいです。低音に与えられる
キャラクターの多くは、今回演じるド
ン・アルフォンソのように冷静だったり
歳を重ねていたり、あまり恋に盲目で
真っ直ぐな役が少ないので、真っ直ぐ
恋にぶつかっていく歌を歌ってみたい
です。

コジ・ファン・トゥッテ

6

藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

コジ・ファン・トゥッテ

● フィオルディリージ

迫田美帆  Miho SAKODA

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● グリエルモ

岡 昭宏  Akihiro OKA

● デスピーナ

向野由美子  Yumiko KONO

● フェランド

山本康寛  Yasuhiro YAMAMOTO

● ドン・アルフォンソ

田中大揮  Taiki TANAKA

● ドラベッラ

山口佳子  Yoshiko YAMAGUCHI

あなたが演じてみたい役は？
もし性別や声種の垣根を越えて演じられるとした
ら、「コジ・ファン・トゥッテ」という作品の中でどの
役を演じてみたいか、出演者に聞いてみました ！

ⒸYoshinobu Fukuya
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公益財団法人日本オペラ振興会主催   公演ラインアップ （2022～23）

新入団・会員　紹介

Opera

■藤原歌劇団公演
「イル・カンピエッロ」 
ニュープロダクション
E.ヴォルフ＝フェッラーリ作曲
指揮：時任康文／演出：マルコ・ガンディーニ
2022年4月22日（金）・23日（土）・24日（日）
14：００
テアトロ・ジーリオ・ショウワ
出演：Ｐ4-5をご参照ください。

■藤原歌劇団・NISSAY OPERA 2022公演
「コジ・ファン・トゥッテ」
ニュープロダクション
W.A.モーツァルト作曲
指揮：川瀬賢太郎／演出：岩田達宗
2022年7月1日（金）・2日（土）・3日（日）
14：００
日生劇場
出演：Ｐ6-7をご参照ください。

■日本オペラ協会公演
「咲く
  ～もう一度、生まれ変わるために～」 
ニュープロダクション
作曲：竹内一樹／台本：宇吹 萌
指揮：平野桂子／演出：齊藤理恵子
2022年11月25日（金）14：００/18：００
                   26日（土）13：００
としま区民センター 多目的ホール
出演：丹呉由利子、長島由佳、芝野遥香、
        相樂和子、渡辺 康、黄木 透、
        立花敏弘、大塚雄太、佐藤みほ、
        吉田郁恵

■藤原歌劇団公演
「トスカ」  ニュープロダクション
G.プッチーニ作曲
指揮：鈴木恵里奈／演出：松本重孝
2023年1月28日（土）・29日（日） 14：００
東京文化会館大ホール
2023年2月4日（土） 14：００
愛知県芸術劇場大ホール
出演：小林厚子、佐田山千恵、澤﨑一了、
        藤田卓也、折江忠道、須藤慎吾、
        伊藤貴之、東原貞彦、押川浩士、
        泉 良平、松浦 健、井出 司、
        龍 進一郎、大塚雄太、坂本伸司、
        別府真也、網永悠里、中桐かなえ

■日本オペラ協会公演
「源氏物語」 
日本語上演世界初演／ニュープロダクション
原作：紫式部／日本語台本・作曲：三木 稔
指揮：田中祐子／演出：岩田達宗
2023年2月18日（土）・19日（日）
14：００
Bunkamuraオーチャードホール
出演：岡 昭宏、村松恒矢、山田大智、
        下瀬太郎、佐藤美枝子、砂川涼子、
        向野由美子、古澤真紀子、相樂和子、
        芝野遥香、丹呉由利子、佐藤 祥、
        海道弘昭、川久保博史、江原啓之、
        豊嶋祐壹、笠松はる、長島由佳、
        森山京子、松原広美、市川宥一郎、
        高橋宏典、河野めぐみ、城守 香、
        和下田大典、平尾 啓

織
お

田
だ

麻
あさ

美
み

(Ms) 小
お

原
はら

明
あけ

実
み

(Ms)

黒
くろ

川
かわ

亜
あ

希
き

子
こ

(S) 西
さい

海
かい

綾
あや

香
か

(S) 山
やま

口
ぐち

義
よし

生
お

(Br)

髙
たか

橋
はし

ゆかり(S)* 長
なが

澤
さわ

みゆき(S)* 六
ろっかく

角実
み

華
か

(S)泉
いずみ

 萌
もえ

子
こ

(S)* 佐
さ

藤
とう

 祥
しょう

(Ms)

中
なか

原
はら

沙
さ

織
おり

(S)* 田
た

口
ぐち

絵
え

理
り

(S) 田
た

中
なか

 準
じゅん

(T)川
かわ

上
かみ

智
さと

子
こ

(S)

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

▶
推
薦
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

▶
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
る

  
藤
原
歌
劇
団 

正
団
員

  

藤
原
歌
劇
団 

正
団
員

  

藤
原
歌
劇
団 

準
団
員

  

藤
原
歌
劇
団 

準
団
員

  

日
本
オ
ペ
ラ
協
会 

準
会
員  

  
日
本
オ
ペ
ラ
協
会 

正
会
員  

  

日
本
オ
ペ
ラ
協
会 

正
会
員  

  

日
本
オ
ペ
ラ
協
会 

正
会
員  

林
はやし

 真
ま

悠
ゆ

美
み

(S) 福
ふく

士
し

紗
さ

希
き

(S)

（＊＝準団・準会員より）
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【2022年】
4/10（日）
いしかわ・金沢 風と緑の楽都音楽祭2022
鶫真衣CD発売記念コンサート
出演：五郎部俊朗
会場：石川県立音楽堂

4/15（金）・17（日）
東京・春・音楽祭
プッチーニ・シリーズ vol.3
「トゥーランドット」
出演：市川和彦、井出壮志朗
会場：東京文化会館 大ホール

4/16（土）・18（月）・20（水）・23（土）・24（日）
新国立劇場「魔笛」
出演：砂川涼子
会場：新国立劇場オペラパレス

4/30（土）
びわ湖クラシック音楽祭2022
晴れ晴れコンサート
出演：伊藤 晴
会場：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 小ホール

4/30（土）
第14回ジ・インペリアル オペラ
「蝶々夫人」
～日比谷時間特別企画～
第１弾 オペラのとっておきトーク＆ランチ
出演：折江忠道、迫田美帆、藤原藍子
会場：帝国ホテル 宴会場

5/1（日）
びわ湖クラシック音楽祭2022
グランド・フィナーレ
出演：伊藤 晴
会場：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 大ホール

5/1（日）
日生劇場×藤原歌劇団 オペラ・プレコンサート
出演：中畑有美子、高橋華子
会場：日本生命日比谷ビル７階大会議室

5/4（水・祝）
こども音楽フェスティバル
出演：大森智子
会場：サントリーホール

5/20（金）
五島記念文化賞 オペラ新人賞研修帰国記念
竹多倫子ソプラノリサイタル
賛助出演：上江隼人
会場：東京文化会館 小ホール

6/2（木）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ2022
関連企画
歌劇「ラ・ボエーム」
ワンコイン・プレ・レクチャー
出演：砂川涼子
会場：兵庫県立芸術文化センター阪急中ホール

6/11（土）・12（日）
NISSAY OPERA2022「セビリアの理髪師」
出演：中井亮一、須藤慎吾、久保田真澄、伊藤貴之、
        及川 貢
会場：日生劇場

6/12（日）・17（金）
愛知県芸術劇場プロデュース公演
「バスティアンとバスティエンヌ」
出演：伊藤 晴、田中大揮
会場：愛知県芸術劇場小ホール、
        碧南市芸術文化ホール

6/22（水）
第60回大阪国際フェスティバル2022
「泥棒かささぎ」レクチャー
出演：伊藤貴之
会場：あいおいニッセイ同和損保ザ・フェニックスホール

7/8（金）・11（月）・12（火）・14（木）・15（金）・16（土）
新国立劇場高校生のためのオペラ鑑賞教室2022
「蝶々夫人」
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：新国立劇場オペラパレス

7/10（日）
桜井万祐子・中井亮一ジョイントリサイタル
出演：桜井万祐子、中井亮一、高島理佐
会場：宗次ホール

7/13（水）
筑波大学附属桐ヶ丘特別支援学校 特別授業公演
出演：オクサーナ・ステパニュック
会場：筑波大学附属桐ヶ丘特別支援学校

7/16（土）・18（月・祝）・21（木）・24（日）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ２０２２　
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：砂川涼子、笛田博昭
会場：兵庫県立芸術文化センター　ＫＯＢＥＬＣＯ大ホール 

8/7（日）
グランシップ音楽の広場2022
出演：笛田博昭
会場：グランシップ 大ホール・海

8/9（火）
関西二期会「泥棒かささぎ」
出演：伊藤貴之
会場：フェスティバルホール

8/21（日）
大阪交響楽団
第123回名曲コンサート「モーツァルト探訪」
出演：太田尚見
会場：ザ・シンフォニーホール

8/22（月）・23（火）・24（水）
アウトリーチ
出演：伊藤貴之
会場：愛知県豊田市内小中学校

9/9（金）
東京都交響楽団 第958回定期演奏会Bシリーズ
出演：小林厚子
会場：サントリーホール

9/17（土）・18（日）
神奈川フィルハーモニー管弦楽団
2022-2023シーズン
県民名曲シリーズ第14回
「現田茂夫のオペラ解体新書」
出演：井出壮志朗
会場：カルッツかわさきホール、
        クアーズテック秦野カルチャーホール
        （秦野市文化会館） 

9/20（火）
にいがた音楽鑑賞会「笛田博昭リサイタル」
出演：笛田博昭
会場：新潟市民芸術文化会館（りゅーとぴあ）

9/25（日）
東京文化会館オペラBOX「子供と魔法」
出演：高橋華子、岡 昭宏
会場：東京文化会館 小ホール

Schedule & Information
2022年 外部出演マネージメント  （2022年4月～9月）

 （2022年3月31日現在）
 ※今後、中止・延期になる可能性がありますので予めご了承ください。
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●「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
魔
女
な
ど
、
女
性
の
役
を
コ

ミ
カ
ル
に
演
じ
る
機
会
の
多
い
角
田
さ
ん
。「
イ
ル
・
カ
ン
ピ

エ
ッ
ロ
」
の
中
で
も
と
り
わ
け
個
性
的
な
ド
ナ
・
カ
ー
テ
を
演

じ
る
う
え
で
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
魔
女
は
幾
度
と
な
く
演
じ
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
男
性
が

女
性
を
演
じ
る
と
い
う
こ
と
は
男
性
か
ら
見
た
女
性
ら
し
さ
を

強
調
し
て
演
じ
る
と
い
う
こ
と
で
、
面
白
お
か
し
く
演
じ
る
こ

と
が
出
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
意
外
と
人
を
笑
わ
せ
る
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
コ
ミ
カ
ル
に
そ
れ
ら
し
く
や
る
の

で
な
く
、
い
か
に
自
然
で
あ
る
か
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
も

「
い
か
に
自
然
に
で
き
る
か
」を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。

●
上
演
機
会
の
少
な
い
「
イ
ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」。
今
回
初
め

て
こ
の
作
品
に
触
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
角
田
さ
ん

の
思
う
作
品
の
魅
力
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

本
作
は
私
も
初
め
て
触
れ
る
オ
ペ
ラ
で
す
。
言
葉
は
ヴ
ェ
ネ
ト

語
と
い
う
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
地
方
の
方
言
で
、
日
本
語
で
言
え
ば

青
森
弁
と
か
沖
縄
弁
と
同
じ
で
す
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
な

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
オ
ペ
ラ
で
、
展
開
が
早
く
、
拍
子
も
調
性
も
変

わ
り
ま
す
が
、
不
思
議
と
お
客
様
に
は
そ
ん
な
に
難
し
く
聴
こ

え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
明
る
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
面
々
が
コ
ミ
カ
ル
に
物
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
一
度
き
り

で
は
見
落
と
し
て
し
ま
う
箇
所
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、

最
低
２
回
は
観
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
を
お
勧
め
し

ま
す
！
藤
原
歌
劇
団
の
チ
ー
ム
力
を
是
非
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

る
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ（
＝
小
広
場
）を
舞
台
に
し
た
ド
タ
バ
タ
喜
劇

で
、
今
作
で
は
癖
の
強
い
二
人
の
お
ば
様
（
共
に
テ
ノ
ー
ル
）の

一
人
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
ド
ナ
・
カ
ー
テ
を
演
じ
る
中
で
特

に
ご
注
目
頂
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
き
っ
と
１
０
０
歳
に
な
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
さ
で
す
。

場
面
に
出
て
く
る
度
に
小
広
場
は
盛
り
上
が
り
、
ど
ん
ど
ん
喧

嘩
を
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
（
だ
ん
だ
ん
強
く
）さ
せ
た
り
し
ま
す
。

楽
譜
を
眺
め
て
い
て
も
、
個
人
的
に
は
彼
女
に
お
会
い
す
る
の

は
週
に
１
回
あ
れ
ば
お
釣
り
が
く
る
よ
う
な
感
覚
に
さ
え
陥
り

ま
す
（
笑
）。
し
か
し
、
か
と
思
え
ば
母
親
と
し
て
娘
を
案
じ
る

シ
ー
ン
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
美
し
く
、
涙
を
誘
う
メ
ロ
デ
ィ
に

心
打
た
れ
ま
す
。
そ
ん
な
小
広
場
の
原
動
力
的
存
在
な
彼
女
に
、

是
非
ご
注
目
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

●
今
回
の
公
演
へ
の
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
！

観
客
席
か
ら
た
く
さ
ん
の
笑
い
と
涙
が
あ
る
舞
台
に
な
る
よ
う

研
鑽
し
ま
す
！

●
シ
リ
ア
ス
な
役
ど
こ
ろ
か
ら
コ
ミ
カ
ル
な
役
ど
こ
ろ
ま
で
幅

広
く
演
じ
て
い
る
山
内
さ
ん
で
す
が
、
今
回
の
ド
ナ
・
カ
ー
テ

を
演
じ
る
中
で
、
お
客
様
に
特
に
注
目
し
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト

は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？

２
０
１
９
年
「
貞
節
の
勝
利
」
コ
ル
ネ
ー
リ
ア
以
来
の
ス
カ
ー

ト
役
（
ド
ナ
・
カ
ー
テ
）を
仰
せ
つ
か
っ
た
テ
ノ
ー
ル
の
山
内
政

幸
で
す
。「
イ
ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
と
あ

ベルカントオペラフェスティバル 
イン ジャパン2019
「貞節の勝利」の
コルネーリア・ブッファッチ

２
０
２
１
年
藤
原
歌
劇
団
公
演
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」の
バ
ジ
リ
オ
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ヴォルフ＝フェッラーリ作曲／オペラ全３幕

4/22（金）・23（土）・ 24（日）
14:00
テアトロ・ジーリオ・ショウワ

●指揮　時任康文　●演出　マルコ・ガンディーニ

ガスパリーナ…中井奈穂／中畑有美子
ドナ・カーテ…角田和弘／山内政幸
ルシエータ…迫田美帆／中村芽吹
ドナ・パスクワ…持木 弘／所谷直生
ニェーゼ…楠野麻衣／米田七海

オルソラ…但馬由香／北薗彩佳
ゾルゼート…海道弘昭／及川尚志
アンゾレート…大塚雄太／和下田大典
アストルフィ…森口賢二／市川宥一郎
ファブリーツィオ…東原貞彦／杉尾真吾

合唱…藤原歌劇団合唱部　管弦楽…テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ

●藤原歌劇団公演　ニュープロダクション

「イル・カンピエッロ」

角
田
和
弘  

﹇
テ
ノ
ー
ル
﹈

ドナ・カーテ
4/22 ＆ 4/24

ドナ・カーテ
4/23

山
内
政
幸  

﹇
テ
ノ
ー
ル
﹈

Kazuhiro TSUNODA

Masayuki YAMAUCHI
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7/1&3

まだ演じたことの無い役
（ドラベッラ・デスピーナ以
外）全て
フィオルディリージは「Come 
scoglio」を歌ってみたいですし
（歌えないけど）、フェランドとし

てドラベッラを想う一途さを演じてみたい。グリエルモは
本作の登場人物の中で一番色気があって、こんな色気を出
してみたい! ドン・アルフォンソは本作の主役ともいうべき
人物。2組のカップルとデスピーナを、どんな思いで眺めて
いるのか、興味津々です。

ドン・アルフォンソ
頭から最後まで皆が、彼の手の平で踊ら
される…演じるにあたっては年齢を重ね
て経験豊かであろう哲学者という役は演
技力がとても必要で、絶えず舞台を支配
しています。アルフォンソ次第で、このオ

ペラは面白くもつまらなくも出来てしまう。基本テノール
は情熱的、直情的な役が多く、知的な役はほぼ無いので低
声の専売特許ですね。是非演じてみたいです。

ドン・アルフォンソ
ドン・アルフォンソといえばこの物
語の仕掛け人であり全体を掌握
する人物ですが、翻弄される登場
人物たちを彼の目線から眺めてみ
たいです。また、音楽的にも美しい
アンサンブルが多いオペラですか
ら、低音で全体を支える役割は大
変魅力的です。

フェランド
実は大学２年生までテノールだっ
たのですが、第１幕のフェランドの
アリアを必死で練習していた記憶
があります。もちろん玉砕(特に最
後のラの音)し、うまく歌えた記憶

はありません! 今の自分でオペラ全編を通してどのくらい
やれるのか試してみたい気持ちがあります。フェランドのイ
メージにはない厳つい感じにはなると思いますが…（笑）

ドン・アルフォンソ
彼はどうして若者達との賭けに
出て、この大芝居を仕掛けよう
と思ったのか、それは誰の為？
何の為に？民衆までお金で雇っ
て（多分）、デスピーナもしっか
り抱え込んで、そこまでして言
いたかった「女はみんなこうし
たもの（Così fan tutte）」の

真意って何？やっぱり一番謎の多い人物。もし演じてみる事が
出来たら、この作品の何か新しい一面が見えて来そうだなと思
います。

フィオルディリージか
フェランド
高音への憧れもありますが、あそこま
で純粋で恋に情熱を向けられる役を
やってみたいです。低音に与えられる
キャラクターの多くは、今回演じるド
ン・アルフォンソのように冷静だったり
歳を重ねていたり、あまり恋に盲目で
真っ直ぐな役が少ないので、真っ直ぐ
恋にぶつかっていく歌を歌ってみたい
です。

コジ・ファン・トゥッテ
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藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

コジ・ファン・トゥッテ

● フィオルディリージ

迫田美帆  Miho SAKODA

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● グリエルモ

岡 昭宏  Akihiro OKA

● デスピーナ

向野由美子  Yumiko KONO

● フェランド

山本康寛  Yasuhiro YAMAMOTO

● ドン・アルフォンソ

田中大揮  Taiki TANAKA

● ドラベッラ

山口佳子  Yoshiko YAMAGUCHI

あなたが演じてみたい役は？
もし性別や声種の垣根を越えて演じられるとした
ら、「コジ・ファン・トゥッテ」という作品の中でどの
役を演じてみたいか、出演者に聞いてみました ！

ⒸYoshinobu Fukuya
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7/1（金）・2（土）・3（日）14:00  
● 日生劇場

●藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

「コジ・ファン・トゥッテ」

7/2

ドン・アルフォンソ
姉妹からしてみたら、信頼してい
たのに実は企みを持ち込んだ張
本人。恋人との仲を拗れさせた人
物ですが、こういったクセのある
キャラクターはやりがいがあるな
と思います。ソプラノは儚げな役

や死んでしまうような役が多いので、話を回したり笑い
を取ったりすることが多いバリトンの役に昔から憧れが
あります。

ドン・アルフォンソ
「老哲学者」という設定自体が達観
していて憧れますね…。ドン・アル
フォンソの視点だと、女たちの人生
観の劇的な変化と、男たちの女の
操に対する失望を、俯瞰して見るこ
とができます。いわば劇中劇として
このオペラを楽しむことができる
のです！

フィオルディリージ
当時の社会では女性は男性の所
有物、いわばステータスとして扱わ
れ、人格も自由も抑圧されていまし
た。グリエルモが守りたかった「フィ
オルディリージの名誉」も、実は「彼

自身のプライドと価値観」そのもの。「貞操観念」に読み換えら
れた「社会の抑圧」を打ち破り、モリエールやダ・ポンテ、そして
モーツァルトが描いた「自由」を謳歌する姿に憧れます。でも…
浮気はあかん！

ドン・アルフォンソ
私にとって、テノールは本番で声
が最後まで続くか、高い音がしっ
かり出るか…という心配がつきも
のですが、巧みな語りやいぶし銀
の演技で魅せる役、ドン・アルフォ
ンソのような物語の重要な進行役
を是非一度演じてみたいです！

フィオルディリージ
恋人への貞節を一途に貫こうとしながらも少しずつ
揺らいでいき、そしてついに心を許してしまうフェラ
ンドとの2重唱は、本当に官能的だと思います。ドラ
マチックなアリア２曲も含め、歌ってみたい役の筆頭
です。今回演じるデスピーナも自分の声種を越えて
いますから必死ですが、楽しみながら頑張ります。

絶対にデスピーナ！
各幕のフィナーレで彼女が行う変
装にも大変インパクトはあります
が、なんと言っても僕が好きなの
は、気だるそうにホットチョコレー
トを混ぜながら彼女が初登場する

シーンです。お手伝いさんとしての生活にぶーぶー（笑） と愚痴
をこぼしながら、それでもテキパキと仕事をする彼女に、妙に共
感を覚えてしまうのは私だけじゃないはずです。
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● フィオルディリージ

中畑有美子  Yumiko NAKAHATA

● フェランド

渡辺 康  Yasushi WATANABE

● ドラベッラ

高橋華子  Hanako TAKAHASHI

● グリエルモ

龍 進一郎  Shinichiro RYU

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● デスピーナ

河野めぐみ  Megumi KONO

モーツァルト作曲　オペラ全２幕　ニュープロダクション

フィオルディリージ 迫田美帆／中畑有美子
ドラベッラ 山口佳子／高橋華子
グリエルモ 岡 昭宏／龍 進一郎
フェランド 山本康寛／渡辺 康
デスピーナ 向野由美子／河野めぐみ
ドン・アルフォンソ 田中大揮／小野寺光

指揮…川瀬賢太郎　演出…岩田達宗

合　唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…新日本フィルハーモニー交響楽団
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公益財団法人日本オペラ振興会主催   公演ラインアップ （2022～23）

新入団・会員　紹介

Opera

■藤原歌劇団公演
「イル・カンピエッロ」 
ニュープロダクション
E.ヴォルフ＝フェッラーリ作曲
指揮：時任康文／演出：マルコ・ガンディーニ
2022年4月22日（金）・23日（土）・24日（日）
14：００
テアトロ・ジーリオ・ショウワ
出演：Ｐ4-5をご参照ください。

■藤原歌劇団・NISSAY OPERA 2022公演
「コジ・ファン・トゥッテ」
ニュープロダクション
W.A.モーツァルト作曲
指揮：川瀬賢太郎／演出：岩田達宗
2022年7月1日（金）・2日（土）・3日（日）
14：００
日生劇場
出演：Ｐ6-7をご参照ください。

■日本オペラ協会公演
「咲く
  ～もう一度、生まれ変わるために～」 
ニュープロダクション
作曲：竹内一樹／台本：宇吹 萌
指揮：平野桂子／演出：齊藤理恵子
2022年11月25日（金）14：００/18：００
                   26日（土）13：００
としま区民センター 多目的ホール
出演：丹呉由利子、長島由佳、芝野遥香、
        相樂和子、渡辺 康、黄木 透、
        立花敏弘、大塚雄太、佐藤みほ、
        吉田郁恵

■藤原歌劇団公演
「トスカ」  ニュープロダクション
G.プッチーニ作曲
指揮：鈴木恵里奈／演出：松本重孝
2023年1月28日（土）・29日（日） 14：００
東京文化会館大ホール
2023年2月4日（土） 14：００
愛知県芸術劇場大ホール
出演：小林厚子、佐田山千恵、澤﨑一了、
        藤田卓也、折江忠道、須藤慎吾、
        伊藤貴之、東原貞彦、押川浩士、
        泉 良平、松浦 健、井出 司、
        龍 進一郎、大塚雄太、坂本伸司、
        別府真也、網永悠里、中桐かなえ

■日本オペラ協会公演
「源氏物語」 
日本語上演世界初演／ニュープロダクション
原作：紫式部／日本語台本・作曲：三木 稔
指揮：田中祐子／演出：岩田達宗
2023年2月18日（土）・19日（日）
14：００
Bunkamuraオーチャードホール
出演：岡 昭宏、村松恒矢、山田大智、
        下瀬太郎、佐藤美枝子、砂川涼子、
        向野由美子、古澤真紀子、相樂和子、
        芝野遥香、丹呉由利子、佐藤 祥、
        海道弘昭、川久保博史、江原啓之、
        豊嶋祐壹、笠松はる、長島由佳、
        森山京子、松原広美、市川宥一郎、
        高橋宏典、河野めぐみ、城守 香、
        和下田大典、平尾 啓
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4/29（金・祝）
～オペラ＆ディナー～ 
第14回 ジ・インペリアル オペラ
藤原歌劇団公演「蝶々夫人」
出演：小林厚子、村上敏明、折江忠道、米谷朋子、
        松浦 健、豊嶋祐壹、坂本伸司、北薗彩佳、
会場：帝国ホテル 宴会場

7/2（土）・3（日）
日本文化創成協会
「美しきまほろば～ヤマトタケル」
出演：西村 悟、大貫裕子、泉 良平、大塚雄太、
        鈴木康夫、和下田大典、濱田 翔、村松恒矢、
        芝野遥香、坂本和彦、藤原歌劇団合唱部
会場：新国立劇場中劇場

7/31（日）
奥州市文化会館開館30周年記念事業
「トスカ」
出演：野田ヒロ子、須藤慎吾、久保田真澄、
        押川浩士、松浦 健、龍 進一郎、
        星出 豊、三浦安浩
会場：奥州市文化会館Zホール 大ホール

5/15（日）
川越塔子ソプラノリサイタル
出演：川越塔子
会場：王子ホール

Schedule & Information

Concert
■団会員企画シリーズ
オペラ・コンチェルタンテ
「ラ・トラヴィアータ」
2022年5月26日（木）18：30
渋谷区文化総合センター大和田4F 
さくらホール

デビューコンサート2022 vol.1
2022年6月25日（土）
イイノホール

■日本オペラ協会
日本オペラ・日本歌曲連続演奏会
第71回
2022年7月7日（木）
昼の部～日本歌曲～ 13：30
夜の部～日本オペラ～ 18：30
としま区民センター 多目的ホール

■団会員企画シリーズ
Autumn Concert 2022
2022年10月29日（土）14：00
昭和音楽大学南校舎５階 ユリホール

デビューコンサート2022 vol.2
2022年11月12日（土）
イイノホール

■団会員企画シリーズ
オペラ・コンチェルタンテ
「ラ・ボエーム」
2022年12月13日（火）18：30
渋谷区文化総合センター大和田4F 
さくらホール

■団会員企画シリーズ
Spring Concert 2023
2023年3月26日（日）14：00
昭和音楽大学南校舎５階 ユリホール

公益財団法人日本オペラ振興会主催

公演ラインアップ （2022～23）
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受託オペラ

リサイタルマネジメント
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【2022年】
4/10（日）
いしかわ・金沢 風と緑の楽都音楽祭2022
鶫真衣CD発売記念コンサート
出演：五郎部俊朗
会場：石川県立音楽堂

4/15（金）・17（日）
東京・春・音楽祭
プッチーニ・シリーズ vol.3
「トゥーランドット」
出演：市川和彦、井出壮志朗
会場：東京文化会館 大ホール

4/16（土）・18（月）・20（水）・23（土）・24（日）
新国立劇場「魔笛」
出演：砂川涼子
会場：新国立劇場オペラパレス

4/30（土）
びわ湖クラシック音楽祭2022
晴れ晴れコンサート
出演：伊藤 晴
会場：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 小ホール

4/30（土）
第14回ジ・インペリアル オペラ
「蝶々夫人」
～日比谷時間特別企画～
第１弾 オペラのとっておきトーク＆ランチ
出演：折江忠道、迫田美帆、藤原藍子
会場：帝国ホテル 宴会場

5/1（日）
びわ湖クラシック音楽祭2022
グランド・フィナーレ
出演：伊藤 晴
会場：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 大ホール

5/1（日）
日生劇場×藤原歌劇団 オペラ・プレコンサート
出演：中畑有美子、高橋華子
会場：日本生命日比谷ビル７階大会議室

5/4（水・祝）
こども音楽フェスティバル
出演：大森智子
会場：サントリーホール

5/20（金）
五島記念文化賞 オペラ新人賞研修帰国記念
竹多倫子ソプラノリサイタル
賛助出演：上江隼人
会場：東京文化会館 小ホール

6/2（木）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ2022
関連企画
歌劇「ラ・ボエーム」
ワンコイン・プレ・レクチャー
出演：砂川涼子
会場：兵庫県立芸術文化センター阪急中ホール

6/11（土）・12（日）
NISSAY OPERA2022「セビリアの理髪師」
出演：中井亮一、須藤慎吾、久保田真澄、伊藤貴之、
        及川 貢
会場：日生劇場

6/12（日）・17（金）
愛知県芸術劇場プロデュース公演
「バスティアンとバスティエンヌ」
出演：伊藤 晴、田中大揮
会場：愛知県芸術劇場小ホール、
        碧南市芸術文化ホール

6/22（水）
第60回大阪国際フェスティバル2022
「泥棒かささぎ」レクチャー
出演：伊藤貴之
会場：あいおいニッセイ同和損保ザ・フェニックスホール

7/8（金）・11（月）・12（火）・14（木）・15（金）・16（土）
新国立劇場高校生のためのオペラ鑑賞教室2022
「蝶々夫人」
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：新国立劇場オペラパレス

7/10（日）
桜井万祐子・中井亮一ジョイントリサイタル
出演：桜井万祐子、中井亮一、高島理佐
会場：宗次ホール

7/13（水）
筑波大学附属桐ヶ丘特別支援学校 特別授業公演
出演：オクサーナ・ステパニュック
会場：筑波大学附属桐ヶ丘特別支援学校

7/16（土）・18（月・祝）・21（木）・24（日）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ２０２２　
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：砂川涼子、笛田博昭
会場：兵庫県立芸術文化センター　ＫＯＢＥＬＣＯ大ホール 

8/7（日）
グランシップ音楽の広場2022
出演：笛田博昭
会場：グランシップ 大ホール・海

8/9（火）
関西二期会「泥棒かささぎ」
出演：伊藤貴之
会場：フェスティバルホール

8/21（日）
大阪交響楽団
第123回名曲コンサート「モーツァルト探訪」
出演：太田尚見
会場：ザ・シンフォニーホール

8/22（月）・23（火）・24（水）
アウトリーチ
出演：伊藤貴之
会場：愛知県豊田市内小中学校

9/9（金）
東京都交響楽団 第958回定期演奏会Bシリーズ
出演：小林厚子
会場：サントリーホール

9/17（土）・18（日）
神奈川フィルハーモニー管弦楽団
2022-2023シーズン
県民名曲シリーズ第14回
「現田茂夫のオペラ解体新書」
出演：井出壮志朗
会場：カルッツかわさきホール、
        クアーズテック秦野カルチャーホール
        （秦野市文化会館） 

9/20（火）
にいがた音楽鑑賞会「笛田博昭リサイタル」
出演：笛田博昭
会場：新潟市民芸術文化会館（りゅーとぴあ）

9/25（日）
東京文化会館オペラBOX「子供と魔法」
出演：高橋華子、岡 昭宏
会場：東京文化会館 小ホール

Schedule & Information
2022年 外部出演マネージメント  （2022年4月～9月）

 （2022年3月31日現在）
 ※今後、中止・延期になる可能性がありますので予めご了承ください。
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7/1&3

まだ演じたことの無い役
（ドラベッラ・デスピーナ以
外）全て
フィオルディリージは「Come 
scoglio」を歌ってみたいですし
（歌えないけど）、フェランドとし

てドラベッラを想う一途さを演じてみたい。グリエルモは
本作の登場人物の中で一番色気があって、こんな色気を出
してみたい! ドン・アルフォンソは本作の主役ともいうべき
人物。2組のカップルとデスピーナを、どんな思いで眺めて
いるのか、興味津々です。

ドン・アルフォンソ
頭から最後まで皆が、彼の手の平で踊ら
される…演じるにあたっては年齢を重ね
て経験豊かであろう哲学者という役は演
技力がとても必要で、絶えず舞台を支配
しています。アルフォンソ次第で、このオ

ペラは面白くもつまらなくも出来てしまう。基本テノール
は情熱的、直情的な役が多く、知的な役はほぼ無いので低
声の専売特許ですね。是非演じてみたいです。

ドン・アルフォンソ
ドン・アルフォンソといえばこの物
語の仕掛け人であり全体を掌握
する人物ですが、翻弄される登場
人物たちを彼の目線から眺めてみ
たいです。また、音楽的にも美しい
アンサンブルが多いオペラですか
ら、低音で全体を支える役割は大
変魅力的です。

フェランド
実は大学２年生までテノールだっ
たのですが、第１幕のフェランドの
アリアを必死で練習していた記憶
があります。もちろん玉砕(特に最
後のラの音)し、うまく歌えた記憶

はありません! 今の自分でオペラ全編を通してどのくらい
やれるのか試してみたい気持ちがあります。フェランドのイ
メージにはない厳つい感じにはなると思いますが…（笑）

ドン・アルフォンソ
彼はどうして若者達との賭けに
出て、この大芝居を仕掛けよう
と思ったのか、それは誰の為？
何の為に？民衆までお金で雇っ
て（多分）、デスピーナもしっか
り抱え込んで、そこまでして言
いたかった「女はみんなこうし
たもの（Così fan tutte）」の

真意って何？やっぱり一番謎の多い人物。もし演じてみる事が
出来たら、この作品の何か新しい一面が見えて来そうだなと思
います。

フィオルディリージか
フェランド
高音への憧れもありますが、あそこま
で純粋で恋に情熱を向けられる役を
やってみたいです。低音に与えられる
キャラクターの多くは、今回演じるド
ン・アルフォンソのように冷静だったり
歳を重ねていたり、あまり恋に盲目で
真っ直ぐな役が少ないので、真っ直ぐ
恋にぶつかっていく歌を歌ってみたい
です。

コジ・ファン・トゥッテ
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藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

コジ・ファン・トゥッテ

● フィオルディリージ

迫田美帆  Miho SAKODA

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● グリエルモ

岡 昭宏  Akihiro OKA

● デスピーナ

向野由美子  Yumiko KONO

● フェランド

山本康寛  Yasuhiro YAMAMOTO

● ドン・アルフォンソ

田中大揮  Taiki TANAKA

● ドラベッラ

山口佳子  Yoshiko YAMAGUCHI

あなたが演じてみたい役は？
もし性別や声種の垣根を越えて演じられるとした
ら、「コジ・ファン・トゥッテ」という作品の中でどの
役を演じてみたいか、出演者に聞いてみました ！

ⒸYoshinobu Fukuya
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7/1（金）・2（土）・3（日）14:00  
● 日生劇場

●藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

「コジ・ファン・トゥッテ」

7/2

ドン・アルフォンソ
姉妹からしてみたら、信頼してい
たのに実は企みを持ち込んだ張
本人。恋人との仲を拗れさせた人
物ですが、こういったクセのある
キャラクターはやりがいがあるな
と思います。ソプラノは儚げな役

や死んでしまうような役が多いので、話を回したり笑い
を取ったりすることが多いバリトンの役に昔から憧れが
あります。

ドン・アルフォンソ
「老哲学者」という設定自体が達観
していて憧れますね…。ドン・アル
フォンソの視点だと、女たちの人生
観の劇的な変化と、男たちの女の
操に対する失望を、俯瞰して見るこ
とができます。いわば劇中劇として
このオペラを楽しむことができる
のです！

フィオルディリージ
当時の社会では女性は男性の所
有物、いわばステータスとして扱わ
れ、人格も自由も抑圧されていまし
た。グリエルモが守りたかった「フィ
オルディリージの名誉」も、実は「彼

自身のプライドと価値観」そのもの。「貞操観念」に読み換えら
れた「社会の抑圧」を打ち破り、モリエールやダ・ポンテ、そして
モーツァルトが描いた「自由」を謳歌する姿に憧れます。でも…
浮気はあかん！

ドン・アルフォンソ
私にとって、テノールは本番で声
が最後まで続くか、高い音がしっ
かり出るか…という心配がつきも
のですが、巧みな語りやいぶし銀
の演技で魅せる役、ドン・アルフォ
ンソのような物語の重要な進行役
を是非一度演じてみたいです！

フィオルディリージ
恋人への貞節を一途に貫こうとしながらも少しずつ
揺らいでいき、そしてついに心を許してしまうフェラ
ンドとの2重唱は、本当に官能的だと思います。ドラ
マチックなアリア２曲も含め、歌ってみたい役の筆頭
です。今回演じるデスピーナも自分の声種を越えて
いますから必死ですが、楽しみながら頑張ります。

絶対にデスピーナ！
各幕のフィナーレで彼女が行う変
装にも大変インパクトはあります
が、なんと言っても僕が好きなの
は、気だるそうにホットチョコレー
トを混ぜながら彼女が初登場する

シーンです。お手伝いさんとしての生活にぶーぶー（笑） と愚痴
をこぼしながら、それでもテキパキと仕事をする彼女に、妙に共
感を覚えてしまうのは私だけじゃないはずです。
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● フィオルディリージ

中畑有美子  Yumiko NAKAHATA

● フェランド

渡辺 康  Yasushi WATANABE

● ドラベッラ

高橋華子  Hanako TAKAHASHI

● グリエルモ

龍 進一郎  Shinichiro RYU

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● デスピーナ

河野めぐみ  Megumi KONO

モーツァルト作曲　オペラ全２幕　ニュープロダクション

フィオルディリージ 迫田美帆／中畑有美子
ドラベッラ 山口佳子／高橋華子
グリエルモ 岡 昭宏／龍 進一郎
フェランド 山本康寛／渡辺 康
デスピーナ 向野由美子／河野めぐみ
ドン・アルフォンソ 田中大揮／小野寺光

指揮…川瀬賢太郎　演出…岩田達宗

合　唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…新日本フィルハーモニー交響楽団
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● 藤原歌劇団公演

ヴェルディ作曲「イル・トロヴァトーレ」  新制作
2022. 1/29・30 ● 東京文化会館大ホール
2022. 2/5 ● 愛知県芸術劇場大ホール

● 日本オペラ協会公演
高木 達 台本／伊藤康英 作曲

「ミスター・シンデレラ」  新制作
2022. 2/19・20  ● 新宿文化センター大ホール

● ベルカントオペラフェスティバル イン ジャパン2021公演
［藤原歌劇団×ヴァッレ・ディトリア（マルティーナ・フランカ）音楽祭提携］
ヴァッカイ作曲「ジュリエッタとロメオ」  セミ・ステージ形式
2022. 3/17・19  ● テアトロ・ジーリオ・ショウワ

グティエレスの戯曲「吟遊詩人」原作、ヴェルディ中期の傑作
滅多に上演されない情熱的なオペラを
藤原歌劇団のスターが競演

キャッチーな旋律と奇想天外な物
ストーリー

語で
そっと大切なことを教えてくれるアットホームな名作オペラ

日本初演かつ改訂版世界初演となる奇跡的公演
藤原歌劇団によるベルカントオペラの真髄に迫る名演

2022年新春の藤原歌劇団公演は、ヴェルディ中期の傑作「イル・トロヴァトー
レ」を東京文化会館と愛知県芸術劇場よりお届けいたしました。何と言っても
歌唱力が問われるレオノーラ、マンリーコ、ルーナ伯爵、アズチェーナという大役
とその脇を固めるフェランド、イネスを、藤原歌劇団を代表する歌手陣がそれぞ
れ大健闘し、この作品の魅力を再発見する公演となりました。指揮は山下一
史による物語を浮き彫りにするタクトと、音楽を大事にする粟國淳演出のコラボ
によって、新春に相応しい壮大な公演を東京・愛知両地のお客様にご堪能い
ただきました。

2017年に室内オペラシリーズとして上演した本作を、今回は可能な限りフル・
オーケストラバージョンに近づけて再編曲したほぼ完全版オペラとして、新宿文
化センターにて上演いたしました。今回は台本作者の高木達自らによる演出、
また作曲者の伊藤康英を音楽監修に迎え、作品の本来の姿をご堪能いただけ
る機会となりました。日本オペラに定評のあるメンバーをキャスティングし、個性
豊かな各役に相応しい出演者でお届けいたしました。大勝秀也の指揮で東フィ
ルを牽引し、充実したサウンドの新感覚オペラを多くのお客様にお楽しみいただ
きました。

2019年よりスタートし、ベルカントオペラに特化した日本発の音楽祭“ベルカン
トオペラフェスティバル イン ジャパン（通称BOF）”は、今年度で第4回目を迎
えました。今回は、前回惜しくも延期となった「ジュリエッタとロメオ」を遂に上演。
コロナ禍で来日が不可能となってしまった招聘歌手に代わり、藤原歌劇団を代
表する歌手たちにがこの難曲オペラを鮮やかに蘇らせました。演出のリゴーリ
オはイタリアからリモートで参加。本公演を陰で支えながらもイタリアの風を感じ
る舞台となり、劇場内はお客様の温かい拍手で包まれました。

公演レビュー

●指揮　山下一史　●演出　粟國 淳　●出演　レオノーラ：小林厚子／西本真子　マンリーコ：笛田博昭／村上敏明　ルーナ伯爵：須藤慎吾／上江隼人
アズチェーナ：松原広美／桜井万祐子　フェランド：田島達也／相沢 創　　イネス：松浦 麗／髙橋未来子　
合唱：藤原歌劇団合唱部　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団（東京）／セントラル愛知交響楽団（愛知）　
●スタッフ　合唱指揮：安部克彦　美術：横田あつみ　衣裳：増田恵美　照明：大島祐夫　舞台監督：齋藤美穂　他

●指揮　大勝秀也　●演出　高木 達　●出演　伊集院正男：山本康寛／海道弘昭　伊集院薫：鳥海仁子／別府美沙子　垣内教授：山田大智／村松恒矢　
伊集院忠義：江原啓之／清水良一　伊集院ハナ：きのしたひろこ／吉田郁恵　赤毛の女：鳥木弥生／佐藤 祥　卓也：松原悠馬／高畑達豊　
美穂子：神田さやか／岡本麻里菜　マルちゃんのママ：鈴木美也子／座間由恵　マミ：山邊聖美／伊藤香織　ルミ：高橋香緒里／山口なな　
ユミ：遠藤美紗子／安藤千尋　アンサンブル：日本オペラ協会合唱団　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団
●スタッフ　合唱指揮：平野桂子　美術：鈴木俊朗、佐藤みどり　衣裳：増田恵美　照明：西田俊郎　振付：鷲田実土里　舞台監督：八木清市、水谷翔子　他

●指揮　鈴木恵里奈　●演出原案　チェチーリア・リゴーリオ　●出演　ジュリエッタ：伊藤 晴　ロメオ：松浦 麗　カペッリオ：澤﨑一了　アデーリア：齊藤純子
テバルド：岡 昭宏　ロレンツォ：小野寺光　合唱：藤原歌劇団合唱部　管弦楽：テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ
●スタッフ　合唱指揮：須藤桂司　美術原案：アレッシア・コロッソ　衣裳：ジュゼッペ・パレッラ　舞台監督：八木清市、水谷翔子　他
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4/29（金・祝）
～オペラ＆ディナー～ 
第14回 ジ・インペリアル オペラ
藤原歌劇団公演「蝶々夫人」
出演：小林厚子、村上敏明、折江忠道、米谷朋子、
        松浦 健、豊嶋祐壹、坂本伸司、北薗彩佳、
会場：帝国ホテル 宴会場

7/2（土）・3（日）
日本文化創成協会
「美しきまほろば～ヤマトタケル」
出演：西村 悟、大貫裕子、泉 良平、大塚雄太、
        鈴木康夫、和下田大典、濱田 翔、村松恒矢、
        芝野遥香、坂本和彦、藤原歌劇団合唱部
会場：新国立劇場中劇場

7/31（日）
奥州市文化会館開館30周年記念事業
「トスカ」
出演：野田ヒロ子、須藤慎吾、久保田真澄、
        押川浩士、松浦 健、龍 進一郎、
        星出 豊、三浦安浩
会場：奥州市文化会館Zホール 大ホール

5/15（日）
川越塔子ソプラノリサイタル
出演：川越塔子
会場：王子ホール

Schedule & Information

Concert
■団会員企画シリーズ
オペラ・コンチェルタンテ
「ラ・トラヴィアータ」
2022年5月26日（木）18：30
渋谷区文化総合センター大和田4F 
さくらホール

デビューコンサート2022 vol.1
2022年6月25日（土）
イイノホール

■日本オペラ協会
日本オペラ・日本歌曲連続演奏会
第71回
2022年7月7日（木）
昼の部～日本歌曲～ 13：30
夜の部～日本オペラ～ 18：30
としま区民センター 多目的ホール

■団会員企画シリーズ
Autumn Concert 2022
2022年10月29日（土）14：00
昭和音楽大学南校舎５階 ユリホール

デビューコンサート2022 vol.2
2022年11月12日（土）
イイノホール

■団会員企画シリーズ
オペラ・コンチェルタンテ
「ラ・ボエーム」
2022年12月13日（火）18：30
渋谷区文化総合センター大和田4F 
さくらホール

■団会員企画シリーズ
Spring Concert 2023
2023年3月26日（日）14：00
昭和音楽大学南校舎５階 ユリホール

公益財団法人日本オペラ振興会主催

公演ラインアップ （2022～23）
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受託オペラ

リサイタルマネジメント
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【2022年】
4/10（日）
いしかわ・金沢 風と緑の楽都音楽祭2022
鶫真衣CD発売記念コンサート
出演：五郎部俊朗
会場：石川県立音楽堂

4/15（金）・17（日）
東京・春・音楽祭
プッチーニ・シリーズ vol.3
「トゥーランドット」
出演：市川和彦、井出壮志朗
会場：東京文化会館 大ホール

4/16（土）・18（月）・20（水）・23（土）・24（日）
新国立劇場「魔笛」
出演：砂川涼子
会場：新国立劇場オペラパレス

4/30（土）
びわ湖クラシック音楽祭2022
晴れ晴れコンサート
出演：伊藤 晴
会場：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 小ホール

4/30（土）
第14回ジ・インペリアル オペラ
「蝶々夫人」
～日比谷時間特別企画～
第１弾 オペラのとっておきトーク＆ランチ
出演：折江忠道、迫田美帆、藤原藍子
会場：帝国ホテル 宴会場

5/1（日）
びわ湖クラシック音楽祭2022
グランド・フィナーレ
出演：伊藤 晴
会場：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 大ホール

5/1（日）
日生劇場×藤原歌劇団 オペラ・プレコンサート
出演：中畑有美子、高橋華子
会場：日本生命日比谷ビル７階大会議室

5/4（水・祝）
こども音楽フェスティバル
出演：大森智子
会場：サントリーホール

5/20（金）
五島記念文化賞 オペラ新人賞研修帰国記念
竹多倫子ソプラノリサイタル
賛助出演：上江隼人
会場：東京文化会館 小ホール

6/2（木）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ2022
関連企画
歌劇「ラ・ボエーム」
ワンコイン・プレ・レクチャー
出演：砂川涼子
会場：兵庫県立芸術文化センター阪急中ホール

6/11（土）・12（日）
NISSAY OPERA2022「セビリアの理髪師」
出演：中井亮一、須藤慎吾、久保田真澄、伊藤貴之、
        及川 貢
会場：日生劇場

6/12（日）・17（金）
愛知県芸術劇場プロデュース公演
「バスティアンとバスティエンヌ」
出演：伊藤 晴、田中大揮
会場：愛知県芸術劇場小ホール、
        碧南市芸術文化ホール

6/22（水）
第60回大阪国際フェスティバル2022
「泥棒かささぎ」レクチャー
出演：伊藤貴之
会場：あいおいニッセイ同和損保ザ・フェニックスホール

7/8（金）・11（月）・12（火）・14（木）・15（金）・16（土）
新国立劇場高校生のためのオペラ鑑賞教室2022
「蝶々夫人」
出演：但馬由香、伊藤貴之
会場：新国立劇場オペラパレス

7/10（日）
桜井万祐子・中井亮一ジョイントリサイタル
出演：桜井万祐子、中井亮一、高島理佐
会場：宗次ホール

7/13（水）
筑波大学附属桐ヶ丘特別支援学校 特別授業公演
出演：オクサーナ・ステパニュック
会場：筑波大学附属桐ヶ丘特別支援学校

7/16（土）・18（月・祝）・21（木）・24（日）
佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ２０２２　
歌劇「ラ・ボエーム」
出演：砂川涼子、笛田博昭
会場：兵庫県立芸術文化センター　ＫＯＢＥＬＣＯ大ホール 

8/7（日）
グランシップ音楽の広場2022
出演：笛田博昭
会場：グランシップ 大ホール・海

8/9（火）
関西二期会「泥棒かささぎ」
出演：伊藤貴之
会場：フェスティバルホール

8/21（日）
大阪交響楽団
第123回名曲コンサート「モーツァルト探訪」
出演：太田尚見
会場：ザ・シンフォニーホール

8/22（月）・23（火）・24（水）
アウトリーチ
出演：伊藤貴之
会場：愛知県豊田市内小中学校

9/9（金）
東京都交響楽団 第958回定期演奏会Bシリーズ
出演：小林厚子
会場：サントリーホール

9/17（土）・18（日）
神奈川フィルハーモニー管弦楽団
2022-2023シーズン
県民名曲シリーズ第14回
「現田茂夫のオペラ解体新書」
出演：井出壮志朗
会場：カルッツかわさきホール、
        クアーズテック秦野カルチャーホール
        （秦野市文化会館） 

9/20（火）
にいがた音楽鑑賞会「笛田博昭リサイタル」
出演：笛田博昭
会場：新潟市民芸術文化会館（りゅーとぴあ）

9/25（日）
東京文化会館オペラBOX「子供と魔法」
出演：高橋華子、岡 昭宏
会場：東京文化会館 小ホール

Schedule & Information
2022年 外部出演マネージメント  （2022年4月～9月）

 （2022年3月31日現在）
 ※今後、中止・延期になる可能性がありますので予めご了承ください。

11

JOF-24-0404-4c.indd   11 2022/04/04   19:57

公益財団法人日本オペラ振興会
本部： 〒 150－0001　東京都渋谷区神宮前4－3－15－317　【総務】03－6721－0995　【チケットセンター】03－6721－0874（平日10：00～18：00）
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表紙photo：
2022年日本オペラ協会公演
「ミスター・シンデレラ」
作曲：伊藤康英　台本・演出：高木達
指揮：大勝秀也
写真：池上直哉
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藤原歌劇団・日本オペラ協会の公演がまとめてお申し込
みいただける＜JOFプレミアムシート＞2022/23シーズ
ンは、全6箇所5演目を最大20%OFFでご鑑賞できます！ 
限定特典も盛りだくさんです。観れば観るほどお得な＜
JOFプレミアムシート＞をお見逃し無く!!

❶ 最優先で良席を確保いたします
❷ 有料プログラム引換券を進呈
❸ ゲネプロ（最終舞台稽古）・
　  バックステージ見学へのご招待
❹ 所属歌手との交流会（有料）ヘの参加 ※年１回予定
❺ その他主催コンサートへご優待価格でのご案内　他

当振興会では団体運営及びオペラ公演等の制作に要する資金を充実させるため、
寄付ならびに賛助会員募集によるご支援をお願いしております。

◎寄 付 金  お申し込み金額はご自由にお決め頂けます。
◎賛助会員 賛助会費年額は法人30万円以上、個人10万円以上にて
 よろしくご支援お願い申し上げます。

◎税法上の優遇措置
   当振興会は公益財団法人と認定されており、当振興会への寄付金、賛助
   会費に対しては、法人、個人それぞれに税法上の優遇措置が適用されます。

＊ どの会員も数と期間に限りがございますので、お早めにお申込みください。
　詳細は、下記チケットセンターにお問い合わせください。

プレミアムシート特設ページで金額も
簡単に確認いただけます。今すぐチェック！

＊ 新型コロナウイルスの流行により、現在❸、❹は実施を見送っております。
　何卒ご了承ください。

お問合せ： 日本オペラ振興会チケットセンター 
               03－6721－0874（平日10:00～18:00）

お得で魅力一杯のJOF（日本オペラ振興会）鑑賞会員
選べる！ ＜JOFプレミアムシ－ト＞ 2022/23シーズン ● 新規会員大好評募集中!!

公益財団法人日本オペラ振興会に対するご寄付と賛助会員のご案内

＜詳細のお問合せまたは資料のご請求＞ 日本オペラ振興会　TEL 03-6721-0995　FAX 03-6721-0997

会 

員 

特 

典

日本オペラ振興会 検索
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7/1（金）・2（土）・3（日）14:00  
● 日生劇場

●藤原歌劇団・NISSAY OPERA2022公演

「コジ・ファン・トゥッテ」

7/2

ドン・アルフォンソ
姉妹からしてみたら、信頼してい
たのに実は企みを持ち込んだ張
本人。恋人との仲を拗れさせた人
物ですが、こういったクセのある
キャラクターはやりがいがあるな
と思います。ソプラノは儚げな役

や死んでしまうような役が多いので、話を回したり笑い
を取ったりすることが多いバリトンの役に昔から憧れが
あります。

ドン・アルフォンソ
「老哲学者」という設定自体が達観
していて憧れますね…。ドン・アル
フォンソの視点だと、女たちの人生
観の劇的な変化と、男たちの女の
操に対する失望を、俯瞰して見るこ
とができます。いわば劇中劇として
このオペラを楽しむことができる
のです！

フィオルディリージ
当時の社会では女性は男性の所
有物、いわばステータスとして扱わ
れ、人格も自由も抑圧されていまし
た。グリエルモが守りたかった「フィ
オルディリージの名誉」も、実は「彼

自身のプライドと価値観」そのもの。「貞操観念」に読み換えら
れた「社会の抑圧」を打ち破り、モリエールやダ・ポンテ、そして
モーツァルトが描いた「自由」を謳歌する姿に憧れます。でも…
浮気はあかん！

ドン・アルフォンソ
私にとって、テノールは本番で声
が最後まで続くか、高い音がしっ
かり出るか…という心配がつきも
のですが、巧みな語りやいぶし銀
の演技で魅せる役、ドン・アルフォ
ンソのような物語の重要な進行役
を是非一度演じてみたいです！

フィオルディリージ
恋人への貞節を一途に貫こうとしながらも少しずつ
揺らいでいき、そしてついに心を許してしまうフェラ
ンドとの2重唱は、本当に官能的だと思います。ドラ
マチックなアリア２曲も含め、歌ってみたい役の筆頭
です。今回演じるデスピーナも自分の声種を越えて
いますから必死ですが、楽しみながら頑張ります。

絶対にデスピーナ！
各幕のフィナーレで彼女が行う変
装にも大変インパクトはあります
が、なんと言っても僕が好きなの
は、気だるそうにホットチョコレー
トを混ぜながら彼女が初登場する

シーンです。お手伝いさんとしての生活にぶーぶー（笑） と愚痴
をこぼしながら、それでもテキパキと仕事をする彼女に、妙に共
感を覚えてしまうのは私だけじゃないはずです。
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● フィオルディリージ

中畑有美子  Yumiko NAKAHATA

● フェランド

渡辺 康  Yasushi WATANABE

● ドラベッラ

高橋華子  Hanako TAKAHASHI

● グリエルモ

龍 進一郎  Shinichiro RYU

● ドン・アルフォンソ

小野寺 光  Hikaru ONODERA

● デスピーナ

河野めぐみ  Megumi KONO

モーツァルト作曲　オペラ全２幕　ニュープロダクション

フィオルディリージ 迫田美帆／中畑有美子
ドラベッラ 山口佳子／高橋華子
グリエルモ 岡 昭宏／龍 進一郎
フェランド 山本康寛／渡辺 康
デスピーナ 向野由美子／河野めぐみ
ドン・アルフォンソ 田中大揮／小野寺光

指揮…川瀬賢太郎　演出…岩田達宗

合　唱…藤原歌劇団合唱部
管弦楽…新日本フィルハーモニー交響楽団
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● 藤原歌劇団公演

ヴェルディ作曲「イル・トロヴァトーレ」  新制作
2022. 1/29・30 ● 東京文化会館大ホール
2022. 2/5 ● 愛知県芸術劇場大ホール

● 日本オペラ協会公演
高木 達 台本／伊藤康英 作曲

「ミスター・シンデレラ」  新制作
2022. 2/19・20  ● 新宿文化センター大ホール

● ベルカントオペラフェスティバル イン ジャパン2021公演
［藤原歌劇団×ヴァッレ・ディトリア（マルティーナ・フランカ）音楽祭提携］
ヴァッカイ作曲「ジュリエッタとロメオ」  セミ・ステージ形式
2022. 3/17・19  ● テアトロ・ジーリオ・ショウワ

グティエレスの戯曲「吟遊詩人」原作、ヴェルディ中期の傑作
滅多に上演されない情熱的なオペラを
藤原歌劇団のスターが競演

キャッチーな旋律と奇想天外な物
ストーリー

語で
そっと大切なことを教えてくれるアットホームな名作オペラ

日本初演かつ改訂版世界初演となる奇跡的公演
藤原歌劇団によるベルカントオペラの真髄に迫る名演

2022年新春の藤原歌劇団公演は、ヴェルディ中期の傑作「イル・トロヴァトー
レ」を東京文化会館と愛知県芸術劇場よりお届けいたしました。何と言っても
歌唱力が問われるレオノーラ、マンリーコ、ルーナ伯爵、アズチェーナという大役
とその脇を固めるフェランド、イネスを、藤原歌劇団を代表する歌手陣がそれぞ
れ大健闘し、この作品の魅力を再発見する公演となりました。指揮は山下一
史による物語を浮き彫りにするタクトと、音楽を大事にする粟國淳演出のコラボ
によって、新春に相応しい壮大な公演を東京・愛知両地のお客様にご堪能い
ただきました。

2017年に室内オペラシリーズとして上演した本作を、今回は可能な限りフル・
オーケストラバージョンに近づけて再編曲したほぼ完全版オペラとして、新宿文
化センターにて上演いたしました。今回は台本作者の高木達自らによる演出、
また作曲者の伊藤康英を音楽監修に迎え、作品の本来の姿をご堪能いただけ
る機会となりました。日本オペラに定評のあるメンバーをキャスティングし、個性
豊かな各役に相応しい出演者でお届けいたしました。大勝秀也の指揮で東フィ
ルを牽引し、充実したサウンドの新感覚オペラを多くのお客様にお楽しみいただ
きました。

2019年よりスタートし、ベルカントオペラに特化した日本発の音楽祭“ベルカン
トオペラフェスティバル イン ジャパン（通称BOF）”は、今年度で第4回目を迎
えました。今回は、前回惜しくも延期となった「ジュリエッタとロメオ」を遂に上演。
コロナ禍で来日が不可能となってしまった招聘歌手に代わり、藤原歌劇団を代
表する歌手たちにがこの難曲オペラを鮮やかに蘇らせました。演出のリゴーリ
オはイタリアからリモートで参加。本公演を陰で支えながらもイタリアの風を感じ
る舞台となり、劇場内はお客様の温かい拍手で包まれました。

公演レビュー

●指揮　山下一史　●演出　粟國 淳　●出演　レオノーラ：小林厚子／西本真子　マンリーコ：笛田博昭／村上敏明　ルーナ伯爵：須藤慎吾／上江隼人
アズチェーナ：松原広美／桜井万祐子　フェランド：田島達也／相沢 創　　イネス：松浦 麗／髙橋未来子　
合唱：藤原歌劇団合唱部　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団（東京）／セントラル愛知交響楽団（愛知）　
●スタッフ　合唱指揮：安部克彦　美術：横田あつみ　衣裳：増田恵美　照明：大島祐夫　舞台監督：齋藤美穂　他

●指揮　大勝秀也　●演出　高木 達　●出演　伊集院正男：山本康寛／海道弘昭　伊集院薫：鳥海仁子／別府美沙子　垣内教授：山田大智／村松恒矢　
伊集院忠義：江原啓之／清水良一　伊集院ハナ：きのしたひろこ／吉田郁恵　赤毛の女：鳥木弥生／佐藤 祥　卓也：松原悠馬／高畑達豊　
美穂子：神田さやか／岡本麻里菜　マルちゃんのママ：鈴木美也子／座間由恵　マミ：山邊聖美／伊藤香織　ルミ：高橋香緒里／山口なな　
ユミ：遠藤美紗子／安藤千尋　アンサンブル：日本オペラ協会合唱団　管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団
●スタッフ　合唱指揮：平野桂子　美術：鈴木俊朗、佐藤みどり　衣裳：増田恵美　照明：西田俊郎　振付：鷲田実土里　舞台監督：八木清市、水谷翔子　他

●指揮　鈴木恵里奈　●演出原案　チェチーリア・リゴーリオ　●出演　ジュリエッタ：伊藤 晴　ロメオ：松浦 麗　カペッリオ：澤﨑一了　アデーリア：齊藤純子
テバルド：岡 昭宏　ロレンツォ：小野寺光　合唱：藤原歌劇団合唱部　管弦楽：テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ
●スタッフ　合唱指揮：須藤桂司　美術原案：アレッシア・コロッソ　衣裳：ジュゼッペ・パレッラ　舞台監督：八木清市、水谷翔子　他
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4/29（金・祝）
～オペラ＆ディナー～ 
第14回 ジ・インペリアル オペラ
藤原歌劇団公演「蝶々夫人」
出演：小林厚子、村上敏明、折江忠道、米谷朋子、
        松浦 健、豊嶋祐壹、坂本伸司、北薗彩佳、
会場：帝国ホテル 宴会場

7/2（土）・3（日）
日本文化創成協会
「美しきまほろば～ヤマトタケル」
出演：西村 悟、大貫裕子、泉 良平、大塚雄太、
        鈴木康夫、和下田大典、濱田 翔、村松恒矢、
        芝野遥香、坂本和彦、藤原歌劇団合唱部
会場：新国立劇場中劇場

7/31（日）
奥州市文化会館開館30周年記念事業
「トスカ」
出演：野田ヒロ子、須藤慎吾、久保田真澄、
        押川浩士、松浦 健、龍 進一郎、
        星出 豊、三浦安浩
会場：奥州市文化会館Zホール 大ホール

5/15（日）
川越塔子ソプラノリサイタル
出演：川越塔子
会場：王子ホール

Schedule & Information

Concert
■団会員企画シリーズ
オペラ・コンチェルタンテ
「ラ・トラヴィアータ」
2022年5月26日（木）18：30
渋谷区文化総合センター大和田4F 
さくらホール

デビューコンサート2022 vol.1
2022年6月25日（土）
イイノホール

■日本オペラ協会
日本オペラ・日本歌曲連続演奏会
第71回
2022年7月7日（木）
昼の部～日本歌曲～ 13：30
夜の部～日本オペラ～ 18：30
としま区民センター 多目的ホール

■団会員企画シリーズ
Autumn Concert 2022
2022年10月29日（土）14：00
昭和音楽大学南校舎５階 ユリホール

デビューコンサート2022 vol.2
2022年11月12日（土）
イイノホール

■団会員企画シリーズ
オペラ・コンチェルタンテ
「ラ・ボエーム」
2022年12月13日（火）18：30
渋谷区文化総合センター大和田4F 
さくらホール

■団会員企画シリーズ
Spring Concert 2023
2023年3月26日（日）14：00
昭和音楽大学南校舎５階 ユリホール

公益財団法人日本オペラ振興会主催

公演ラインアップ （2022～23）

10

受託オペラ

リサイタルマネジメント
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公益財団法人日本オペラ振興会
本部： 〒 150－0001　東京都渋谷区神宮前4－3－15－317　【総務】03－6721－0995　【チケットセンター】03－6721－0874（平日10：00～18：00）
黒川事務所：〒215－0035　神奈川県川崎市麻生区黒川76－1　【事業部・制作部】044－819－5505
新百合ケ丘事務所：〒215－0004　神奈川県川崎市麻生区万福寺1－16－6　【育成部】044－969－7197

表紙photo：
2022年日本オペラ協会公演
「ミスター・シンデレラ」
作曲：伊藤康英　台本・演出：高木達
指揮：大勝秀也
写真：池上直哉
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藤原歌劇団・日本オペラ協会の公演がまとめてお申し込
みいただける＜JOFプレミアムシート＞2022/23シーズ
ンは、全6箇所5演目を最大20%OFFでご鑑賞できます！ 
限定特典も盛りだくさんです。観れば観るほどお得な＜
JOFプレミアムシート＞をお見逃し無く!!

❶ 最優先で良席を確保いたします
❷ 有料プログラム引換券を進呈
❸ ゲネプロ（最終舞台稽古）・
　  バックステージ見学へのご招待
❹ 所属歌手との交流会（有料）ヘの参加 ※年１回予定
❺ その他主催コンサートへご優待価格でのご案内　他

当振興会では団体運営及びオペラ公演等の制作に要する資金を充実させるため、
寄付ならびに賛助会員募集によるご支援をお願いしております。

◎寄 付 金  お申し込み金額はご自由にお決め頂けます。
◎賛助会員 賛助会費年額は法人30万円以上、個人10万円以上にて
 よろしくご支援お願い申し上げます。

◎税法上の優遇措置
   当振興会は公益財団法人と認定されており、当振興会への寄付金、賛助
   会費に対しては、法人、個人それぞれに税法上の優遇措置が適用されます。

＊ どの会員も数と期間に限りがございますので、お早めにお申込みください。
　詳細は、下記チケットセンターにお問い合わせください。

プレミアムシート特設ページで金額も
簡単に確認いただけます。今すぐチェック！

＊ 新型コロナウイルスの流行により、現在❸、❹は実施を見送っております。
　何卒ご了承ください。

お問合せ： 日本オペラ振興会チケットセンター 
               03－6721－0874（平日10:00～18:00）

お得で魅力一杯のJOF（日本オペラ振興会）鑑賞会員
選べる！ ＜JOFプレミアムシ－ト＞ 2022/23シーズン ● 新規会員大好評募集中!!

公益財団法人日本オペラ振興会に対するご寄付と賛助会員のご案内

＜詳細のお問合せまたは資料のご請求＞ 日本オペラ振興会　TEL 03-6721-0995　FAX 03-6721-0997
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